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　道なき森は、目をこらせば月明かりで木の幹の位置くらいはわかるものの、膝ひざ丈たけまでの雑草がびっしりと茂しげっている。

　見えないところに蛇へびやカエル、トカゲも隠れていて、知らずに踏ふんづけたら嚙かみつかれるに違いない。

　そんな危険きわまりない森へしかも深夜、足を踏み入れたいと思う人間はいないだろう。

　なのに天あま城ぎみかるは今、成り行きから馬に乗せられ、木々をよけ雑草をかき分け、奥へ奥へと向かっていた。

　耳に響くのは激しく地を蹴ける蹄ひづめの音。問題は、追ってくる男たちの罵ば声せいが同じ言葉ばかり繰くり返していることだろう。

「泥どろ棒ぼうっ！　待て～！　金を返せ～」

　では、みかるは泥棒の馬に同乗していることになる。

　そういう相手とは関わりたくないし、さっさと降ろしてもらいたいのだが、だからといってこんな鬱うつ蒼そうとした森の中に放り出されるのも困る。

　まずは「助けて～」とか、仲間だと思われないよう「誘ゆう拐かいされたの～」などと叫んでみたいのだが、舌を嚙みそうな身体からだの揺れが、目的を果たせなくしていた。

「落ちないように、しっかり摑つかまっているんだよ」

　手た綱づなを持つ男が背後から唐突に言った。

「……え？　きゃ────っ！」

　馬は後ろ足を深く屈くつ伸しんさせると、目前に横たわる木を飛び越えた。

　その反動で尻しりが浮いたが、男によって引き戻される。

　馬が着地してしばらくすると木が裂けるような音がし、馬の嘶いななきと悲鳴が背後から上がった。

　だが、それらも徐々に小さくなって、いつしか駆かけ足だった馬の足が並足へと変わった。

「実はさっきの場所に、落とし穴があるんだ。深くはないけど、足止めにはなる」

　追いかけられていたくせに、楽しそうに男は言う。

　どんな顔をしているのか確かめようと、肩越しに振り返って月明かりを頼りに目をこらしてみるものの、顔の半分が黒く塗りつぶされていて、よく見えない。

「あっ……あの。わっ……私は泥棒さんにとっていい売り物にはならないと思うし、食べ物でもないから……その……いいから私を降ろしてっ！」

　あっという間に馬に乗せられ混乱したままここまで来たが、ようやく恐怖が襲おそってきた。

　見知らぬ場所で泥棒と二人きり。

　しかも前も後ろもよくわからない森の中。

　はっきり言って最悪だ。

「あはは、そんな気はないよ。君を連れてきたのは、人けのない山道に女の子が一人でいたから。紳士の私にはとても放っておけなかったんだよ」

　穏おだやかな口調からそれほど悪い人間には思えないが、自分のことを紳士という男はやっぱりどこかうさんくさい。
















「じゃ……じゃあ、いい泥棒さんってことにするから、それを証明してよ」

「証明？」

「私がいた場所に戻ってほしいの。荷物を置いたままにしてるから」

　急な斜面を上がってようやく歩道らしき場所に出た瞬間、この後ろにいる男に出会ったのだ。

　あっという間に馬に乗せられたから、みかるの荷物はあの場所に置き去りになっている。

「そうか、旅行者だったんだ。それは気づかなかったよ。でも、旅行者にしては変な場所にいたんだね。どこから来たんだい？」

　男はそう言うとみかるの希望を叶かなえてくれるのか、馬の行き先を変えて早足で歩かせる。

「え……あ……う～ん。遠いところ」

　見知らぬ男に説明する気はなかったし、したとしても混乱させてしまう。

　だいたい、みかる自身まだ状況を把は握あくしていないのだから、上う手まく話せるわけなどない。

「私を知らないってことは、ずいぶんと遠くから来たんだろう」

「泥棒なのに、有名人？」

「少しだけね」

　この男がもし悪人だったら、すでに手足を縛しばられ自由は奪われていただろう。追われていたことを考慮しても、手を出せるようになった今でも所持金を出せとは言われていない。

　そう考えるとみかるも少し気持ちが落ち着いてきて、周囲を見る余裕が出てきた。

　電灯などといった明かりがないから最初はずいぶん暗く感じたが、月は見たこともない銀色の光で地上を照らして、馬の歩が妨さまたげられることはない。

　馬は森の中を進み雑草の切れ目を抜け、樹影がわだかまる山道に出た。

　しばらくすると山と空の境界線が白く光りだし、澄んだ空気に森の香りが混ざりだす。一斉に木々が呼吸を始めたようだ。

「君はここにいなさい。私が探してくるから」

　みかると出会った場所に戻ってくると、男は馬から下り、道の脇に放置されたキャスター付きの鞄かばんを見つけて振り返る。

「これかな？」

「それっ！　見つかってよかっ……た」

　スラリとした長身の男をようやくはっきりと確認することができた。そこでどうして男の顔が半分黒くなっていたのかも理解できた。

　男は鼻から上、目を覆おおうようにマスクをしていたのだ。

　だがマスクをしていてもわかる、整った顔立ちに、なんとか判別できる目の色は青。腰まである金髪は後ろで一つに束ねられていて、形のいい唇には微笑を浮かべていた。

　マントからのぞくのは、白いシャツにハイウエストのズボン。太めのベルトには短剣、左脇に長い剣を携たずさえている。

「なんだか……面白い鞄だね」

　男の姿を上から下まで眺ながめていたみかるは、声をかけられて我に返った。

「えっ……あ、そっかな。そっかもね。こっちの世……この国では売ってないと思うし」

「……それで、君はどこへ向かっているんだい？　このあたりには宿もないのに」

「私、スタホードのお城に用事があるの。でもどうやって行っていいのかわからなくて……。泥棒さん、送ってくれない？」

　まるで土と地ち勘かんのないこの国で、一人で目的の場所に行き着くのは難しいだろう。

「構わないけど、その言い方には傷つくね。どうせなら義ぎ賊ぞくにしてくれないかな」

「あくどい方法で儲もうけた金持ちから金品を盗んで貧しい家にばらまく人？」

「そうだよ」

　男は悪びれることなく笑い、みかるの荷物を鞍くらの後ろに括くくりつけようとしていたが、途中で手を止め、坂を見下ろす。

「誰かやってくるな……ああ、見知った顔がある。彼らはスタホードの人間だ。もしかすると君を迎えに来たのかもしれないね」

　男はそう言うと荷物を再度地面に置いて、みかるに降りるよう促うながしてくる。

　みかるは馬のたてがみから手を離し、男の助けを受けながら、地面に降り立った。

「ここは一本道だから、待っていても合流できる。もうすぐ朝日も昇るだろうし、一人で待っていても大丈夫だね」

　言われるままに坂の下を眺めると、確かに馬に乗った人たちがこちらへ向かってやってくるのが見えた。

「そういえば名前を聞いてなかった」

　馬に跨またがった男がチラリとみかるを見下ろした。

「みかる。天城みかるっていうの。泥棒さんは？　どうせ本名は教えてくれないと思うけど、通り名みたいなものってあるんじゃないの？」

　みかるが聞くと、男は少し思し案あんしてから口を開いた。

「幸せ仮面」

　し・あ・わ・せ・か・め・ん……。

「……うっわ……だっさ──！」

　つい出てしまった言葉だったが、男は気分を害する様子もなく、去っていった。
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『幸せ仮面』と名乗った男の言葉どおり、しばらくすると三人の男前と一人の美女がやってきた。

　だが、彼らは誰でもいいから声をかけろと互いに牽けん制せいし合っていて、こちらを向かない。

「はっ……はじめまして、こんにちは。ここがどういった場所かよくわからないんだけど……私、天城みかるっていいます。あの……あのね、ママに言われて、さっきまで湖の側にいたんだけど、通りかかった泥棒さんに……泥棒さんはどうでもいいか。だから、気がついたらここに来てて……ええっと、みなさんスタホードの方でママの知り合いなんですよね？　違います？　あ、ママって……その……あっ、それとも言葉が通じないとか？」

　みかるが必死に説明すると、腰に剣を携えた美女が近づいてきた。

　ウエーブの効いた赤い髪を撫なで上げたあでやかな美び貌ぼうの女剣士は、身を屈かがめて、みかるをのぞき込んでくる。

　赤を基調にした裾すそ広がりのジャケットは細い腰を強調するようなＡラインで、ぴったりしたパンツに、膝丈のブーツを履はいている。

「あなた変な服を着てるけど男の子よね」

　言葉がわかるということは先ほどの言葉も通じていたということだ。

　だが普通、初対面で交わす言葉とはとても思えない。

「私は、お・ん・な・の・こ……。せめてボーイッシュって言ってよね」

　みかるは薄茶の髪をショートにしている。

　服装は、レースのキャミソールに、デニムのサロペットを穿はいて、スニーカーを履いていた。足は素足で靴下は穿いていない。

　そのせいか確かに女の子っぽくは見えないが、これだって立派なファッションだ。

　もちろん少年に見間違えられることは多々あるが、あの幸せ仮面にも性別は間違われていないのだから、わかるはず。

「噓うそ、あなたそれで女なのっ!?　どう見ても男の子にしか見えないじゃないっ！」

「落ち着け、ローラ。問題は性別ではない」

　額ひたい飾りをつけた、足元まで青銀色の髪を伸ばしている男が、憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

　彼は他の三人とは雰囲気やその出いで立たちが違う。

　身体をすっぽり覆うマントコートには金や銀の刺し繡しゆうが華やかに施ほどこされていて、人目を引く。

　気むずかしそうに顔をしかめているものの、彫りの深い顔立ちはエキゾチックで、人間離れした美しさを持っている。

　だが、ライラックの瞳に浮かぶ思慮深さは、見た目の年齢より彼が遙かに年上であることを示しているように見えた。

「私は落ち着いてるわよ。で、ディーンはどう思う？」

「……なんだよこのガキ。何かの間違いじゃねえのか？　なあ、ホワイト、扉が開いたっていうのはわかったけどよ、間違って変なの呼び寄せたんじゃねえのか。これ、姫でもなければ、女でもねえだろ」

　ディーンと呼ばれた男は、嫌そうに顔を歪ゆがめる。

　彼はローラと違って青を基調とした出で立ちで、濃い青緑のベストに黒のパンツ、黒いブーツに青のプロテクターをつけている。纏まとっている青いマントは鮮あざやかで、茶色の手袋が全体の色を引き締めていた。鞘さやに色とりどりの石がちりばめられた剣を左右の腰にぶら下げていた。

　黒髪の毛先はちょっぴりはねていて、金色の瞳を持つ目は切れ長だ。日焼けした肌は健康的な小麦色をしていて、ワイルドさがあふれている。

　だが同時に、がさつな感じもした。

「そうよへっぽこ魔導師、これはどういうことなのか説明しなさいよ」

「私はホワイトだ。へっぽこではない」

「まあまあ、僕たちがもめるのはやめましょう」

　背中に矢と弓を担かついでいる、狩かり人うどのような男が言った。

　柔らかな黄土色の髪は肩より少し長くて、房のついた紐ひもで一つにまとめている。

　どこかおっとりした雰囲気があり、一番話しやすそうに見えた。

「私はもめているつもりはないんだがね、ショーン」

　狩人はショーンという名のようだ。

　では、赤毛のゴージャスな女剣士はローラで、人間離れをした美貌の男は魔導師でホワイトという名。口の悪い野性味あふれた剣士は、ディーン。おっとりした話しやすそうな狩人がショーンということか。

「ホワイト様、そうおっしゃらずに。ではみなさん、しばらく黙っていてください。僕が代表で伺うかがいますから」

　ショーンはいそいそとみかるに近づいてくると、こちらが怯おびえないようにとでもいうように、腰を屈めて中腰になった。

「ええっとですね。僕の名はショーン。右からローラにディーン、そしてホワイトと、申します。貴方あなたは天城みかるさんでよろしいでしょうか」

「はい」

「では、その……私どもの姫様が所持しているはずの『静かなる星』を、いかなる事情で貴方がお持ちなのでしょう」

「静かなる星……あ、このネックレスね。ママからもらったの」

　首にかかるネックレスに触れて、みかるは答えた。

　これは母親の折れそうに細い首にいつだってかかっていたネックレスだ。

　チェーンの部分はよく見ると光の当たり具合で様さま々ざまな色に見える透明な石が連つらなってできている。トップには半円を描く金色の細い月が三つ連なり、真ん中に雫しずくの形の水晶が浮いていた。その水晶は糸でつながれていることもなく、仕掛けはわからないが、文字どおり月の真ん中に浮いている。

「ママ……って？」

　笑顔だったショーンが顔色を曇くもらせ首を傾かしげる。他の三人もこちらに注目した。

「あの……ママのこっちでの本名はエレノアっていうらしいの。あ、ママってお母さんって意味ね。私のお母さん、いつもは桜さくら子こって名乗ってます」

　みかるが笑顔で説明すると、三人は鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔になり、ホワイトだけは冷えた眼差しのままみかるを見つめた。

　何か変だ。

　スタホードの人たちはみな歓迎してくれると聞いていたのに、そんな様子がまるでない。

「あの……もしかしてママの友達じゃないとか？」

　出たところで待っていたらママの友達が迎えに来てくれるから大丈夫……と母親は言っていたが、もしかすると違うのだろうか。

「エレノア……様────っ!?」

　ショーンが驚きよう愕がくの面おも持もちで叫び、

「あなたって……エレノア様の……何？」

　ローラがそう言って詰め寄ってくる。

「だから娘だって言ってるんだけど」

「むむむ……娘ぇって、噓だろうが────っ！」

　血管が切れそうな勢いでディーンが叫び、ショーンは目を擦こすってみかるを何度も見つめながら、深呼吸をしている。

　だがホワイトだけは面白くなさそうに立っているだけで、叫ぶことはなかった。

　いや、問題は、彼らがどうして大騒ぎしているのかわからないことだ。

「どうしたんですか？」

「へっぽこ魔導師っ！　どういうことなのよっ！　エレノア様がここから姿を消されてまだ二年しか経たってないのよっ！　どうすればあんなにでっかい娘ができるっていうのっ！」

　二年しか経っていない……。

　そのローラの言葉がみかるには理解できない。

　誰かに説明してほしいのだが、三人はけたたましく言い合い興奮していて、隙すきがない。

　そんな中、ホワイトだけは冷静で、みかるにネックレスの説明をしてくれた。

「この『静かなる星』は所持している人間の時間の経過を操作できる代しろ物ものだ。どういうことかというと、起点を君が来た世界に合わせておくと、この世界からもとの世界へ戻ったときに、時間の経過がほとんどない状態にしてくれるというわけだ。もっとも、あくまでこれは、できる限り時間の流れを抑よく制せいするだけで、全く経過しないというわけではない。エレノアは時間の抑制をしたまま、君の世界で長い時を過ごしたため、二年のずれが生じたということになる」

「じゃあ、このネックレスの……その……起点を変えないと、私にとってよくないってことだよね？」

「そうだな」

　ホワイトは自分の顎あごを撫でながら、みかるのネックレスを見下ろした。そんなホワイトに、まだ動揺が収まらないのか、ショーンがかくかくとした奇妙な動きで駆け寄ってくる。

「……ではホワイト様。二つの世界の時間軸が大きくずれてしまうほど、エレノア様は向こうの世界で過ごされたということですか？」

「そうなるな。ああ、君は戻るつもりだね？」

　そう言いながらホワイトはみかるのネックレスのトップを手に取り、何かを確かめるように表面を撫でている。

「え、はい。もちろん」

　みかるはそう言いつつ、やんわりと自分のネックレスをホワイトから引き離そうとした。だが逆に引っ張られて、思わず前屈みになりそうになる。

「戻るつもりなら、今度は君に合わせて、起点を向こう側に設定しないと、同じ速度で時間が進む……これでいいだろう」

　ホワイトは指先で真ん中の水晶を動かし、ネックレスから手を離した。

　彼はみかるのことを思って、使い方のわからないネックレスの調整をしてくれたようだ。

　無ぶ愛あい想そうな顔をしているが、悪い人ではないのだろう。

「ありがとう」

「いや」

　ホワイトは社交辞令的に微笑ほほえむこともなく、足音も立てずに離れていった。

「ち……ちなみに、エレノア様は……おお……おいくつになられたのでしょうか」

「三十三だけど」

「さんじゅうう……さんっ！　さんじゅうううう……さんっ！　さんっ……」

　悶もん絶ぜつして吐と血けつしそうな勢いでショーンは声を張り上げる。

「それの何が問題なの？　娘の私が十五なんだから、ママが三十三でもおかしくないと思うけど」

「王とそれほど変わらない年齢になられたなんて……信じられないわ。いいえ、そういう問題じゃないのよ」

　ローラが両手をせわしなく振って、ため息をつく。

「ママのお父さんって……いくつなんですか？」

「三十六よ」

「ええ────っ！　ってことは、パパと同い年なんですかっ！　なのに私のおじいちゃんになるの？　それってありえないっ！」

　みんなが困惑した顔を見せたり叫んでいた理由をようやく理解できたみかるは、今度は自分が叫んでいた。

　どうすれば自分の父親とほぼ同じ年齢の祖父ができるというのだ。

　しかもそれが本当なら、祖父は母親と三つ違いになる。

　一体、どういうからくりなのだ。

　いや、先ほどホワイトが教えてくれた、このネックレスのせいなのか。

「そうね。ありえないわよ。ちょっと、なにこの変な状況。だいたいこんなおかしなことになってるのは、全部へっぽこ魔導師の責任だと私は思うんだけど。どうにかしなさいよ」

「……ちょっと僕もそう思います」

「俺はこの事実に吐き気がしそうだぜ。つうか、吐く」

「エレノアが決めたことだ。私ではない」

　三人から詰め寄られたホワイトはあっさりとそう言った。

　彼だけは動揺することもなく、淡々としている。

「ええっと。年齢のことは置いて、とりあえず私がママの娘だってわかってもらえたらそれでいいです。私は、おじいちゃんにママからの手紙を渡せたらそれでいいの。でも、せっかく来たし、ちょっとくらい案内してもらえると嬉うれしいなぁ……なんて。ママの故郷をデジカメで撮ってくるって約束したんです。だめですか？」

　父親と同じ年齢の祖父というのも奇妙だが、気にしなければいい。

　若くて格好いいおじいちゃんというのも、素敵だ。

「あのね、それじゃあ、よくないのよ」

　ローラはなぜかみかるを上から下、下から上へと眺めて、深いため息をつく。

　まだ信じられないという困惑がローラの顔に浮かんでいた。

「よくない？　何が？」

「あなた、聞かされてないの？　エレノア様の本名はエレノア・ソールズ。スタホード国の姫君。しかも婚約者がいるってこと」

　祖父の年齢を知ったときより、みかるは驚いた。

「……きっ……聞いてないよ──────っ！　姫って何？　婚約者って？　え、それじゃあ、ママって浮気してるってこと？　え～っと……この場合は違うんだよね。……重婚？　あれ、これも違う。こういうのなんて言ったっけ？」

　そんな話は母親から聞かされていないし、聞いたこともない。

　もちろん、婚約していても別の人を選ぶこともあるだろうし。だが、父親と結婚すると決めたのだから、そこで破は棄きするのが相手に対する礼儀のはず。

「さあ～。契約違反てところかしら」

　みかるは冷静になるため深呼吸をして、落ち着いて考えてみることにした。

　まずは本来の目的である祖父に会い、手紙を渡す。

　時間があったら母親の故郷の景色をデジカメで撮る。

「じゃあさ、相手には悪いと思うけど……ママは私のママだし、今更どうにもならないから、婚約を破棄してもらえばいいんじゃないですか？　というよりそれしかないと思うし……」

　さらに母親の婚約を娘のみかるが破棄して帰ればいい。

　母親には帰ってからそのことを話せばいいのだ。

「実は……そう簡単にはいかないのです。今の国の財政状況では『婚約の華』を解消できる余裕はないのですよ。それよりもどうすれば継続の約束を取りつけてもらえるのか……」

　ショーンは血の気の引いた顔でため息交じりに言う。

「その『婚約の華』ってなんですか？　しかも破棄じゃなくて継続って……ママは結婚してるんです。継続できるわけないじゃない」

「あなたは、黙ってて。じゃあ、どうするの。四日後にはあの強ごう欲よくな金貸し屋のライオネルに借金の利子だって払わなくちゃならないのよ。この子じゃあどう考えてもフィリップ王子から金を引き出せやしないわ」

　ローラはみかるにではなく、ディーンやショーンの方を向いて言う。

「借金の利子って……なに？」

　みかるは一番聞きやすそうなタイプのショーンに質問をぶつけてみた。だが、ショーンはまるでこの世の終わりのような顔で頭を抱えるばかりで、答えてくれない。

「僕にもどうしていいのやら……」

「もう帰しちまおうぜ。こんなガキ」

「ガキはいいから、誰か状況を説明してくださいっ！」

　たまりかねたみかるが全員に聞こえるような声で叫んだが、無駄だった。

「打てる手が一つある」

　ホワイトはそう言って、三人をぐるりと見渡した。

「へっぽこ魔導師。くだらないことを言ったら、承知しないわよ」

「一日に数時間くらいなら、あの子をエレノアに変身させることができる。娘だから半分はエレノアの血を受け継いでいるだろうしな。そう難しくはない」

　そう言いながらわずかにホワイトはみかるに視線を向けたが、それはすぐさま逸らされる。

「なに、その変身って？　あの子をエレノア様に仕立てるってこと？」

「俺は賛成なんてしねえぞ。ガキをどういじろうと、エレノア様じゃねえんだからよ」

「僕は大賛成です。あの子には大変申し訳ないですが、そうしていただくしかありません。この国の命運がかかっているのですから……」

　彼らはどう聞いてもみかるのことを話しているのに、当人を差しおいて勝手に進んでいく話に腹が立つ。

「……ちょっと私の言葉聞こえてますっ!?　そっちで納得されても、こっちはよくわからないんですけど！」

　みかるが彼らの真ん中に割り入って叫ぶと、四人の顔が一斉に下を向く。

　さすがに八つの目に凝ぎよう視しされると、居い心地ごこちが悪い。

「……私にもちゃんと教えてほしいなあって思っただけで、話の腰を折るつもりはなかったの。大声上げて……ごめんなさい」

　みかるが笑顔を取り繕つくろうと、ショーンが口を開いた。

「貴方にこの国の姫になってもらいたいのです。いえ、正確には姫のフリをしていただきたいということですが」

「え？」

「俺は大反対だけどな」

　フンと鼻を鳴らし、馬鹿にしたような目を向けるディーンを、ローラが睨みつける。

「いい加減になさいよディーン」

「へ～、へ～。どうぞ俺を無視して勝手に話を進めてくれよ」

　ディーンはぷいっと明後日あさつての方を向き、腰にぶら下げている剣をブラブラと振った。

　彼の態度にむかつきながらも、みかるはショーンに聞いた。

「姫になってどうするの？」

「エレノア様の婚約者であるノークレーブス国のフィリップ王子から、エレノア様の美貌をフルに使って追加の援助金を引き出していただきたいのです」

「はい────っ!?」

　口をいまだかつてないほど開き、みかるは大声で叫んだ。

「それで、どういう事情でエレノア様ではなく、みかる様がいらっしゃったのでしょう？　私どもにそれをお教え願えませんか？」

　ショーンは申し訳なさそうにそう尋ねた。
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　十五歳になった夏休み、みかるは両親とともに祖そ父ふが住んでいる田舎いなかに旅行に出かけた。

　それは別に特別なことではなく、毎年の行事のようなものだ。

　ことのほか田舎にある祖父の家は天城家が代々所有してきた土地に建っていた。築百年はゆうに経っている平屋で、周囲は山林に囲まれている。

　祖父は早くに現役を引退しみかるの父親に貿易関係の仕事を譲ると、ここでのんびりと暮らしていた。

　家の裏手にはまるで水晶のように澄んだ小さな湖があり、真夏でも水温はひんやりしている。みかるは夏休みの間、その湖で遊んだり、祖父の畑を手伝ったりしていた。

　今年もいつものように湖で遊び、祖父が作った甘いトマトを齧かじり、恒例の花火をするはずだったが、今回は違った。

　一泊目の夜、それまで一度もどこの出身か聞いても教えてくれなかった母親が「実は私、この国の人間じゃないの」と打ち明けた。

　といっても今更そんなことを聞かされてもみかるは不思議に思わなかった。

　母親は目ま映ばゆいピンクブロンドの髪をしていて、目が合うと誰もが見とれる美しい緑の瞳を持っていた。また、抜けるような肌はだは漂白したんじゃないかと思うほど真っ白で、写真に撮ると白すぎる肌が薄ぼんやりとした燐りん光こうを放っているように写る。

　だいたい、もう結婚してみかるという大きな娘がいるのに、気高く清せい楚そな容貌の母親には今もラブレターが届くし、不倫の誘いまであるらしい。有名な芸能事務所からの誘いもあるし、ストーカー化した男も毎年数名警察に連行されていく。

　こんな日本人いるわけないだろう。

　きっとアメリカかフランスかそのあたりの生まれだろうと、みかるは勝手に想像していた。

　が、事実はみかるの想像を遙かに超えたところにあった。

「お母さんは、異世界から来たのよ。この世界にはないスタホードっていう国の出身なの」

　最初、夏の暑さで自分の母親は頭がやられたのかと、本気でみかるは心配した。

　自分の母親が突然「異世界から来たの」と言いだしたのだ。

　すぐさま「はいそうですか」と、信じられるわけなどない。どうせみかるにとんでもないことを信用させて、本気になったところで、噓だったと告げてからかう気なのだろう。

　だが、聞いていると、あまりにリアルな内容にもしかして本当なのかと思い始めた。

　しかも隣で静かに聞いている父親が、母の話を否定することなく黙っていたのだから、みかるもこれはただごとではないことにようやく気づいたのだ。

「みかるは来年から受験の準備に入るから、行くなら今年がいいでしょう？　お母さんのふるさとを見てほしいの。車はなくて今も馬に乗るのよ。運がよければ妖精やドラゴンだって見られるわ。ね、行ってみたいと思わない？」

　想像でしかないファンタジーな世界を、現実に体験してみないかと問われたら、誰だってこう答えるに違いない。

「行く！　行ってみたいっ！」

「これがこの世界とお母さんの世界を行き来することのできるネックレスよ。『静かなる星』と呼ばれているわ」

　小さい頃からみかるはそのネックレスを見て育った。

　そのネックレスが欲しくてたまらなかったこともよく覚えている。けれど母親が大切にしているネックレスを譲ってもらえないことはわかっていた。

　せめて自分の首にかけてみたいと母親に頼んだこともあったが、それすらやんわりと断られてきたのだ。

　母親にとってとてつもなく大切なネックレス。

　どんなときでも外したことのないネックレスを、このとき母親は初めてみかるの首にかけてくれたのだ。

「これが通行証のようなもの。向こうでも絶対に外しては駄目よ。もちろんお風呂に入る時もね」

　母親は旅行前に用意していたのか、厚みのある封筒をみかるに差し出すと、さらに続けた。

「私のお父さんに会ったらこれを渡してね。一人で行かせるのはとても心配だから、できることなら家族でそろって帰りたいんだけど、このネックレスをしている人間しか二つの世界を行き来できないのよ」

「みかるが嫌だって言うなら、やめていいんだぞ。パパは反対なんだからな」

　黙って母親の言葉を聞いていた父親が、面白くなさそうにそう言った。だが、そんな父親に母親は大きな緑の瞳を向ける。

「パパ。ちゃんと話し合ったはずでしょう？」

「それはそうだが……一人で見知らぬところに行かせるんだぞ。ママは大丈夫だと言うが、みかるはこんなに可か愛わいいんだ。変な男に騙だまされてとんでもないところに連れて行かれたらどうするんだ。心配するなと言う方が間違いだ」

　父親は躾しつけにはとても厳しいが、普段は目の届くところにいないとすぐにみかるを探すほど娘にべったりなところがある。

　容姿は平凡。頭だって飛び抜けていいわけでもなく、特に数学は赤点をとらないよう、手こずっているくらいだ。なのに父親は、自分の娘が世界で一番可愛くて頭がいいと心底信じているのだから、とんだ親馬鹿だ。

　そんな父親だから、みかるの一人旅……しかも異世界行きなど許せないはず。

　とはいえ父親は、母親に対して頭が上がらない。

　母親が強く言えば、父親も渋々納得するしかないだろう。

「大丈夫よ、パパ。みかるのことは私のお友達が守ってくれるから」

「そんなに心配しなくても一人で行けるから、大丈夫だって。でもさ、私よりママが行った方がおじいちゃんは嬉しいんじゃないの？」

「お父さんに可愛い孫を見せたいのよ。それに……私が行くときっとここには戻ってこられないような気がするから、みかるにお願いしたいの」

　父親が苦虫を嚙みつぶしたような顔をして母親の手を握りしめる。母親を行かせることは、絶対許せないと言わんばかりに。

　両親は休日には手をつないで買い物に出かけるし、二人きりだといちゃいちゃしている。年も弁わきまえず娘が恥ずかしく思うほど、未だにラブラブだ。

　こちらに帰ることができないかもしれないと心配する母親が実家に戻ることなど、父親は許しはしないだろう。

「私はいいよ。なんだかすっごく面白そうだし」

「時間があったら懐なつかしい景色をデジカメに収めてきてもらえる？」

「わかった。いっぱい撮ってくる」

「もう十数年経つから覚えてくれている人がどれほどいるのか、わからないわ。でも……私のお友達はきっと覚えてくれていて、みんなでみかるを歓迎してくれるはずよ」

　母親は過去を思い出すように遠くを眺めて、微笑した。

　異世界についてはまだ半信半疑だが、本当に行けるのなら、行ってみたい。

「ママの話を信じるとしてだけど、異世界にあるママの故郷ってどうやって行くの？」

「裏に湖があるでしょう？　あそこが道になってるのよ。満月の夜、ネックレスをしてその湖に出かけると、湖面に扉が開かれるの。行けばわかるわ」
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　みかるは自分の荷物を詰め込んだキャスター付きの鞄を持ち、両親と一緒に真夜中の湖に向かった。

　月は欠けることなく頭上にあり、地上に白い光を注いでいる。

　さざ波の一つもない湖面には、円つぶらかな月が映っていた。

「で、どうするの？」

「もう少し水面に近づいてみて」

　母親に言われるまま、みかるはスニーカーが少し水に触れるくらいまで、湖に近づいた。

　すると突然、ネックレスのトップについている水晶が光り輝き、湖面に反射した。

「わっ……！」

　湖面に、二重の円の不思議な幾き何か学がく模様が浮かび上がる。

　その模様自体が光を発しているように、湖面を明るくさせた。

「その円に入るのよ。それが扉なの」

「え……でも」

「沈んだりしないわ。大丈夫」

　みかるはそっと湖面に足をのせた。不思議なことに水上であるのに足が沈まない。

　何か硬いゴムのようなものを踏んづけている感じが靴底から伝わってくる。足踏みして水面の感じを確かめてみたが、やはり沈むことはなかった。

　湖の上を歩いていることが嬉しくて、みかるは少し駆け足で光り輝く円へと向かった。

「みかる……気をつけて、行ってらっしゃい」

「すぐに帰ってくるんだぞ！」

　声をかけてくれた両親を振り返ろうとした瞬間、視界が真っ白になり、一瞬、意識が吹っ飛んだ。

　意識はすぐに戻ってきたものの、母親から聞いていた場所に出たわけではなく、見知らぬ湖の側に立っていた。

「神殿の中に出るって聞いてたけど……ここどこ～!?」

　みかるは山深い木々に覆われた中にある湖から離れて道を探し、あの泥棒に会ったのだ。
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　みかるが話し終えると、ショーンがまず口を開いた。

「本当は神殿の中に出るはずだったのですが、今日に限ってホワイト様が別の用でお使いになられていたようで……その場合、近くの湖に転送されてしまうそうなんです。すぐにお迎えに伺えず、申し訳ありませんでした」

　深々と頭を下げられると、最初は一人ぼっちで怖かったんだから……なんて文句は言えない。

「いいの。無事に会えたから。そんなふうに頭を下げないでよ」

「十五年間、ここの存在を知らずに育たれたのですから、とても驚かれたでしょうね。私たちも驚きましたが、もちろんエレノア様の娘であるみかる様も大歓迎ですよ。よくいらっしゃいました」

　ショーンは本来なら真っ先に言ってほしかった言葉をようやく聞かせてくれた。

「ありがとう」

「私も歓迎してるわよ。そりゃあ、まだ混乱してるけどね。あなただってそうだろうし」

　ローラもようやく笑顔を浮かべてくれたが、ディーンだけは今も珍獣でも見るような視線を向けている。ホワイトはといえば無表情で立っているだけだ。

「そう。そうなんです。驚くって言葉を超えてた。あっという間に、自分の居場所が変わったんだから。……でもそれよりさっき話してた、私がママに変身するってこと、もう少し詳しく教えてほしいんですけど……」

　母親に婚約者がいるなんてみかるは聞いていなかったし、彼らの言う『婚約の華』の意味もわからない。さらにどうして美貌を使って見知らぬ男から金を引き出さなければならないのかまるで意味不明だ。

「それは道々お話ししましょう。……私たちがしなければならない対策などは、城に戻ってから姫の今後とあわせて打ち合せをするのが一番です」

「姫……こいつが姫かよ。そりゃあよ、エレノア様の子供だとしたらそうなるんだろうけど、あんまり似てねえな。どうせならガキを帰して、エレノア様に戻ってきてもらった方がいいんじゃねえの？　その方が簡単に問題が解決するぜ。三十三でもエルフの血を引くエレノア様は、今も変わらず美しいはずだからな」

　母親が人間ではないと聞いても、みかるはもう驚きはしなかった。

　しかも、どうして「私が行けば戻れない」と母親が言ったのか、よくわかる。

　確かにみかるが来てよかったのだ。

「エルフの血を引く……って、じゃあ、おばあちゃんがエルフだったってこと？」

「ほんと、何にも知らされてねえんだな。あ、もしかするとおまえ、実はエレノア様の本当の子じゃねえかもしれないぞ。父親の連れ子ってこともありうるんじゃねえの？　だってよ、おまえ似てねえからな」

　馬鹿にしたように笑うディーンにみかるは心底むかついた。

　初対面でこんなふうに邪険にされるいわれはない。

「似てない、似てないってしつこいよ。ディーンって本当に失礼な奴よねっ！」

「俺も気に入らないね。俺の嫌みを聞きたくなかったら、エレノア様を連れてくるんだな。ああ、そうしてくれよ。おまえは帰れ」

「ディーン。それくらいにしてしばらく口を閉じていてください。彼女はエレノア様の娘なのですよ。これ以上の失礼は許されません。さあ、姫、ディーンなど無視してください。僕がお城にご案内しますから」

　ショーンはみかるの鞄を持ち上げると、自らの馬に乗せて括りつけた。

「私は準備をしてから城へ向かうから、先に行ってくれ。ああ、君にはジャスパーを貸し出してやろう。ジャスパーは特別な乗り物だ。君は何もせずに、ただ跨っていたらいい」

　ホワイトが連れてきたジャスパーは一応馬の姿をしているのだが、口の端に鋭するどい牙きばが生はえている。目は金色をしていて、鱗うろこのような硬い皮ひ膚ふに覆われた身体に、金色のたてがみを持っていた。節ふしの太い足には蹄はなく鶏にわとりのような尖った爪が生えている。これで蹴られたら大怪我をしそうだ。

　鞍下をよく見ると、弓や剣が装備されていて、いつでも使えるようになっている。

「……わかった」

　ホワイトに言われるまま、みかるはショーンに手伝ってもらい、恐る恐るジャスパーに跨った。他の馬より身体の幅が広く、座り心地がなめらかな感じがする。

「では、城に戻りましょう」

　先頭にはディーンの跨る馬、後方にローラの跨る馬、真横にショーンの跨る馬が歩く。

　ホワイトが姿を消したものの、ようやく母親を知る人たちに出会え安あん堵どし、見るものすべてが珍しく、みかるは黙っていられない。

「ねえ、こんな馬の種類があるの？　それとも恐竜？」

　みかるは自らが跨っている見たこともない生き物が気になって仕方がない。

「マンティ・ゴーラという種類の生き物です。絶滅に近い種で、私の知る限り近隣で所有されているのはホワイト様のみでしょう」

「ふ～ん。不思議な生き物なんだ。でも……結構可愛い顔してる」

　そっと手を伸ばし首筋を撫でると、ジャスパーは「ブホッ」と鼻を鳴らした。

「それで……ママが婚約しているって話……どういうことですか？」

「エレノア様は、ノークレーブス国の第二王子であるフィリップ様と『婚約の華』を交わしていらっしゃいます。『婚約の華』というのは男女ともにあるのですが、大国にのみ認められた制度です。まず、伴はん侶りよにしたい相手を五名まで選べます。『華の知らせ』が届いた時点では『婚約の華』を辞退することができますが、そういう話はあまり聞きません。『婚約の華』を交わしている間、選ばれた五名は他の男性、女性と婚約や結婚することはできません。その中から最終的に一人の相手を選び、『華の誓ちかい』を立てると、結婚の運びとなるのです。『華の誓い』が交わされると自動的に他の四人の『婚約の華』が解消されます」

「それってよく言う、政略結婚のようなもの？　自分は嫌でも向こうに気に入られたら、その……婚約の華を交わさなくちゃならないとか」

「そういう場合もございますね」

「なんだかやだなあ……」

　みかるには絶対に受け入れられない制度だが、この世界では普通のことなのだ。

　母親はどんな気持ちで受け入れたのだろうか。

　嫌々だったのか、それともなんとも思わなかったのだろうか。

「僕から見た限りでは……お二人はお互いとても惹ひかれ合っているように思われたのですが……違ったんですね」

　ショーンは苦笑しながら言う。

　みかるが知る母親は、父親を心から愛していて、その愛情が疑われるようなことなど一切なかった。いつだって二人は一緒で、その真ん中にみかるがいたのだ。

　なのにこっちにいまだ婚約者がいて、惹かれ合っているように見えたと言われるだけでも、あまりいい気持ちはしない。

「フィリップ王子がどういう人か知らないけど、パパだって負けてないよ。まあ……見た目は格好いいというより、厳いかついけど。仕事はバリバリできるし、おおらかで懐ふところがでっかくて、ママと同じくらいもてるんだから」

「あのエレノア様が何もかも捨てて追われた方です。きっととても魅力的で素晴らしい方なのでしょう。一度、お会いしたいですね」

　ショーンは口元に微笑を浮かべ、懐かしそうに目を細める。

「でもどうしてママは『婚約の華』を解消してからパパのところに行かなかったのかな」

「それをしようとすると、エレノア様がどうされたいのかすぐさま周囲の者に知られ、この世界から出て行くことはできなかったでしょう」

「だったら他の人が代わりに解消すればよかったんじゃ？」

　母親が自分で解消ができなかった理由はわかった。

　だったら母親が別の世界へ旅立ったあと、他の人たちが代わりに解消してくれたらよかったのだ。

「実は……切実な問題がございまして……『婚約の華』が交わされている間は、大国から半年に一度、準備金が支払われます。『華の誓い』が成立すると、いただいた準備金をお返しする必要がないのです。ですが期間内に女性もしくは男性から『婚約の華』の解消を申し出た場合、いただいた準備金は全額返納しなければならないのですよ」

「つきあっていた相手を振ったら、それまでに渡したプレゼントを返せと言ってるみたいで嫌だな～」

　みかるがそう言うと、前を行くディーンに聞こえたのか、「馬鹿かおまえ」と振り返らずに言われた。

　知らんぷりをしているようで、会話を聞いている。他の人なら気にならないが、聞き耳を立てているのがディーンだとなんだか気分が悪い。

「『婚約の華』の制度は、もともと大国が小国を援助をするためにできたしきたりなのです。スタホード国は……非常に国庫が困こん窮きゆうしていて、今は半年ごとに支払われる準備金でなんとか凌しのいでいる状態で。とてもいただいたお金をお返しできないのです。ですので『婚約の華』の契約が自動的に切れる三年が過ぎるのを待っていたのですよ。それまでにエレノア様が戻られる可能性もありましたし、戻ってこられるだろうとみな信じていましたから」

　確かにこちら側では母親が姿を消してまだ二年しか経っていないのだから、そういう気持ちでいたのも無理はないのかもしれない。

　とはいえ向こうの世界にいる母親からすると、すでに十六年が経っている。

　彼らとは違い、ここでの記憶は懐かしいものになっているはずだ。

「じゃあ……ママのことをお姫様だって教えてくれたけど、私が想像したようなお金持ちじゃなくて、貧乏な国なんだ」

「お恥ずかしいことに、そうなんです」

「でも……ローラさんが言ってた金貸し屋に払う利子ってなんですか？　そんなに借金があるってことですか？」

　みかるの姫のイメージはもっと煌きらびやかなものなのだが、ショーンの口ぶりではそうではないようだ。

「準備金で足りない分を埋めるために借りていたものが、ずいぶんな金額になっておりまして……。先日、数日以内に利子を払わなければ、自分を王の妻に迎えるか、エレノア様にこちらが指定する男の元へ嫁とついでもらうか、金貸し屋に最後通告をされていたのです」

「はあっ!?　王の妻はまだわかるけど、ママがいないのにどうしてそんな約束ができるの？　それとも、ママが消えたことは知らされてない……ってこと？　ていうか、おかしくないですか？　普通、二年も会えない婚約者に準備金って、支払ってもらえるものなの？」

　たとえどんな理由をつけたとしても、王子からすると婚約者に二年も会えないのだ。

　それは不自然すぎる。しかも母親は姫君。そんな身分の女性が城内でも姿を見せず、また、国民の前に姿を見せないなんて、大騒ぎにならない方がおかしい。

「エレノア様の母君が身分の高いエルフということがそれを可能にしているのです。表向きは花嫁修業のため、西の果てにあるエルフの国に滞在していることにしております。誰も疑いませんでしたよ。あのフィリップ王子もです」

　ばれなかったらいいという問題ではないのだろうが、数ある解決策からそれを選んだのは、彼らにとっても苦渋の決断だったのだろう。

　だがやはり問題は借金のことだ。

　どうしてそんなにふくれ上がるまで放置したのだろう。

「でも……準備金をもらってるのにまだ借金があるってどうして？」

「スタホード国は国としての規模はとても小さく、もともとそれほど裕福でないところに、国庫を担当していた大臣が金を持って逃げ、さらにここ数年、穀物の収穫時にひどい干ばつにあいまして……。もうどうしてこれほどまでに借金が増えたのか、僕も考えれば考えるほど恐ろしいですよ。それに伴って給金が滞納になり、兵士だけでなく、女官たちも城から出て行きました。今では僕たちのようにエレノア様のお帰りを信じて待つ者だけしか残っていません」

　目を伏せてため息をつくショーンに、今まで黙って聞いていたローラが口を開いた。

「金の切れ目が縁の切れ目なんて最低だわ。今までの恩を忘れて逃げ出すなんて、本当に情なさけない」

「でもお給料が出なかったら、辞めるしかないじゃん。パパは貿易関係の仕事をしてるけど、社員を飢うえさせるような社長はだめだって日頃から言ってる。私もそう思う。だいたい辞めたくなくても、その人にも家族があって養っている人がいるんだし。だから自分たちのために働いてくれた人には、きちんとお金を支払うべきだと思う」

　みかるの父親は貿易関係の会社の一応社長だ。

　経営が危ないときもあったし、かなりの額の借金を背負ったこともあった。

　その頃の父親がどんなふうに切り抜けたのか、みかるは側でずっと見てきた。

　びっくりするような切り詰め方をしながらも、社員には給料をきちんと払っていた。

　母親も愚ぐ痴ち一つ言わず父親を支えていたし、どれほど大変な時期でも、食卓はいつも明るい笑い声が絶えなかった。

　みかるにとって両親は、誰に対しても誇ほこれる存在だ。

「……ガキのくせに何を偉っそうに言ってやがるんだ？　人間は金だけでつながってるわけじゃねえだろ。大変なときには支え合うっていうのが人情じゃねえのかよ」

　肩越しに怒鳴るディーンはずいぶん腹立たしげな顔をしていた。

　確かに余計なことを言ってしまったかもしれない。いろいろ言えるほど、みかるはこの世界を知らないからだ。

　だが、借金を返す大変さはどちらの世界であっても共通しているに違いない。

「借金返済の秘ひ訣けつ、第四十五条。人情に甘えるな。甘えた分だけ、返済が遅れる」

「なんだそりゃ。お前、どこの守しゆ銭せん奴どだ？」

「パパが作った格言。結構、ためになるの。『借金返済の秘訣百箇条』と『金持ちの秘訣百箇条』は本にもなっていて、売れてるんだから」

「なんだ、守銭奴じゃなくて、成金か？」

　相変わらず肩越しにこちらを見ながら、ディーンは腹立たしいことしか口にしない。

「……ディーンって、すっごく性格悪いって言われない？」

「おまえって、クソガキって言われないか？」

「もう、よしなさいよディーン。みかるもいちいち構わないでいいの」

　見かねたローラが笑いを堪えながら、言った。

　ああ言えばこう言うディーンを相手にする方が間違いなのだろう。

「うん。わかった。ごめんなさい。話が途中で逸れちゃって……」

　言い合いを終えるのを待ってくれていたショーンに、みかるは謝った。

「いいんですよ。……まあ、そういうわけで、この国は借金で首が回らないんですよ。いろいろ手を尽くしたのですが、もう借りられるところもなく、次に支払う利子すら用意できない状況なんです」

「ええっと、だから私がママに変身して、ママの婚約者からお金を借りるしかないってことなの？」

「もちろん、無理強じいはしませんが、協力をしていただけたらとても助かるんですが……」

「私が協力できることはなんでもするけど、相手を騙せるほどママそっくりに変身できるかなあ……。ママって本当に綺麗だよ。似てるって言えば……目の色くらいだし」

　変身といっても、ここには特殊メイクなどないだろうから、完璧に造形を変えることはできないだろう。ではカツラをかぶり、多少の化粧で誤魔化し、衣装を身につけることになる。

　どう考えてもそれでは母親そっくりにはならないだろう。

「それはもう、ホワイト様の力でいかようにもしてもらえますよ。でも……本当に協力してもらえるのですか？」

「もちろん。おじいちゃんが大変なのに、孫の私が何もしないわけにはいかないよ」

　家族は助け合わなくてはならない。

　それが父親の口癖だし、みかるもそう思う。

「そう言ってもらえると助かります。……ああ、見えてきましたよ」

「え、あ、わあ～」

　木々を抜けると、一気に視界が広がった。

　山道を歩いてきたはずの足下はいつしかなだらかに傾斜している石いし畳だたみへと変わっていて、それは城へとまっすぐ続いている。

「すご～い。本当にお城だ……」

　まず目に飛び込んできたのは朝日にきらめく真っ白な城壁だ。

　胸きよう壁へきを見下ろす位置にある円筒が周りを監視するように建っている。

　屋根は深い紫色をしていて、平らな部分と円えん錐すい形けいのものがありその裾すそにはね出し狭間が作られ進入を拒む造りになっていた。

　その背後には煌めく湖があって、さらに奥には険けわしい山脈がそびえている。

　ちょうど、城の側面に面する道に出たようで、左手に山、湖があって城、そこから少し距離を置いて家並みが続き、右手に港があり、海が広がっていた。

　あの城で母親は生まれ、緑豊かなこの国で育ったのだ。

　海まで続く川で水遊びをしたり、段々畑の果樹園の間を走り抜け、果物をもいだりしたのだろうか。

「……あれ？」

　ますます城に近づいたが、遠くからだと白く見えた壁は表面があちこちはがれ、雨染みのような黒い汚れが屋根の下にあった。建物の端にある塔には枯れた蔦つたが絡まっていて、なんだかみすぼらしい。

　さらに目をこらしてよく見ると、ささくれてぼろぼろになっている窓枠もあれば、石畳のあちこちに穴が開いて、土がのぞいていた。

　借金が多いと言うから、メンテナンスができないのだろうが、これでは美しいはずの城も台なしだ。

　だが、そんな城には不似合いな、黄金にきらめく四頭立ての馬車が停まっているのが見えた。

「あれ、ライオネルの馬車じゃないのっ！　来てるってことよね？　こんなに朝早くどうして？　だいたい、返済期日はまだのはずでしょう？」

「え……ライオネルって？」

「金貸し屋よ」

　建物に入ると一階のホールに、エリマキトカゲのような大きな襟に、裾が広がっているマントを着ている人物が立っているのが見えた。

　小さい目をアイシャドーで塗りつぶし長い睫をつけて、大きく見せていた。目尻にほくろ。縦巻きカールの髪はカツラにも見える。

　ローラがライオネルと言った金貸し屋は、数日以内に利子を払わなければ、自分を王の妻に迎えるか、みかるの母親であるエレノアを、ライオネルが指定する男の元へ嫁がせようとしている人だ。

　王に妻にしろと詰め寄るのだから女なのだろうが……男に見える。

「あ～ら。ずいぶん早い時間にみな様、どこまでお出かけだったのかしら？　それとも借金を減らすために朝から一仕事でもしてきたの？」

　ライオネルは男の声で、女のように話した。

「あれって、おかま？」

「し～、姫、黙っていてください」

　みかるが言葉を発すると、ショーンが慌てて引っ張り、みかるを自分の背後へと押しやる。
















「いつ来ても愛しの王様は留守。だから朝早くやってきたってわけよ。あのね、私は金を貸したの。いくら王様だからって、踏み倒すなんてことはできないのよ。さあ、愛しのジュリアンを呼んでちょうだい」

「おまえよ、ぶっ殺すぞ」

　ディーンが歯をむき出した恐ろしい顔をライオネルに向けたが、とうの本人はにこやかに微笑む。

「ディーンっていつも、威勢だけはいいわねえ～。あなたみたいな男、嫌いじゃないわよ。ここにいるあなたたちは無報酬で残っているわけだから。……でもねえ、お隠れになったエレノア姫はいまごろどうしているのかしらねえ。国が大変な時に花嫁修業かなんだか知らないけど、エルフの国に逃げるなんて、よくできたものねえ。私、感心しちゃうわ～」

　明らかに母親を侮辱している言葉を聞かされたみかるは、思わずショーンの背後から顔を出した。

「逃げてなんかいませんっ！」

「なんなのその小汚いガキは。……初めて見る顔ね」

「だっ……誰が小汚いのよっ！」

　男の子に間違われるのはよくあることでまだ許せるが、自分は小汚くはない。

　髪だって毎日洗っているし、服のセンスも悪くないと思っているのだ。それなのに見知らぬ金貸し屋から小汚いと言われる筋合いはない。

「みかる、だめよ！」

　そう叫んでみかるの腕を引っ張ったのはローラだった。

「だって……」

「ライオネルは私たちが追い返しますから、ご安心ください」

　確かにショーンの言うとおり、ここは黙っておとなしくしておいた方が無難なのかもしれない。だがライオネルの言動と動作が腹立たしくて、反論せずにいるのが難しい。

「別に無理難題を押しつけてるわけじゃないでしょう？　借りたものの利子くらい払ってもらわないと、私だって大変なのよ。だいたい十と一いちなんて強欲なことは言ってないのよ。だって私の愛するジュリアンのためだから、利子は最低の利率で貸してるの。強欲なんてひどいわ。そっちこそ踏み倒す気じゃないでしょうね」

　いちいち腰をくねくねと回しながら話すライオネルは気持ち悪いのだが、間違ったことは言っていない。

　確かに借りたものは返さなくてはならないし、もちろん、王だからといって踏み倒せるわけなどないのだ。もっとも、この女の格好をしている男が、自分の祖父の妻になるなんて、想像したくない。

「誰も踏み倒すなんて言ってないでしょっ！　ちゃんと払うって約束するから、今日は帰ってくださいっ！」

　ローラの制止を振り切り、みかるがそう声を上げると、ショーンは真っ青な顔になる。ディーンは面白そうにニヤニヤして、楽しんでいるようにも見えた。

「小汚いガキが用立てるってわけ？　とてもお金を持っているような人間には見えないけど、そんなにはっきり言っちゃっていいの？　エレノア姫は戻ってこないだろうから、最善の提案をしてるだけなのよ。あなたたちから私を王様のお后様に推してくれたらいいことじゃない。なら、借金はチャラよ。しかも私の持っている唸るほどの財産もこの国のものになるの。みんな幸せ、お互いにとってと～ってもいいと思わない？」

　想像もしたくないライオネルの提案に、みかるは吐き気がしそうだった。

「まあまあ、そう興奮しないで……。ライオネル様もこのお話はいずれまた……」

「……きもすぎ」

「え？　何かしら。小汚いガキは、なんておっしゃったの？」

「きもいって言ったのっ！」

「なんですって！」

「ライオネルっ！　利子を支払う期限までまだ時間があるはずでしょう？　とにかく王は朝早くからお出かけで、何時にお戻りになるのか私たちにもわからないのよ。だから今日のところは帰ってもらえないかしら」

　ローラがライオネルの腕を摑んで引っ張ったが、ライオネルはすぐさまそれをふりほどいて仁王立ちになる。

　よほど自分の意見を聞いてもらいたいようだ。

「ねえ、あなたたちにとっても私は未来の王妃なんだから、もう少しごまをすっておいた方がよくてよ」

　そうするとみかるにとってこのライオネルが祖母（？）になるのだろうか。

　あまりにも突拍子もないことに、みかるはさらに言った。

「おかまさんは帰ってください」

「おかまって何よ、失礼なっ!!　だいたいさっきから、帰れ帰れってうるさいわね。エレノア姫は帰ってこないんだから、そろそろ現実的にどう借金を返すのか考えた方がいいんじゃないの？」

「かっ……帰ってくるわっ！　明日には……たぶん」

「エレノア姫が帰ってくるですって？」

「み……みかるっ！」

「帰ってくるわ、そうだよね、みんな」

「そんな噓を言って、また期限を延ばす気なんじゃないの？　でも、そうねえ……噓なんてつかなくても、キス一つでもう一ヶ月延ばしてもいいわよ」

「は？　何それ」

「何って……王様のキス」

「誰が誰に……するの？」

「私が王様にしてもらうのよ。当然でしょう」

　あっさり断言したライオネルにみかるは大声を上げた。

「ばっかじゃないのっ！　そういうの気持ち悪いのよっ！　姫は帰ってくるし、借りたものはちゃんと返すって言ってるんだから、あんたは帰りなさいよっ！」

「ととと……とりあえず今日のところは……未来の王妃様には申し訳ないのですが……」

　ショーンは引きつった笑いを浮かべながら、ライオネルを外へと外へと押しやる。

「……そうねえ、本当に姫が戻ってくるっていうなら、しばらくは騒がしくなるわね。私、騒がしいのは嫌いなのよ」

　ライオネルはそう言うと、意味ありげな流し目をディーンに向けた。

　ディーンはキョロキョロしながら、ライオネルの視線が自分に向けられていることに目を丸くさせていた。

「なんだよ」

「せっかくだし、あなたに私の屋敷まで送ってもらおうかしら」

「ええっ！　俺かよっ！」

「ご指名よ、ディーン」

　ローラの言葉と、さらにショーンの「見送れ」という視線を送られたディーンは、ぶつぶつと悪態をつきつつも、ライオネルを連れて出て行った。

「ここが家なら、塩を用意してあいつに投げつけてやってたっ！　何がキス一つよ。きもいって、そんなのっ！」

　興奮していると、ショーンが苦笑しながら、みかるの肩を叩いてくる。

「まあまあ、落ち着いてください。ライオネルはいつもあの調子なんです。それより姫様が戻られるということを軽々しく口にされてはなりません。みかる様にそうしていただきたい気持ちは山々ですが、まずは王の了承を得てからです」

「え、あ、そうだよね。なんだか黙ってられなくて……でも、王様いないんだ」

　城に来さえすればすぐ若い祖父に会えるものだと思っていたから、ちょっぴりがっかりだ。

「ええ。時々供を誰も連れず、一般人の格好をして国を見回っているの。そんな日はお戻りになるまで待つしかないのよね。いつもは会議や書類にサインをしたり、畑を耕たがやしてるわ」

「国をこっそり見回るのはわかるけど、畑？　王様って畑を耕すの？　普通は金銀財宝のついた椅い子すに座って偉そうにしてるものだと思ってた」

「……そういう王様もいるけどうちの王は違うわね。昼間はまだ城に残ってる大臣と一緒に畑を耕してるわ。私たちはそれだけはやめてほしいと懇こん願がんしてるんだけど、国が大変なときに自分だけ安穏としていられないとおっしゃるのよ」

　ローラはやれやれというふうに言ったが、その言葉でみかるはまだ会ったことのない、祖父に対し、親近感を抱いた。

「じゃあ、エレノア様の部屋に案内するわ。ついてきて」

　ローラは言いながら背を向けて、みかるがついてくるのを確かめることなく歩きだした。
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　みかるは母親が使っていた部屋に案内された。

　そこで室内の豪華さに驚いている暇もなく、着ている服をはぎ取られて、一人ファッションショーを繰り広げることになった。

「あなた、それ、寝間着じゃないの？　ぺったりした薄い服なんか着て外に出たら、頭がおかしいんだと思われるわよ。しかも似合ってない」

　長居する気はなかったため、着替えはそれほど持ってきていない。

　しかも母親から電気などない田舎だと聞いていたから動きやすいものばかりだった。だからローラに望まれるような煌びやかな服などない。

「これが私の世界ではおしゃれな格好なの。似合ってないは……余計だよ」

　王に会うのだからもう少し女の子らしい服を着ろと言われたみかるは、それなりにおしゃれしたつもりだったが、ローラの評価は最悪だった。

「あなたって出てるはずのところは引っ込んでるし、くびれてるはずのところはまっすぐだし、おしりはぺったんこ。それじゃあ、何を着てもだめだわ」

「ひっ……人が気にしてること、言わないでよっ！」

「なんだ、気にしてたの。あ、でも、それなんかいいんじゃない？」

　荷物の中からフリルのいっぱいついたワンピースを引っ張り出して、ローラはにんまり笑う。

　ただ、みかるは入れた記憶がない。

「それ……パパがこっそり入れたんだ……」

　父親がフリルのワンピースやキャミの輸入商品を扱ったときに、あまりの可愛さに見ほれて、自分の娘に持って帰ってきたのだ。

　父親の手前、一応、試着してみたが想像どおり玉ぎよく砕さいした。

　フリルの似合うタイプというのは、この世に確かに存在する。

　そこにみかるは含まれない。

「着てみなさいよ。エレノア様もこういうのよく着ていらっしゃったわよ」

　今の母親でも十分着られる──しかも似合う──だろうデザインだが、みかるに似合うとは思えない。

　それでも着てみろと言われたら、一応、試してみるべきだろう。

　みかるは渋々フリルたっぷりのワンピースを着てみた。

「どう？」

「……悪かったわ。からかってるつもりだったんだけど……事実だとなんだか気分が悪いわね。ま、似合わないこともあるわよ」

　あまりにも似合わなくて不ふ憫びんに思ったのだろうか、これではからかわれるよりぐさりとくる。

「別に慣れっこだから気を遣わないでいいよ。ディーンも言ってたけど、私、小さい頃から嫌っていうほどママに似てないって言われてきたし、性別を間違われるのもよくあることだから、いちいち気にしてないの」

「似てないわけじゃないわよ。瞳はエレノア様そっくりだし、瘦せて小柄なのも同じ。でも雰囲気が少年っぽいのかしら……。遺伝だけで判断したら、たとえばこの私みたいなナイスバディは……無理かもね」

　ローラは剣士の格好をしているが、だからといって男には見えない。

　悔くやしいから口に出して言えないのだが、目鼻立ちがはっきりしていて、あでやかな容姿をしている。しかもダイナマイトバディだ。

　いまだ少年体型のみかるには、ちょっぴりどころか、かなりうらやましい。

「ま……世の中、希望どおり上手くいかないものよね。私は男に生まれたかったわ。そうねえ……せめて見た目が男でもよかったんだけど」

　ローラは天てん蓋がい付きのベッドに腰をかけ、敷物の上に座り込んでいるみかるに言った。

「え……どうして？」

「私は剣で身を立てたかったからよ。でも女だからって馬鹿にされてきたわ。この世界じゃ、女の剣士って滅多にいないの」

　にっこりと微笑むローラは、みかるに同情しているわけではなかった。

　同じ悩みを持つ友達が秘密を共有しようとして、自らのことを打ち明けてくれているときの様子に似ている。

　だからみかるも真剣にローラの告白を聞いていた。

「でもそれって男になりたいんじゃなくて、性別関係なく、剣士として認められたいってことよね。私から見て、ローラは立派な剣士に見えるよ。あ、腕前は見たことないから本当のところはわからないけど」

「あなたって意外に人を見る目があるじゃない」

　くすくす笑うローラの口調は言葉ほどきつくなく、親しみが感じられた。

　ここにきてようやくみかるの張り詰めていた気持ちが少しゆるんだ。

「ほめてくれてるんだよね？」

「そうよ。ほら、おしゃべりはやめて、そろそろ服を決めないと」

　ローラに言われ、みかるはシンプルな膝上丈の白いワンピースに黒のレギンスを穿いた。最後にちょっとかかとの高いサンダルを合わせて、女の子らしさをアピールしてみた。

「どうかな？」

「まあ、そんなところで手を打つしかないみたいね。いいわ。それにしましょう」

「ありがとう」

　みかるが嬉しそうに笑うと、ローラも笑顔で答えた。

「でもね。実を言うと、やっぱり変な服に見えるわよ」

「あはは。それはもういいって」

「みかるは美人じゃないけど、可愛い顔はしてるのよ。ただ少年っぽく見えるだけ。だからさ、もっと髪を伸ばしなさいよ。そうすればもう少し女の子らしく見えるんじゃない？」

　ローラはみかるの毛先を指で弄もてあそびながら、う～んと唸うなった。

　だがローラは知らない。昔、みかるは髪を伸ばしたことがあったのだ。

　ただ、不思議と長かろうが短かろうが、性別を間違われる回数は減りもしなければ増えもしなかった。

　ということは、性別を判断するのに髪の長さは関係がないということだ。

「伸ばしたことあるけど……いまいちだったの」

　小学校四年生のとき、肩より長くしたことがあった。その頃、同じクラスになぜかみかるに対して絡んでくる男子がいて、「男女」と言われてからかわれた。

　もちろんみかるはそのクラスメイトに反撃して、逆に泣かせてしまったのだ。

　そのあと、男子の両親が抗議して、今度はみかるの両親が学校へ呼ばれた。

　けれど、最初の原因を知った父親が、相手の男子の両親にくってかかり、ずいぶんもめたことがあったのだ。

　思い出すたびにあのとき感じた羞しゆう恥ちが鮮やかに復活する。

　父親に喧けん嘩かの理由を知られたのも格好悪かったのだが、男子が「みかるちゃんが好きだったからからかっちゃったんだ……」と言ったものだから、さらに父親が「それは男らしくない」と説教を始めてしまい、始末が悪かった。

　ちなみにその男子は今も同じ高校に通っていて、クラスメイトだ。

「あと三年も経てば、もう少し色気が出るわよ。十五じゃまだまだだわ」

「そっかなあ……」

　母親もどちらかというと小柄で瘦せている。なのに、顔の大きさには不似合いなほど、目が大きく、睫も長い。そのくせ口は小さく顎も細い。

　肉感的な色っぽさは全くない。けれど気高くそして品があり圧倒的な存在感があるのだ。

　母親の小柄な身体からは何か強烈なフェロモンでも出ているんじゃないかと思うほど、異常なくらい男性にもてる。

「心配しなくても出るわよ……って、なんだかいろいろ持ってきたのね。これ何？」

　ローラはみかるが広げた荷物の中から、ドライヤーを引っ張り出して、ぐるぐる回して不思議そうな顔をしていた。

「それはドライヤーっていうの。髪を乾かす道具なんだけど、ここじゃ使えないんだよね」

「じゃあ、これは本ね。なんて書いてあるの？」

　ポケットサイズの本を手に取り、ローラはぱらぱらと繰って中を見ているが、文字は読めないようだ。

「『サバイバルで生き抜く方法』とさっきディーンと話していた『借金返済の秘訣百箇条』と『金持ちになる秘訣百箇条』。自分で持ってきた記憶がないからパパが勝手に入れたみたい……」

「面白そうな内容ね。今度読み聞かせてよ。異世界の読み物って、すごく興味があるわ」

「うん、いいよ。それで……あの……聞いてもいい？」

「いいわ。何？」

「本当にそんなに貧乏なの？」

「そうね。かなり厳しいわ。『幸せ仮面様』って呼ばれてる義賊が近隣諸国に出るんだけど、普通は貧乏な家の前に金品を置いていくの。だけど……うちは何度か城の前に金品が置かれていたわ。よっぽど可か哀わい想そうに思ったんでしょうね」

　ほんっと、恥ずかしいわ～と言いつつ、ローラは楽しそうだ。しかも『様』付け。

「あ、ローラたちに会う前に会ったよ、幸せ仮面」

「本当!?　いいわね～……私、一度会ってみたいと思ってるんだけど、間が悪くて会えないの。幸せ仮面様に会うと、くじが当たったり、素敵な出会いがあったり、一日いいことがあるそうよ。男前らしくて、ファンも多いわ。噂うわさどおりだった？」

　幸せ仮面は、なんだか四つ葉のクローバーみたいだ。

　とはいえ、どんな時代にあっても義賊は民衆の支持を得るのだろう。

「どうかなあ……いい人っぽかったけど、マスク美人って言葉もあるし。顔を隠していたから男前かどうかわからなかったよ。でもスタイルはよかったかなぁ」

　ローラが『幸せ仮面』にどうして違和感がないのか気になるものの、もしかするとこの世界ではべたな呼び名が格好いいのかもしれない。

「確かに、実は隠してるから格好いいだけかもしれないわね」

「それでさ、お城はあちこち傷んでるけど、この部屋は違うよね。少しは余裕があるとか？」

　敷物はシルクでシミ一つなく、家具は扉や足に細やかな彫刻がなされていて、とても立派だ。天蓋付きのベッドには幾重にも重ねられたレースのカバーがつけられていたし、座るととてもふかふかで、壁には大きな姿見も設置されていた。

　借金があるというのなら最初にこういうものが売られているような気がするのだが、あるということはそれほど心配しなくてもいいのだろうか。

「ここの……エレノア様の部屋だけは特別なのよ。王にとっても私たちにとっても……もちろん、国民にとってもね。どれほど借金をしても、王はエレノア様のものには一切手をつけられなかったわ。ご自身のものや王妃様のものを売ってもね」

　ローラは不思議と誇らしい顔をして部屋を見渡しそう言った。

　確かに王様の気持ちも理解できるものの、みかるの考えは違う。

「借金返済の秘訣、第五条に、収入に見合わないものは処分し身軽になれ……っていうのがあるんだけど、ママだってここがそれほど貧乏なことを知れば、売って少しでも足しにしてほしいって思うよ、絶対。ううん。真っ先に売ってお金にしてるはず」

　みかるの母親なら絶対にそうしている。

「エレノア様も王妃様もいらっしゃらない今、ここだけが王にとって唯一の慰なぐさめなんだと思うの。だから何一つ売ることなく、昔のままにしてあるのよ」

「ご……ごめんなさい。なんだかすごく偉そうに言っちゃって。……そういえばうちも大変な時期があったらしいけど、この世界とつながる湖のある土地は絶対に売らなかった。どんなことがあっても手放せないものってあるよ。そういうことなんだよね……わかる」

　みかるには、どんなときでも支え合える家族がいる。

　何を失っても、家族が健康で元気でいてくれたらいいと、父親はよく言っていた。

　だが王様には愛する妻もいなければ、可愛い一人娘もいない。

　そんな王様にとって、ここは大切な思い出のありかなのだ。

「わかってもらえて嬉しいわ」

「……そういえば、ママのお母さんの王妃様って……エルフだってディーンさんが言ってたけど……今はいないの？」

「ええ。国にお戻りになられたわ。二度とあの方は戻られないでしょう」

　寂しげに目を伏せるローラにみかるは驚いた。

「どうして？　おじいちゃんのこと……嫌いになっちゃったの？」

「いいえ。エルフはもともと不死に近い存在なんだけど、それは澄んだ空気と、豊かな森がある場所で生活しているからなの。だから、私たちの住む場所では長く生きられないそうなのよ。それでもエレノア様をご出産されて、十年ここでがんばっていらっしゃったのだけど、ひどく体調を崩されて……。それでも王妃様は王を深く愛されていたから、最後までここに残ると言い張られたのだけど、王は決断されたのよ。離ればなれになっても、生きていてほしいと。王妃様はエルフの国へ戻られたわ。でも今も深い愛情で二人は結ばれていることを誰もが知ってるの。それは私たちや国民の誇りなのよ」

　みかるの世界にもおとぎ話にエルフが登場する。想像上のものだという人もいれば、人を寄せつけない自然の中でエルフは実際に存在しているという人もいる。

　みかるはいるともいないとも考えたことがないが、どちらの世界でもエルフは特別で神秘的な存在であるようだ。

「……ママも身体は弱かったみたい。私を産んだあと、衰すい弱じやくして本当に危なかったらしいの。でも元気になって、今では毎朝体力作りにパパとジョギングしてるよ」

「それを聞いて安心したわ。まず心配だったのはそこなのよ。エレノア様はエルフと人間の血を引いていらっしゃるから、純粋なエルフよりはお強いことはわかっていたけど、別の世界ではどうなのかと心配していたから……。元気だと知ることができてよかったわ」

　ローラの安堵の表情から、自分の母親に対する温かい思いを知ることができて、嬉しい。

「本当にママのこと……大切に思ってくれてるんだ」

「ええ。私だけじゃなく、みんなエレノア様のことをいつも大切に思い、心から心配しているわよ。だからエレノア様が戻られないということは……幸せだからだと思い込もうとしていたけど、本当に幸せだからなのね。それを認めるのは実はとても寂しいんだけど、エレノア様が幸せなら私はそれでいいわ」

　誰に心配されることなく、みかるの母親はとても幸せそうにしている。

　母親が父親を見つめる緑の瞳にはいつも信頼と愛情が宿っていて、みかるも幸せだ。

　そんな二人を実際に見せてあげられないのは残念だが、やはり母親にはたとえ一時的であっても、この世界に戻ってほしくない。

　ローラは母親の幸せを優先してくれるだろうが、他はそう思えないからだ。

「エルフのおばあちゃんはこの国と行き来はできないの？　ずっと住めないんだったら、時々遊びに来ておじちゃんと会えばいいのに……」

「そう簡単にはいかないのよ。エルフと人間が交わることはエルフの世界では禁きん忌きとされているから。私たちにとっては誇りでも、エルフ側からすると汚けがれたことなのよね」

　どこの世界でもこういう身分の差が存在しているようだ。

　みかるからすると馬鹿馬鹿しいものでしかないが。

「なんか……エルフって偉そう。いいじゃん。好きだったら誰と結婚してもさ。恋愛は自由なんだから、そう思うよね？」

「思う、思う。エルフが偉そう……ね。それいいわ……すごく受けた。さ～て、服も着替えてもらったし城の中を案内するわ。メンテナンスは不十分だけど、結構広いのよ」

　ローラは立ち上がって部屋の扉を開けた。
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　午前中いっぱい城の中を探検し、ランチはローラと部屋で摂った。午後からは母親がどんなふうに生活していたのかを聞いて過ごして夕刻に近づく頃、部屋の扉が勢いよく開かれ、泥だらけの男が飛び込んできた。

「私の孫は……その子かい」

　細身で長身の男は日焼けした顔に、やけに白い歯を見せて、泥にまみれた手でみかるの身体を抱き上げる。

「なかなか賢そうな顔をしているじゃないか。エレノアはたぶん戻ってこないと思っていたが、こんなに立派な跡継ぎを産んでくれたんだから、私はそれで十分満足だよ」

　嬉しそうにはしゃいでいる若い祖父に、みかるは抱きしめられながらもふと疑問を覚えた。

　肩越しに見えるショーンが「ジュリアン様っ！　ジュリアン様っ！」と誤解を解こうと必死に声をかけているが、感激している祖父は気づかないようだ。その剣幕から祖父のジュリアンがみかるの性別を間違えているらしいことがわかった。

「あ……あの～……」

「年を追うごとに、さらに顔立ちが締まって、立派な青年になるぞ」

　身体を離すと、今度は鼻先が触れるほどみかるに顔を近づけ、陽気に笑っている。

「私……女です」

「え？　そうなのかい？」

　祖父のジュリアンは目を見開いて、みかるの顔をのぞき込んでくる。

「ショ……ショーンが先に教えてくれないからだ。ああ……すまなかったね。でも瞳はエレノアそっくりだ。宝石のような緑の瞳がとても魅力的だよ。あの子は元気にしているかね？」

　ようやく床に下ろされたみかるは、まっすぐジュリアンを見つめて言った。

「はい。とても元気にしています。これ、ママからおじいちゃんへと預かってきました」

　みかるは鞄から手紙を取り出し、ジュリアンに渡そうとした。が、ジュリアンは手に取ろうとしなかった。

「おじいちゃん……。ショーン、ローラ。私はおじいちゃんなのかい」

　ちょっぴり傷ついた顔でジュリアンはショーンとローラに意見を求めて振り返った。

　ローラは笑いを堪えていたが、ショーンは生真面目な顔で答えた。

「みかる様はエレノア様のお嬢様ですので、ジュリアン様は確かにおじい様になられます」

「理屈は理解したつもりだが、おじいちゃんとはまだ呼ばれたくないねえ。私はまだ三十六だよ。他に何か適切な言葉はないかな？」

「おじさん」

　みかるは思いつく言葉を口にしたが、ジュリアンはまた傷ついた表情を見せた。

「おじ……せめてお兄さんとか。まあ……お父さんでもいいが、どうかね」

　そう提案されても、どちらもみかるからするとしっくりこない。

「ジュリアン様。それは周囲の者が誤解をしますので、いかがなものかと……」

「ショーン。だが私はおじいちゃんやおじさんなんて呼ばれたくないんだよ。なんだか急に老ふけ込んだみたいで、ぞっとするだろ？」

　父親と同じ年齢らしいが、ジュリアンはもっと若く思える。

　確かに母親がこの世界から去って二年しか経っていないのに、もう十五にもなる孫がやってきて、おじいちゃんと呼ばれても受け入れられないだろう。

「じゃあ王様って呼んでいいですか？」

「それだ。そうしよう。じゃあ、挨拶はすんだね。またあとで会おう」

　人差し指をみかるに向けて白い歯を見せ微笑すると、すぐさま背を向けた。

　だが、慌ただしく出て行こうとするジュリアンをみかるは呼び止めた。

「あ……あの、王様。ママから王様に手紙を預かってきてるんです」

「それはショーンに渡してくれるかな。ほら、今の私は人相もわからないほど汚れているだろう？　せっかくの手紙を泥で汚したくないんだよねえ。あっ……君は汚しちゃったね」

　ジュリアンは今頃気づいたのか、みかるの汚れてしまった服を見て、申し訳なさそうな表情になった。

「このくらい大丈夫です。着替えればいいし」

「そうだ、ローラ。サイズが合うならエレノアの服を着せてやりなさい。エレノアは小柄だったから、この子に合うだろう。エレノアのものはすべてこの子のものだから、望む服を着せてあげなさい。いいね？」

「え……あの……」

　母親の服などもっと似合わないと言いたかったが、せっかくのジュリアンの申し出を断ることなどできない。

「私に気を遣わなくていいんだよ。じゃあ、またあとでね。夕食を楽しみにしているよ」

「はい」

　王様にも祖父にも見えないジュリアンは、部屋から出て行った。
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　みかるはローラに衣装部屋に案内され、かつて母親のものであった膨大な衣装の中から、一番シンプルなドレスを選び、それに着替えてから夕食の席についた。

　広間は食事に参加する人数よりも広く、天井は開放感にあふれるほど高い。

　壁には巨大なタペストリーが掛けられている。そのカラフルな刺繡絵は、近隣の地図になっているようで、険しい山々や、大陸を縦断する川、周囲を取り囲む海が描かれていた。

　真ん中に鎮座しているやけに細長いテーブルには、端の一部分だけクロスが掛けられている。

　まだ外は日が暮れきっていなかったが、テーブルに置かれたたくさんのキャンドルと、柱や壁に掛けられたカンテラが、広間をさらに明るくしていた。

　椅子は等間隔に並べられていたが、料理は端に申し訳程度に並べられていて、豪華というイメージは受けなかった。

　それでも精いっぱいもてなしてくれるつもりでいるのがわかるように、綺麗な花が飾られていた。

「もっと豪華な料理を並べられたらよかったのですが、お許しくださいね」

　ショーンは椅子を引き、みかるに座るよう促うながす。

　みかるは初めて味わう雰囲気に、なんだかわくわくしながら椅子に座った。

「ありがとうございます。すごく美お味いしそう」

　鳥の形をした蒸し物や、様々な木の芽と米を炒いためたようなもの、色とりどりの野菜サラダに、パウンドケーキらしいデザートも並べられていた。

　料理はどういうものが出てくるのか心配していたが、食欲を刺激するいい香りに安堵する。

　ふとこれを作ったのはあのディーンであることを思い出したが、今のところあの腹立たしい男の姿はなかった。

「王はすぐにいらっしゃいますので、少しお待ちくださいね」

　ショーンはそう言って広間の入り口に立ち、すでにそこにいたローラに目め配くばせしている。

「みんなは座らないの？」

「まずは王をお迎えしてからです。あ、姫はいいんですよ」

　ショーンがそう言い、ローラが続けた。

「本当はね、私たちのような身分の者と王が同じテーブルで食事をするなど、考えられないことなんだけど、ジュリアン王は構わないとおっしゃってね。みなご一緒させていただいているのよ。恐れ多いことなんだけど……王様だってお一人じゃ寂しいしね」

「以前は給仕や侍じ女じよがいて、賑やかだったのですが、今では馬番すらいません。二人残った大臣も夕食は自宅で摂られます。これでは城の中はとても静かで、一人で食事を摂る気分になれないでしょう」

　確かにショーンの言うとおり、この人数で住むには大きすぎる城だ。

　回廊を歩いても召使いらしい人物とすれ違うこともなかったし、訪れる住民の姿も見られない。

　テレビやラジオのないこの世界で、真夜中になるとどれほど静かになるのかを想像すると少し怖い。

　そんなことを考えていると、ジュリアンが綺麗に身なりを整えてやってきた。

「やあ……遅くなってしまったね。待たせて悪かった。さあ、みんな席に座ってくれ。今日はとても賑やかになりそうだ」

　ショーンはすぐさまジュリアンのために上座の椅子を引く。

　みかるから見てすぐ左斜め横の席に一人、ジュリアンが座り、向かい側にショーンとローラが並んで座った。

　先ほどは気づかなかったが、泥を落としたジュリアンは、同じ年の父よりかなり若く見えた。

　どこか飄ひよう々ひようとした雰囲気があり、春の訪れのような穏やかさで、笑う。笑顔になると、目尻が少し下がり、なんだかほのぼのとした気持ちにさせられる。

　自分の母親の衣装はどれもこれも刺繡や宝石がちりばめられた豪華なものだったが、ジュリアンの服装はそれから比べるとかなり質素だった。

「みかるは十五になるんだね。その年齢はまだまだ育ち盛りだろうから遠慮せず、たくさん食べなさい」

　ジュリアンの背後にディーンが立ち、ワゴンに載せた鍋から、温かいスープを皿に注いだ。

　一瞬、ディーンと目が合ったが、不機嫌な顔は相変わらずだったので、みかるはすぐさま視線を逸らせる。

「はい。お腹いっぱい食べさせてもらいます」

　異世界での料理を最初は恐る恐る口に運んでいたが、意外に美味しかった。

　薄味だが、素材の味がしっかりしていて、いくらでも食べられる。

「そういえば、ショーンから聞いたんだが、みかるは借金のことまで聞いたそうだね。そこでエレノアに変身する計画をしているそうだが、そんなことはしなくていいんだよ。きつくしかっておいたからね」

「私、嫌じゃないです。やる気満々だし、嫌だとか全然、思ってません。だって借金返さなくちゃ……。できることはなんでもしなくちゃ、おじいちゃん」

　借金というのは手をこまねいているうちに雪だるまのように増える。だからこそ堅実に返していかなくてはならない。

　みかるはそれを現実に見て育っているから、わかるのだ。

「おじ……いや、この国の問題は私が解決しなければならないことだからねえ。みかるはこの世界で私やあの子の友達がみな元気に暮らしていることを、エレノアに話してくれるだけでいいんだよ。」

「でも、おじ……王様。お城の中なのに部屋の中にコケが生えているところもあったし、雨漏りする部屋には木の桶おけがいくつも置いてありました。それに、埃ほこりがうっすら積もっている部屋もあったし……私でもやばいのわかります。だから私にできることをさせてください」

　みかるは必死に食い下がったが、ジュリアンはにこやかな表情のまま、左右に顔を振った。

「子供は大人の事情なんて、気にしなくていい。ライオネルには誤報だったと話しておくよ。さあ、この話はもう終わりだ。みかる、それはなんだい？」

「え……」

　王のジュリアンが決定したことだからか、みかるのように意見をする者はいない。

　こうなるとこれ以上はみかるも何も言えず、後で見てもらおうとテーブルに置いていた写真の束を、ジュリアンに見せる。

「これ……家族写真です。おじ……王様に見てもらおうと持ってきたんです」

「写真？」

　みかるは持ってきた写真をみんなが見えるようにテーブルの真ん中に並べた。

「絵みたいなものだけど、絵よりもっと鮮明なものです。ママの隣にいるのがパパ……私のお父さんです」

　ジュリアンだけでなくローラやショーンも興味深そうに身を乗り出し、写真を眺めた。だが、じっと写真を見下ろしながらも、なぜか周囲には沈黙が下りた。

　その理由をみかるは不本意ながらもよく理解していた。

「え……あ、まあ……パパは見た目はそれほど格好良くはないけど、とっても男らしくて頼りになるの。それに怖そうに見えるけど面倒見はいいし、実はすごくもてもてなんだから」

　みかるは噓をついたわけではなく、本当のことを話したつもりだった。

　けれど、スープを運んでいたディーンが鍋のふたを勢いよく戻し、写真をみかるに見えるようにつまんだ。

「俺は認めねえからな。なんだよ、こいつ。全然、エレノア様に似合わねえ。どうせ騙されて無理やり引き留められたんだぜ。みんなもそう思ってんだろ」

　心の中でそんなふうに思われることは予想していたが、だからといって言葉に出されるとは思わなかった。

「よしなさい、ディーン」

　ジュリアンはたしなめるようにそう言ったが、ディーンの暴言は止まらなかった。

「ジュリアン様。これに関しては俺、言わせてもらいます。こんな男……エレノア様の夫になんて認められません。王もそう思っていらっしゃるはずですよ」

　ディーンの言葉はまるでナイフのようだ。

　みかるが生まれたことも、エレノアの娘であることも否定されているような気がしてショックを受けた。

「やめなさいよ、ディーン」

「なんだよローラ。おまえだって思っただろ。こんな釣り合わねえ男、最悪だって……」

　どうしてこんなに人の気持ちを考えられない男がいるのだろうか。

　心の中だけで思っていてくれたらいいことだ。

「気にしなくていいんだよ。私があとでこっぴどくしかっておくからね」

　ジュリアンの優しい言葉もみかるの耳には入らなかった。

　ただ、ディーンの暴言ばかりが、頭の中で何度も繰り返し響いていたから。

「あんたって、最低っ！　私のパパなのよっ！　会ったこともないくせに、どうしてそんなにひどいことが言えるの？　なによ、ママの相手が自分の理想どおりの相手じゃなかったからって、勝手なこと言わないでよっ！」

　みかるが怒鳴ると、ディーンは顎をしゃくり、フンと鼻を鳴らす。

「図星だから、腹が立つんじゃねえの？」

「マジで、あったまにきたっ！　ショーン、弓を貸してっ！　私これでも弓道の県大会で優勝したことあるんだからね。脳天ぶち抜いてやるわっ！」

　椅子から腰を上げ、ショーンに向けて手を伸ばしたみかるだったが、ジュリアンに止められて目的は果たせなかった。

「みかる、よしなさい。ディーンっ！　いい加減にしないかっ！　ローラ。その馬鹿を連れ出してくれないか。こんな不愉快なことはないぞ」

　ジュリアンは怒りに満ちた表情で怒鳴った。

　なのにディーンは反省の色などこれっぽっちも見せず、ローラに引きずられるようにして部屋から連れ出された。
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「どうしてあんなふうに、パパを侮辱されなくちゃならないのっ！」

　いまだ怒りが収まらないみかるに、ショーンが申し訳なさそうに口を開いた。

「先ほどのディーンの暴言を許してやってください。その……かばうわけではありませんが、ディーンの気持ちを少しだけでいいので理解していただけませんか？」

「ディーンの……気持ちってなに？」

「実はディーンは……」

　そこまで言い、チラリとジュリアンの様子を窺い、ショーンは言葉を続けた。

「姫を……この場合はエレノア様ですが、とても慕したっていたのです。いえ、慕うというよりもっと強い感情を持っています。だからこそ、自分が決して敵わない相手と結ばれてほしかったのですよ。普通の人ではなくて……ね」

　ショーンが打ち明けてくれた内容に、みかるは目を見開いた。

　想像しなかった理由に、驚きを隠せない。

「え────っ！　じゃ……じゃあディーンはママのことを好きだったの？」

「そうなのでしょう。彼は決して……僕たちにもそのことを打ち明けませんが、見ていればわかりますよ。エレノア様がこの世界から去られたとき、誰よりも嘆なげき悲しんでいましたからね」

　もし自分がディーンの立場だったらどう考え、何を言葉にしただろう。

　とても好きな人が身分の高い人で、自分にはとても釣り合わない相手だった。

　なのに彼女は自分とさほど変わらない身分の人を選んだ。

　なぜ、どうしてと、驚き、ならば告白しておけばよかったと、後悔しただろうか。

　チラリとみかるがジュリアンの方を見ると「わっ……私は初めて聞いたことだよ……」と、動揺した様子を見せた。

「パパを侮辱したことは許せない……けど……仕方ないかも。ディーンにとってパパは好きな人を奪った人になっちゃうんだもん」

　今も腹立たしい気持ちはあるのに、ディーンの気持ちを聞き、心の中では許してしまっている。

「許さなくていいんですよ。みかる様のお父様を侮辱したのですからね。それはそのままエレノア様を侮辱していることに、ディーンは気づかなかったのですよ。本当に彼は馬鹿でしょう」

「でもさ、娘の私に当たるのは、大人げないよね」

「僕もそう思いますよ。ただ、僕やローラ、ディーンにホワイト様。それぞれがそれぞれの理由でエレノア様をお慕いし、すでに王から解雇されているにもかかわらず、ここに残っています。エレノア様に対する気持ちを整理するにはまだ時間が足りません。二年では……とても整理はできないのですよ。それに今日初めて、もうエレノア様は帰還されないことを知らされたのです。もし気持ちを整理しなくてはならないのなら、それは今日から……になるでしょう。そんな僕たちの気持ちを少しだけわかってやってください」

　ショーンから淡々と告げられる言葉は、すんなりとみかるの心に染み込んだ。

　彼らは決して悪い人たちではない。

　ただ、みかるの母親を本当に慕い、心から大切に想ってくれているだけ。

　中にはひっそりと愛している人もいる。

　みかるが知らないだけで、そんな気持ちを抱いているのは、ディーンだけではないはずだ。

　娘のみかるからすると複雑だが、ショーンの言うとおり、気持ちを整理するにはまだまだ時間が必要なのだろう。

「うん。わかった」

「それで……エレノア様は……私が伺うのは差し出がましいことですが、お戻りになるつもりはないのでしょうか？」

　ショーンはみかるを見ることなく、どこか遠い目をして聞いてきた。

「……うん。きっと戻らないと思う」

　みかるを送り出す母親の目にその決意を見たからだ。

「そうですか」

　ショーンもディーンと同じようにみかるの母であるエレノアに恋をしていたのだろうか。

　みかるはそう思いながら、目を伏せるショーンの横顔を眺めたが、不思議なことに悲しげとも寂しそうとも見えない表情をしていた。

「迷っていたあの子を送り出したのは私だが、決心をしたのはエレノアだ。あの子が幸せなら、私はそれでいいんだよ」

　ジュリアンの言葉はみかるの心を温める。

「そう言ってもらえてよかったです。ありがとう……」

「ディーンのことは後でこっぴどくしかっておくからね。ああ、この写真？　というものかな。あの子がこんな不思議に満ちた世界でなじんでいるとは、さらに驚きだよ。きっと、みかるのお父さんがエレノアを支えてくれたんだろうね。あの子がこれほど幸せそうな顔をしているのが見られて……本当によかった。持ってきてくれてありがとう」

　ジュリアンは写真を眺めながら、心の底から喜んでいるのがわかるような、微笑みを浮かべていた。

　そう、みかるが一番見たかったのは、自分の娘が幸せに暮らしていることを知って浮かべるジュリアンの安堵の笑顔だった。

　よかった……。

　みかるは本当にここに来てよかったと思えた。
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　ディーン抜きで夕食を終え、部屋に戻ったみかるは、窓から身を乗り出すようにして、いつしか暮れた夜景を眺めていた。

　みかるの住む都会の闇とも違う、田舎にある祖父の家の闇とも違う、神秘的な夜がこの世界を覆っている。

　ぽつぽつと海まで続く明かりは、人々の住まう家の窓から漏れているのだろう。

　黄色よりもう少しオレンジがかった明かりは、なんだかとても懐かしい気持ちになる。

「綺麗……」

　最初は、ちょっと面白そうだったから、期待に胸をふくらませていた。

　聞く限りでは危険な場所ではなさそうだったし、もし別の世界が本当にあって、それを自分が体験できる機会が得られるというのなら、してみたかったのだ。

　文明の利器である電気もなければ、高層ビルもない世界。

　車もバイクもない。でも自転車くらいはあるかもしれない。

　電話もなければ、水洗トイレだってない。

　誰かの想像した世界でもなければ、映画でもない。

　魔法やエルフ、ドラゴンだって現実に存在するだろう世界。

　そこへ行ってみないかと問われたら、誰だって頷うなずくはずだ。

「実はすっごい体験をしてるんだよね……私……」

　誰もいないのに一人でにこにこしていると、コツンと小さな物音が響いた。

　なんだろうと周囲を窺っても、部屋の扉が叩かれた様子もない。

「……あっ！　幸せ仮面っ！」

　どうやって入ってきたのかわからないが、今け朝さ会った泥棒の姿が庭にあり、みかるは驚いた。

　みかるの部屋はかなり高い位置にあるため、会話はできないが、幸せ仮面は「静かに……」とでも言うように、唇に指先を押しつけ、次に手招きをする。

　みかるは部屋のカンテラを手に持ち、階段を下りて中庭に出た。

「こんばんは。無事に戻れたかどうか心配で見に来たんだけど、安心したよ」

「お城の中にどうやって入ったの？」

「ここはどこも開いたままになってるからね。その気にならなくても入れてしまう」

　幸せ仮面は笑っているが、実はものすごく無防備だと言われているようなものだ。

　みかるでもなんとかしなくちゃと真剣に思うのだが、今のところ方法がない。

「……借金がすごいから、警備員なんて雇やとえないんだと思うよ。それに扉の鍵が壊れていても直せないだろうし……」

「あはは。知ってるよ。それで……小耳に挟んだんだけど、こちらのエレノア姫がお戻りになるらしいね。本当なのかな？」

「え、どうして知ってるの？　あの強欲ライオネルと知り合い？」

　幸せ仮面と金貸し屋のライオネルが知り合いというのは考えられない。ということはライオネルがあちこちで言いふらしているのだろうか。

「私は彼の屋敷には入ったことがないよ」

「金貸し屋のなのに？」

「彼が実は孤児院にこっそり、それも毎年寄付をしていることを知ってるからかな。誤解されやすいタイプのようだけど、それほど悪い男じゃないよ。男……って言っていいのかよくわからないけどね」

　幸せ仮面は苦笑交じりにそう言った。

　だが、今日一番驚いたのは、幸せ仮面というネーミングではなく、ライオネルの別の顔を知ったことかもしれない。

「え────っ！　に……似合わない。……ちょっとばかり見直してもいいけど……王様狙いなのは……やめてほしいかも」

　今度は幸せ仮面が驚いていた。

「え、王様狙い？　彼は男だろう？」

「王妃にしてもらえたら、借金チャラとか言ってる。びっくり」

「それは性別から難しいね。……それで、エレノア姫は戻られるのかい？」

「王様は反対してる」

「そうか……だろうね」

　伏せる目が少し寂しそうに見えるのは、幸せ仮面も他の人たちと同じように、エレノアの帰還を待ち望んでいるからかもしれない。

「みんなは帰ってきてほしいんだよ。でも王様がだめだって」

「この国には借金がずいぶんあるからね。それを条件にして、エレノア姫を手に入れようとする人間が出てくることが怖いんだと思うよ」

　借金がどれほどあるのか知らないが、いくら太っ腹な金持ちでも、一人の女性を手に入れるためにそこまでするだろうか。

　いや、そこまでする男が出てくるほど、エレノアは素晴らしい女性だと思われているのだ。

「でも確か……フィリップ王子って人と『婚約の華』を交わしてるはずだから、もしお金を借りようとするなら、まずは王子にお願いするんじゃないかなあ……」

「それが一番筋が通っていて、いい方法だろうね」

「あ～……私が無事に到着したのを確かめたかったんじゃなくて、エレノア姫のことを知りたかったんじゃない？」

　みかるが指摘すると、幸せ仮面は白い歯を見せて笑う。

　マスクで顔が半分覆われているとはいえ、青い瞳はとても澄んでいて、優しそうだ。

「ばれたか」

「暇だね、幸せ仮面さんって」

「今はね」

「……そうだ。変なこと聞いてもいい？」

「暇だからいいよ」

「みんな私のことをすぐ男の子に間違えるんだけど、幸せ仮面さんはすぐに女の子ってわかってくれたよね？　どうして？」

　そう言うと、幸せ仮面の青い目は、みかるの頭から足下へと移動する。

「間違える方が不思議だな。だってみかるはとてもキュートだよ。私にはどこから見ても女の子にしか思えない」

「ほんと？」

「ほんと」

　顔を半分隠した、秘密めいた男なのに、キュートと言われてみかるはちょっぴり嬉しかった。

　たぶん、美しいとか綺麗だとか、明らかなお世辞としか思えない言葉ではないから、嬉しかったに違いない。

「ああ、そうだ。実はこれを渡そうと思ってきたんだよ」

　幸せ仮面はポケットから小さな革の袋を取り出し、みかるの手に乗せた。

「何これ？」

「もしエレノア姫が戻られたらそれなりにいろいろ必要だと思ってね」

　言われるままに中身を見ると、金貨が十枚入っていた。

　この世界の通貨はまだよくわからないが、これは価値のあるものに違いない。

「でも……盗んだものはもらえない」

「これは違う。ちゃんとした出所のものだから、安心してくれていいんだ。エレノア姫のファンからだよ。でも姫には内緒にして、使ってくれるとありがたい」

　幸せ仮面はそう言い、次に口笛をヒュッと吹くと、どこからともなく彼の馬が走ってきて、目の前で止まった。

　馬は、身体や四肢は黒いが、たてがみやしっぽが見事な金色をしている。

「ちょっと待って……こんなのもらえないってっ！」

「お休み、みかる」

　金貨の入った皮の袋はみかるの手に残されたまま、幸せ仮面は去っていった。

　次に会ったときに返せばいいのだ。

　みかるはとりあえず金貨の入った皮の袋をポケットに入れた。
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　翌朝みかるは、朝食を終えたあと、街を案内してもらうことになった。

　まるで中世に紛まぎれ込んだような世界に、どこを案内されても、みかるは感動していた。

　だがこの母親が生まれ愛した国、スタホードは借金で首が回らなくなっている。

　その理由は──。

　一つ、もともとそれほど裕福な国ではなかった。

　二つ、国庫を管理していた大臣が金を持って逃げた。

　三つ、穀物の収穫前にひどい干ばつにあった。

　城の中にいるはずの召使いの姿はなく、エレノアを慕って残っているショーンとディーンが交代で食事の用意をして、ローラが馬の世話や最低限の掃除をしているようだ。

　もちろん三人の手で城のすべてを点検できるわけもなく、雨風にさらされるままになっているところも多々あった。

　ジュリアンがよほど三人にきつく言い聞かせたのか、「エレノア姫に変身して、婚約者から金を都合してもらいたい」という話題は一切上らなかった。

　ただ、ディーンは昨夜のこともあってか、みかるの乗るジャスパーの後ろについて、馬を歩かせていた。よほど根に持っているのか、それとも少しくらい反省してくれているのか、彼は貝のように口を閉じ、誰に対しても一言も言葉を発しなかった。

　それだけなら、本気でディーンを毛嫌いしていただろう。だが、昨夜、ショーンから聞かされたことがみかるの怒りを鎮しずめていた。

「あそこでお昼にしましょうか」

　みかるの隣を馬に歩かせているショーンは、小高い丘を指さしそう言った。

　前を行くローラの馬が駆け足で丘を駆け上がり、先に荷物を下ろす。みかるの乗るジャスパーは追いかけることなく、ゆっくりと丘を上がった。

　少し高い位置から眺める街並みは、規則性なく建っているのに、一枚の絵のように綺麗だ。

　煉れん瓦が造りの家もあれば、茅かや葺ぶき屋根の家もある。

　畑や果樹園には日焼けした人たちが楽しそうに仕事に励はげんでいて、子供たちは家の前や広場、小川で遊んでいた。

　みかるは、そんな様々な景色をデジカメに納めたが、港へは案内してもらえなかった。

「私は馬たちに水を飲ませてくるわね」

　ローラはマットを敷いて、荷物をそこへ移動させると、ジャスパー以外の馬を連れ、今来た道を下っていった。ジャスパーは相変わらず気ままで、みかるの側で草を食べていた。

「いい絵が撮れましたか？」

　ローラが下ろした荷物を解いて、ショーンはサンドイッチと果物を皿に並べた。みかるも手伝おうとしたが、やんわりと断られた。

「いっぱい撮れたよ。きっとママも喜ぶと思う。でも、どうして港はだめなの？」

「このあたりは治安もいいんですが、港はだめなんですよ。海賊が陣取っていましてね」

「海賊っ！　うわ～見てみたい」

「はは。そんないいいものじゃないですよ。彼らは大変な無法者です。すぐ武力で解決しようとしますからね。……じゃあ、僕は水を汲くんできます。先に食べてくださっていいですよ」

　ショーンはそう言ってローラがいる川辺に下りていった。

　みかるはちょこんとマットの上に座ったまま、みんなが戻ってくるのを待っていた。

　ディーンといえば少し離れた場所でこちらに背を向けたまま座っている。野犬のような男のくせに、今はしかられた子犬のように見えた。

　不意に肩越しに振り返ったディーンと目が合い、向こうは慌てて視線を逸らした。

　どうするんだろうと様子を見ていると、ディーンは意を決したように立ち上がり、こちらに向かってやってきた。

「…あのな……その……なんだ」

　頭を搔きながら、ばつの悪そうな顔で立っているが、視線は明後日の方を向いていた。

「何よ」

「昨日のことだけどよ。悪かった」

「……」

「俺は、謝ったからな。もういいな？」

　吐き捨てるように言うディーンを、みかるは睨みつけた。

「それって誰かに言えって言われたから？　それとも一応、自主的に謝ろうと思ったわけ？」

「そりゃあ……まあ……悪かったと思ったから、謝罪してんだろうが。自分で納得できねえ謝罪なんかしねえよ」

　言い方はぞんざいだが、絶対に自分から謝りそうにないディーンが謝罪しているのだ。一応、真剣に謝ってくれているのかもしれない。

「わかった」

「な、それって、許すってことだな？」

　ようやくこちらに視線を向けたディーンは、何事もなかったような笑顔を浮かべていた。調子がいいというのはこういうことかもしれない。

「もういいよ」

「そうか……じゃあ、この話、エレノア様には告げ口しないでくれよ。な、いいよな？」

　ディーンは自分の暴言などすっかり忘れた様子で、みかるの隣に座ると、背中をばんばんと叩いてきた。

「調子よすぎ」

「じゃ～飯めしだな。飯。あいつらまだ戻ってこねえのかよ。俺は食っちゃうぜ」

　みかるは二人が戻ってくるのを待っているのに、ディーンはそんなことなどお構いなしに、バスケットからサンドイッチを摑んで、口に放り込む。

　呆れて口をぽかんと開けているみかるに、ディーンはバスケットを差し出す。

　みかるは仕方なしにサンドイッチを一つ手に取った。

「そういえばさ……どうして言わなかったの？」

「何をだよ」

「ママに好きって」

　みかるの言葉に、ディーンは飲んでいたミルクを吹き出した。

「ちょ……やだっ！　こっちにとばさないでよっ！」

「なっ……誰が言ったんだっ！　ローラか!?　ショーンか!?」

　摑みかからんばかりに近寄られて、みかるは後じさる。

「誰でもいいじゃない」

「なんでそんなこと言いだすんだよっ？」

「だって娘の私に当たるくらいなら、本人に言えばよかったんじゃないって思っただけ」

　頭に浮かんだらそのまま何も考えずに言葉にしそうなディーンが、一番肝心だと思われることを言わず、みかるという好きな相手の娘に当たるのは、おかしい。

　みかるはそこをはっきりとさせておきたかった。

「けっ！　ガキは大人の事情がわからないからな。好き勝手に言えんだよ」

「私だったらダメ元で告白するよ。やるだけやってだめなら諦めもつくけど、何もしないまま、終わっちゃったら後悔するもん」

　勉強でも運動でも、挑戦せずに諦めることは嫌いだ。

　もちろん、やるだけやって結果がよかったらとても嬉しいが、いつだっていい結果ばかりではない。

　みかるは運が人一倍いいとか、頭が切れるとか、そういう才能には恵まれていない。だからどんなことにでもがむしゃらに努力をするだけだ。

「へ～。ならよ、俺がおまえの父ちゃんだったかもしんね～ってことだぜ」

「げ。ぜったい、やだ」

「即答かよ」

　苦笑しながらも、ディーンはじっとみかるを見つめてきた。

　意味深な目つきにみかるは嫌な予感がした。

「……何？」

「なんだよ、おまえ。おもしれ～奴じゃねえか」

　何がどうおもしろいのか理解できないが、ディーンは笑いながらみかるの頭をクシャクシャと搔き回した。

「ちょっとやめてよ！　おもしろくなんかないっ！」

　ディーンの手をようやく引きはがし、みかるは乱れた髪を整えた。

　本当にディーンはデリカシーのかけらもない男だ。

「……なんだ、ずいぶんと仲良しさんだな」

　不意にかけられた言葉に振り返ると、いきなりそこに現れたとでもいうように、静かに佇んでいるホワイトの姿があった。

　足音もしなかったし、人が近づく気配もなかった。

「ホワイトッ！　おまえな、突然現れるんじゃねえよっ！　びっくりするじゃねえか。今まで何してやがったんだよっ！」

「準備をしてから向かうと言ったはずだ」

　ホワイトはスッとこちらの前に立つと、青い石のついた指輪をみかるの左手の人差し指にはめた。

　美しいクリスタルブルーの輝きは、指輪などの装飾品にあまり興味のないみかるでも、目を奪われる。

「わ～綺麗……」

「エレノアに変身することができるのは一日三時間。石の向きを回すと変身する。この石が赤く変わってきたら、変身が切れる警告だ。真っ赤になったら戻る。次に変身ができるのは石が青く戻ってからだ」

　その話はジュリアンによって禁止されたが、ホワイトは昨日から姿を消していたため、事情を知らないのだろう。

「あの……実は……」

「そうだな。おまえの立場は姫専属の使用人ということにしておけばいい。ダミーに妖精をつけてやるから、みなから不審がられることもないだろう。さあ、一度、試してみるといい」

　ホワイトは勝手に話を進めていく。

「なあ、ホワイト」

「なんだ？」

「それ、取りやめだぜ」

「取りやめとはなんだ？」

　ホワイトは、戻ってきたショーンにすかさずそう聞いた。

　ショーンは突然問われたことに、驚いている。

「え？　なんのお話です？」

「エレノア姫変身大作戦のことをホワイトは聞いてんだよ」

「いえ……王にそれはもう……大変しかられたのです。確かに王のお怒りも理解できますし、僕たちも軽率でした」

　肩をすくめてそう言うショーンに、ホワイトはフンと鼻を鳴らして、不満な顔を見せた。

「何を甘いことを言ってるんだ、ジュリアンは。あの借金は自分でなんとかできる範囲を超えているだろうが」

「それはそうなのですが……王のお気持ちは変わらないでしょう」

「おまえはどうなんだ？　嫌か？」

　ジロリとホワイトに睨まれ、みかるは顔を上げた。

「私？　私はやる気満々だっ……え……きゃっ！」

　指輪を触っていたら、一瞬、電流に触れたような刺激が走り、手を放していた。

　同時に頭が重くなり、思わず前につんのめる。

「なんか急に頭が重くなったんだけ……ピンクブロンドっ！　しかも長っ！　……あれ？」

　目の前に揺れる長い髪は、母親のものと同じだった。

　と、ディーンは声をつまらせ、もどってきたローラは大口をあけて言う。

「ちょっと、みかるよね？　エレノア姫そっくりじゃない！」

「エレノア……様……」

「みろ、完璧だ」

「姫……」

　三人は涙目でみかるを見つめ、ホワイトだけが満足げな顔をしていた。

「ええっと……どうやってこれ……戻したらいいの？」

　姿は確認できないが、一回り細い腕や細く長い指先が自分のものではないことはわかる。
















「三時間そのままでいるんだな。せっかく徹夜で私が作った出血大サービスの指輪だ。一度くらい使ってもらわなければ、納得がいかん」

「え────っ！」

　みかるが叫ぶとホワイトはムッとした顔になった。

「おい、叫んでばかりで、私に対する感謝はないのか」

「あ……はい。ありがとう」

　ホワイトの腹立たしい態度に、みかるは思わずそう言っていた。

「……それにしても、本当に完璧だわ……エレノア様にしか見えないなんて……奇跡」

　ローラは感嘆のため息をつき、

「でも偽物だってのっ！」

　ディーンはそう言いながらも、なんだか照れている。

「姫……城に戻りましょう。お嫌だとは思うのですが、是非王にもそのお姿を……」

　ショーンは今にも泣きそうな顔でみかるの手を取った。

「私も鏡で見てみたい」

　みかるには自分の姿が見えないのだが、三人のうろたえぶりを見ていると、よほど母親に似ているに違いない。

　魔法で変身とはどんな姿になっているのか、みかるは鏡に映してみたくてたまらない。

「その姿では姫の言葉遣いに慣れるまで話すな。ただ、笑っていろ。王のことはせめて『お父様』と呼べ。とりあえずはそれでいいだろう」

　相変わらずホワイトだけが冷静だった。

「わかったっ！」

　この姿が少しでもジュリアンを喜ばせることができるのなら、それもいいだろう。

　どうせすぐには元に戻らないのだ。
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　城に戻るためにもちろん来た道を通ったのだが、行きとは違って、帰りは大騒ぎだった。

　ジャスパーに乗ったエレノアを見つけた農夫が大騒ぎであちこちの人に伝え、聞いた人がまた知り合いに伝えたものだから、あっという間にみかるの周りに住民が群がったのだ。

　みな口々に「エレノア様がお帰りになった」と涙ながらに声を上げ、手を合わせる者、地面にひれ伏す者、花を投げてくる者などすさまじい騒ぎになった。

　集団ヒステリーに巻き込まれたような状況であったが、ホワイトの忠告どおり、みかるは引きつりながらも笑顔を絶やさないようにつとめた。

　みかるが手を少し手を振るだけで歓声が上がり、笑顔を向けると人々は一斉にひれ伏す。

　これが国を治める一族に向ける、畏い怖ふと尊敬なのだろうか。

　それともエレノアだからこんな反応を国民は見せるのだろうか。

　弓道の試合で優勝したときでもこんな騒ぎはなかった。

　嬉しいというより、怖い。

　けれど、無理に近寄ってくる人間を前と後ろで守ってくれる四人が追い払ってくれていた。

　しかもみかるが乗るジャスパーは、鋭い目で睨みをきかせ、火でも噴くんじゃないかと思われるほどの嘶きをしてみせた。

　それでも城に近づくにつれ、後ろを追いかける人々の数が増え、数じゆ珠ずつなぎになった。

　その頃にはもう振り返ることなど恐ろしくてできず、城に戻ったところでようやく息をつくことができた。

　改めてみかるは自分の母親がこの国の人たちにとって特別な存在であることを自覚した。

「ねえ、よかったら衣装も変えてみない？　今ならドレスも似合うわよ」

「いいよ。でも……すごい騒ぎで怖かった」

「姫が帰ってきてくれたと、皆が感激していたのですよ。僕も、みかる様だとわかっていても、すごく感激しています」

「……偽物は偽物だからな」

「おい、大股で歩くな」

　みな口々に勝手なことを言っているが、みかるはまだ実感がない。

「ほら、ここで見て。エレノア様にそっくりでしょう？」

　ホールの端にある姿見の前にみかるはローラによって立たされた。

　鏡には紛れもない母の姿が映し出されている。

「す……すごい。ママそっくり。このピンクブロンドの髪も、白い肌も、おっきな目も……特殊メイクよりもすごいっ！　ホワイトさん、魔法ってすごいね。本当にすごいっ！」

「私を見直したか。……ああ、ジュリアンが来たぞ」

　ホワイトの言葉に顔を横に向けると、ジュリアンが奥からやってくる姿が見えた。

「城の外が大変な騒ぎになっているようだが、どうしたんだ……エレノアっ！」

　みかるの姿を見たジュリアンは驚愕の面持ちで叫び、事情を説明しろというように、ホワイトの顔を睨みつけた。

「ジュリアン。それは君の孫だ」

「そんなことはわかっているよ。だがこういう方法は認めないと昨夜きつく言ったはずだ」

　ジュリアンの視線は、ショーン、ローラへ移動し、最後にまたホワイトに戻る。

「私は今、聞いた。昨夜の話など知らん」

「……すまないね、みかる」

　申し訳なさそうに目を伏せるジュリアンに、みかるは言った。

「私に協力させてください」

「え？」

「今、私は夏休みに入ったばかりだし、このネックレスをかけていたら向こうの世界の時間は進まないんでしょう？　少しくらい滞在しても大丈夫です。だからこの姿でできることをやらせてください」

　他の誰のためでもない。祖父であるジュリアンの力になりたいのだ。

「もちろん何日でも滞在してくれて私は構わないよ。ゆっくりこの世界を楽しんでくれたら私も嬉しいが……。だからといってエレノアの姿になって何かをしようとは思わなくていいんだ」

「おじいちゃんが大変なのに、何もせずにこのまま帰ったらパパとママに怒られます」

　みかるが笑顔でそう言うと、ジュリアンはまた悲しそうな顔をした。

「あっ、王様でした」

　すぐさま言い直すと、ジュリアンはパッと表情を明るくさせた。が、思い出したようにまた表情を曇らせる。

「みかるの気持ちは嬉しいんだが……」

「ジュリアン。君に悩む選択肢など残されていないんだぞ」

「王様。家族は助け合わなくちゃならないって、うちのパパがいつも言ってます。私もそう思います。だからやらせてくださいっ！」

　みかるがさらに意欲を見せると、ジュリアンはしばらく逡しゆん巡じゆんしたあと、口を開いた。

「……わかったよ。みかるがそこまで言ってくれるのなら、甘えさせてもらうよ。だが、みかるが嫌だと感じることは絶対にしないと約束してくれるかい？」

　ジュリアンは渋々という様子だが、今もまだ納得はしていないようだ。

　みかるもジュリアンの気持ちは理解できる。

　借金返済のために自分の孫を巻き込むなんて、普通なら避けたい事態だろうからだ。

「大丈夫。私、すごくわくわくしてるの。やってみたい」

「ならいいんだが……。おまえたちもみかるに対して、嫌がることを無理に押しつけたり、望んだりしない……と、約束してくれないかな」

　ローラとショーンは神妙な顔で頷き、ディーンとホワイトはニッと笑った。

「なんだか……ホワイトにしてやられた気分だねえ」

「そうか？　だがエレノアに変身した孫に見とれている場合じゃないはずだぞ。明後日が月に一度『婚約の華』を交わしている五人が集まる『華の宴』だったはずだ。偽物とはいえ、国民にはエレノアの帰還を知られてしまったからな。その噂はすぐに近隣諸国に伝わるだろう。ならば『婚約の華』を交わしているフィリップに姿を見せないというわけにもいくまい。今すぐ準備にかかっても間に合わないぞ」

　ホワイトの言葉にみかるは、尋ねるような顔をローラやショーンに向けた。

「え、そうなの？」

「そうだったわ。じゃあ、まずは言葉遣いの徹底から始めましょうか」

「衣装に優雅な身のこなしも身につけていただかないと」

「食い方も指導が必要なんじゃねえの。がつがつ食っちまわないようにな」

　ジュリアンの許しが出たとたんに、みな好き勝手なことを言いだした。

「……え……あ……うん」

　いろいろ言われると、短期間に自分が身につけなければならない数多くのことを想像し、本当にエレノアになりきれるのかどうか、みかるは急に不安になってきた。

　だが同時に、初めての遠足を控えたときのような、わくわくした気持ちもこみ上げてくる。

　いまだ心配そうな顔をしているジュリアンに、みかるはエレノアの姿で微笑んだ。

　ジュリアンが一瞬、目を潤ませたのをみかるは見逃さなかった。

「みかる、本当に無理はだめだよ」

「私は大丈夫！」

　みかるは拳を振り上げガッツポーズをした。
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　気合い十分で望んだものの、最初の難関は言葉遣いだった。

　自分の母親がどんなふうに話すのかを思い出し、それをまねたらいいだけだと高を括っていたのだが、そう簡単なものではなかったのだ。

　大股に歩かないことはできても、優雅な物腰で歩くことは、そう簡単にできない。

　三時間などすぐさま経って、みかるの姿は元に戻った。

　その間も、エレノア姫が帰還したことを知った人たちが、時間を追うごとに増えて、人々はそれぞれ手に贈り物を携え、是非姫にと城へやってくる。

　ジュリアンとショーンは人々から持ち込まれた贈り物を受け取り、家に帰るよう促していた。

　外から聞こえる人々の声は、すべてエレノアに対してのものだとわかっていた。だが、なんだかみかるも励まされているように聞こえ、ローラが休憩を取ろうと言っても拒否して努力した。最後にはローラがここまでだと言って休憩させた。

「これ、すごく美味しい」

　用意された冷えた飲み物は、さっぱりした味で、渇いた喉のどを潤うるおしてくれる。

「喜んでもらえてよかったわ。みかるもよくがんばったから、本当はもっとご褒ほう美びがあっていいんでしょうけどね」

　必死になっていたときは気づかなかったが、身体はくたくたになっていた。

　みかるは空になったカップをトレーに置くと、ベッドに倒れ込んだ。このままぐっすり眠りたいほど、今日は朝からいろいろありすぎて、ちょっぴり疲れた。

「ううん。これで十分。でもさ～、ママって本当に特別なお姫様だってよくわかった」

　もうすぐ日が暮れるというのに、まだ外から人々の声が聞こえてくるのだ。

　よほどエレノアの帰還が嬉しかったに違いない。

「ところでフィリップ王子って、どんな男の人なの？」

　柔らかいベッドから顔を上げてみかるは聞いた。

「あそこの王子は三人いるんだけど、実は母親がみな違うのよ」

「え、お后様が何人もいるの？」

「いいえ。一人よ。長男の母君はすぐに亡くなられて、二男のフィリップ王子の母君も十歳の頃亡くなられたはずよ。今は三男の母君がお后様。三人ともかっこいいわよ。誰もが一度は恋をすると言われてるほどもてるわ。そのうちフィリップ王子は聡明で、穏やかな人柄と聞いているわね」

　三人とも母親が違うというのはとても複雑に思えるのだが、ローラの口調には深刻な雰囲気はない。ここではごく普通のことなのかもしれない。

「フィリップ王子は、二男のためか養子に出てもいいというお立場なのね。だからエレノア姫を含む五人の華はすべて養子を希望している姫たちなの。今のところフィリップ王子がエレノア姫を愛されているのかどうかはわからないわ。伴侶を決めるまでは、五人の華はどの人も対等に扱われる決まりになっているから」

　最初、母親に婚約者がいると聞いたときは驚いたが、同じ立場の女性が四人いるなら話は別だ。四人もいたらその中に本命がいたとしてもおかしくない。

　とはいえ、母親がどういう気持ちでいたのか、知っておきたかった。

「ママは何かそういうことをローラに話したことあるの？」

「そうねえ……フィリップ王子はとても素晴らしい方よ……とおっしゃったことはあったんだけど……好きとか嫌いとか……そういう話はなさらなかったわ」

　ちらりとみかるの方を見て、ローラは軽く咳払いをした。

　確かにエレノアの娘であるみかるを前にして、この話題は話しにくいだろう。

「私、ママの生まれたこの国のために、なんでもやるつもりだけど、少し気が引けてきて……」

　身体を起こしてベッドに座り込むと、ローラも隣に腰を下ろした。

「少しじゃなくてたくさんあるだろうけど……何？」

「私がやろうとしていることは、ママに変身してフィリップ王子に……その……言葉は悪いけど、お金をねだるってことだよね？」

「ま……まあ……言いようによってはそうなるわ」

「ちょっと悪い気がしてきたの」

　騙すという言葉はみかるに似合わない。

　それなのにエレノアに変身して、似合わないことをしようとしている。

「それが普通の感覚だと思うわ。どれだけ言葉を飾っても結局お金をねだるってことだし」

「ママもその……準備金のために婚約の華を交わしたのかな？」

「違うわ。この国が傾いたのはそのあとのことよ。もともと裕福ではなかったけどね」

　母親だってみかると同じ女の子だった。父親に出会うまで、何人か好きな人がいただろうし、恋だってしただろう。

　ただ娘の立場としてそれを知るのは、興味があってもちょっぴり複雑だ。

　この世界では母親にとって二年前の話であり、遠い過去の思い出ではないからだろう。

「なんだかなあ……」

「何を今更ぐだぐだ悩んでいる。女は男を虜にしてこそ価値が上がる。エレノアの美貌を最大限に生かして、借金をすべて肩代わりしてもらうくらいの勢いで、手玉にとるんだな」

　いきなり部屋に入ってきたホワイトは、今までの話を聞いていたかのような自然さで、そう言った。

　本当に得体の知れない魔導師だ。

「手玉に……とる。私が？　ぶはっ！」

　みかるが笑っていると、やけに真剣な顔でホワイトは髪を撫で上げた。

「おまえにそれができないとジュリアンはあの金貸し屋の餌え食じきだぞ。もしくはおまえ自身が五十や六十の男の元へ嫁ぐことになる。さあ、好きに選ぶといい」

「あり得ない選択っ！」

「なら、悩んでいる暇はなかろう」

「娘だからこそいろいろ考えることがあるの！」

　そう、娘だから悩むことが多い。互いの世界が同じように時を刻んでいたらまだよかった。

「でもノークレーブス国は相当な金持ちだから、そこまで気にしなくていいと思うわ。どこの国も財政が厳しいときは、婚約者に援助金をもらって乗り切ってるから。以前も話したと思うけど、『婚約の華』が何人もいるのは、小国を援助する目的のためにつくられた制度だからよ」

「いっそのこと、フィリップを婿にもらったらどうだ。なら、問題はなくなるぞ」

　ホワイトはからかうふうでもなく、当たり前のようにそう言った。

「それはだめっ！　そんなのできるわけないでしょっ！」

「なら、悩んでる暇はないだろう」

「……ちょっと肌を見せて流し目を送ったり、足をチラ見せしたらいいんでしょっ！　なんだったら胸にパンを詰めてもいいよ。借金返済のためなら、なんだってやるんだから」

　みかるが鼻息荒くそう言うと、ローラは身体を折り曲げて笑い転げ、ホワイトは不快なものでも見るように顔を歪めた。

「面白そうだがやめておけ」

「面白い？　……どうして？」

「普通に言えばいいのよ」

　ローラは目に涙を浮かべながら、そう言った。

「普通にって？」

「にっこり微笑んで『国の財政が苦しいので援助してください』、だろう？」

　ホワイトが冷ややかな目でみかるを見ながら、呆れた口調で言う。

「……ホワイトさんは美貌を最大限に使ってって言ったじゃないですかっ！」

「そこでどうして胸にパンを詰めるという発想が出るんだ？」

「え……だって……変身してもあんまり胸は大きくないなあ～って思って」

　ローラはまた隣で笑い転げ、ホワイトはみかるに聞こえるほどのため息をついた。

「よく聞け。エレノアはそこにいて微笑むだけで、その美貌が輝きを増すんだ。毎日母親を見て育ったのだからわかるだろう？」

「……そ……そうだけど」

「それにエレノアに流し目や肌見せなど……はしたないことはさせるな」

　だったら最初からこうしろと言ってくれたらよかったのだ。

　もっともホワイトとこれ以上言い合う気はない。

「じゃあ、私はひたすら笑って、『追加で援助してください、えへっ』って言えばいいの？」

「『えへっ』は余計だ」

「そんなに深く考えなくてもフィリップ王子はとてもお優しい方だそうだから、大丈夫よ」

　ようやく笑いが収まったのか、ローラは目元をぬぐいながら、身体を起こした。

　だが、ふとみかるはあることを思いついた。

「ホワイトさんが魔導師ってことは……魔法使いみたいなもの？」

「だったらなんだ？」

「お金を作ったりできないの？　ほら錬金術とか。だったらすぐ解決するよね」

　みかるには、魔導師といえば空を飛んだり、姿を消したり、何もない空間から食べ物を出したりという便利なことができるイメージがあった。

「魔導師がやってはならないことはなんだと思う？」

「知らない」

「では教えておいてやろう。死者をよみがえらせること、錬金術、男女の諍いさかいの仲裁だ」

　ホワイトの言葉はみかるの興味をかき立てた。

「最後のはよくわからないんですけど」

「くだらない問題に首をつっ込むなということだ」

「死んだ人をよみがえらせたり、お金を作ったりって、できないわけじゃないってこと？」

「代償が必要だがね。たいていのことは、それに見合うものなどない。何事も楽をしては達成できないということだ」

　まどろっこしい言い方をしているが、金を作る力はあっても、できないらしい。

　なら期待を持たせるような言い方をせず、最初からできないと言えばいい。

「けち」

　みかるが唇を尖らせてそう言うと、ホワイトは意味ありげに微笑する。

「素晴らしいほめ言葉だ。さあ、もっと聞かせてくれ」

「やめなさいよホワイト。それより馬車をどうしたらいいかしら。借りるお金もないわよ」

　ローラが話題を変えると、ホワイトはフンと鼻を鳴らして、みかるから視線を逸らせた。

「あ、お金……実は金貨を持ってるんだけど……」

「えっ……みかるがどうして？」

「幸せ仮面さんにもらったの。姫には内緒で使ってほしいって。私は返すつもりだったんだけど、よく考えたらいつでも会える人じゃないんだよね。使っていいと思う？」

　椅子の背に引っかけているジャケットのポケットから、革の袋を取り出し、ローラに渡した。ローラは中を開けて確認すると、ああ……と感激の声を発し、安堵の表情になる。

「みかるがこのお金を使うことが嫌なら、とりあえず借りたことにしましょう。大金が入ってきたら返すの。でも……本当にありがたいわ～。馬車だけじゃなくて、滞在費用も馬鹿にならないし……それをどう工面しようかとみんな思ってたのよ」

　本当にこの国にはお金がないようだ。

　みかるもローラの提案を受け入れ、借りたことにしてありがたく使わせてもらうことにした。

「ローラ、みなに徹底しておかなくてはならないのはこの子を呼ぶときは『みかる』だ。姫というのはエレノアのとき以外使わないようにしろ。この子がエレノアの娘というのも、変身するというのも、絶対に秘密だ」

「わかったわ。ディーンやショーンにも伝えておくわ」

　ローラがそう言うと、ホワイトは音も立てずに部屋から出て行った。

「ホワイトさんって、不思議な人だよね」

「彼は王妃様とともにこの国にやってきた魔導師なの。でも王妃様がエルフの国へ戻るとき、エレノア様のことを頼まれたの。だから今もこの国にいるのよ。本来、人や国に仕えることはない伝説の魔導師だったから、当時は大変な騒ぎになったものよ」

　取り付く島もない魔導師だと思っていたが、ローラから聞いたことで少し、ホワイトに対する評価が上がった。

「へ～意外に律りち儀ぎな人なんだ。じゃあ、あの人はエルフなの？」

「さあ、木の股またから生まれたって噂もあるくらいだから、わからないわ。いつだって、な～に考えてるのかよくわからないへっぽこ魔導師よ。なんでもできるくせに、頼んでもなかなかしてくれないっていうかね。畑が干上がってるのに、人は自然に逆らってはいけないなんて偉そうに言って、なんにもしないのよ」

「そうなんだ」

「そうそう、ジャスパーもエルフの国から来たのよ。ジャスパーはエルフの守護馬って呼ばれてるの。みかるがジャスパーに乗ることができるのはあなたがエルフの血をわずかでも継いでるからよ。ホワイト以外、私たちの誰一人として、あのジャスパーに乗れない……というより、乗せてくれないの」

　言われてみれば、今日もジャスパーはみかるの側で草を食べていたし、帰りもちょっと過激に近づいてくる住民をジャスパーは牙の生えている顔で威い嚇かくして追い払ってくれたのだ。

「ジャスパーって賢いんだ」

「ホワイトが、最初、みかるにジャスパーに乗るように言ったのは、みかるがエルフの血を引いているのかどうか、確かめたかったんじゃないかしらね。みかるがジャスパーを呼んだら、あの馬はどこにいてもやってくるわよ。今はみかるの守護馬だから」

　自分だけの特別な馬なのだと知らされると、なんだか嬉しい。

　みかるがにこにこしているところに、ディーンが戻ってきた。

「なんだよ～、もう変身の時間は終わりか？」

　あれほど偽物だと馬鹿にしていたはずなのに、元に戻っているみかるを見て、明らかな落胆の表情を浮かべたのだ。

「偽物って言って気に入らなかったくせに」

「まあ、そうだけどよ……。ああ、そうだ」

　頭を搔きながらディーンはみかるから視線を逸らせ、壁にもたれかかると腕を組んだ。

「どうしたの？」

「下はもう半端じゃねえほど、すげえ騒ぎになっちまってるぜ」

「みかるのことで？」

「エレノア姫、祝ご帰還。偽物だけどよ」

　ジロリと睨まれたみかるは、逆にディーンを睨み返した。

　だいたい、こうなったのはみかるのせいではないし、エレノアがどれほど国民に愛されていたのかなど想像すらできなかったのだ。だからエレノアを見て驚喜する人々を目の当たりにして、みかるの方が驚いた。

「でしょうね」

「それにエレノア姫がお戻りになったから、今年からは毎年豊作だ、安泰だとみな騒いでるぜ」

「姫が帰ってくるとどうして豊作になるの？」

「エルフには癒しの力だけでなく、自然を豊かにする力があるって信じられてるんだよ。ま……王妃様は確かに病気を治す癒しの力をお持ちだったし、エレノア姫がいらっしゃった頃は、毎年豊作で、国民の生活は豊かだったからな。エルフの力ってのも、全く噓とは思えないぜ」

　母親が誰かの病気を治した話は聞いたことがないし、自然を豊かにしたということもない。

　きっとエルフという神秘な存在が、そういう風評を生んだに違いない。

「なんだかすっごく噓くさいんだけど……。それって単なる噂でしょ？」

「それがな、エルフってのは不思議なことがつきまとうんだよ。だいたい、エレノア姫がこの世界から姿を消されてからの二年、干ばつだけじゃなくて、嵐が来たり、海賊が港を占拠したりだ。それに果実がちっこかったり、数や糖度が足りなかったり、さんざんなんだぜ。エレノア姫がエルフの国に戻られたという話だけでも国民は落胆して、一時的に働く意欲をなくした。ますます借金を増やした理由の一つだ」

　どれほど聞いてもみかるには単なる偶然としか思えない。

　もしエルフの血を引いているのなら、みかるにそういう力があってもおかしくないだろう。だがいまだかつて、不思議な体験をした記憶はないのだ。

「あはは……それって偶然だって」

「笑ってんじゃねえ。国民はそうは思わねえんだよ。……で、少しは姫らしくなれたのかよ」

　窓枠に腰をかけたディーンは、明らかに馬鹿にした薄ら笑いを浮かべる。

　みかるは身体を起こして親指を立てた手を前に突き出した。

「完璧！」

「なんだそりゃ。相当やばそうだな」

　呆れたように笑うディーンに、みかるはムッとする。

　これでもできる限り努力しているつもりなのだ。

「笑わないでよ。これでも必死なんだから」

「そうだったな。ほら、土産だぜ」

　ディーンはポケットからいびつな楕だ円えんの形をしたものを放り投げてきた。

　上手くキャッチしたみかるは、アボカドにも似た緑色の物体を手の中で転がす。

「……何これ」

「この国の果物だ。まだ収穫には早はええけど、姫様にってよ。皮はツルッと剝けるから、食ってみろよ。食えそうだったらまだ下のホールにいっぱい積んであるから、好きなだけ食え」

　みかるが手の中のものを見ていると、ローラが皮を剝いて、戻してくれた。果実は皮より薄い黄緑色をしていて、美味しそうには見えなかった。

　それでも意を決して食べてみると、見た目とは違って十分熟うれ、甘い果汁が口内にあふれた。

「あれ、すごく美味しい」

「そか。よかったな」

「……これまだたくさんあるの？」

「ホールが果物の山になってるぜ。他にもいろいろあったな」

「どうせ、全部食べきれないんだから、もらい物だけど売ってお金にしようよ」

　みかるの提案に、ローラとディーンは顔を見合わせ、またこちらを見る。

「売るのがだめだったら、王様のおつきあいの上で大切な人に贈るのもいいし。それこそ食べるものがなくて苦しんでる家に配分して、王様の評価を高めるために利用するのもいいと思う。借金返済の秘訣、第十条。腐るもらい物は有効に使え。借金を減らすためになんでも利用しなくちゃ！」

　もらい物を横流ししたり、売ったりするのは気が引けるかもしれないが、それはまだ余裕のある人の感覚だ。この国にはそんな余裕はない。

「……なあ、ちなみによ、腐らないものはどうするんだ？」

「借金返済の秘訣、第九条。腐らないもらい物は、オークションで売れ。それが？」

「いや……とりあえず、腐らないうちに有効に使うよう、ショーンに言ってくるよ」

　ディーンは頭を搔きながら、部屋から出て行った。

「みかるってすごいわ」

「パパの請け売りだよ」

　みかるは笑顔でさらに果物を頰張った。
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　初めて母親の生まれた国を訪れたとき、そこに立つ優美な城を見て感動した。

　だが、今、目前にある城は、その感動をさらに上回るものだった。

　人工湖に囲まれた頑丈な城は、二重の城壁を同心状に配置している。外壁より内壁の方が高く、外部からの攻撃に耐えうる設計になっているようだ。

　外壁と内壁にある八角形の見張り小塔には兵士が立っているのが見え、みかるは思わず感嘆の声を上げた。

「すごい。うちと全然違う」

　城門から延びる橋は幅広で、馬車で通ってもあまり揺れを感じなかった。

　そこにも等間隔に兵が立っていて、城を訪れる客に不審なところがないか、厳しい目を向けている。

「こんなところにも兵隊さんがいるんだ」

「中にいる人間の数も違いますよ」

　御者台に座り馬の手綱を持つショーンはクスリと笑った。

「なんだか……どきどきしてきた」

「大丈夫ですよ。打ち合わせどおりに進めれば、問題はないでしょう」

　ショーンはあっさりとそう言ったが、みかるの緊張は今までにないもので、時々深く息を吸わなければ、胸が苦しくなるほどだった。

　さらになぜかみかるの乗る馬車とすれ違う人たちや橋に立つ兵までも、こちらの馬車をジロジロとやけに見つめてくるのだ。

　自分の格好が変なのかと思わず見下ろしてしまったほど、そのあからさまな視線に、みかるは困惑を隠せない。

「ねえ、みんなじろじろ見てるけど……」

「エレノア様がお姿を現されるのは二年ぶりですからね。みなお顔を拝見したくてたまらないのです」

　確かに馬車にはどこの国のものかを示す紋章がついているため、どの国の一団かわかる。特に今日は『華の宴』が執り行われるため、誰が乗っているのか予想がつくのだろう。

「この国でもエレノア姫って有名なの？」

「この世界で有名なんです。どこの国の王子がエレノア様のハートを射止めるのかという噂でもちきりですよ」

「『婚約の華』はフィリップ王子と交わしているから、今はどうにもできないのよね？」

「そうです。それにうちは男子の跡継ぎがいませんから、来ていただける方でないと縁談は進められないのです。そういう条件がありますから、誰でもというわけにはいかないのですよ」

　国が存続するにはもちろんしっかりとした君主が必要で、跡継ぎが大切なことも理解できる。でもだからといって好きでもない相手と結婚する考え方にはなじめない。

「この世界では好きな人と結ばれるのが難しいの？」

「そういうわけではないのですが……やはり政略結婚は多いですね。みな国を思い、よくしたいと願っていますから」

「でもママは……パパの元へ行っちゃったんだよね」

「そうですね。大変な決心をされて行かれたのだと思いますよ。どのような選択でも、あの方のためになるのなら、私たちは受け入れます。……さあ、ここで降りてください」

　城内に入った馬車は来客専用の広間に集められていて、他に四台の馬車が停まっていた。こちらのものより倍以上大きなものや、三頭立てのこちらとは違い、六頭立ての立派な馬車もある。みな専用の御者がいてそれぞれ着飾っており、中にはみかるには滑稽な姿に見える御者や剣士もいた。

「なんか……きらきらしてる」

「ええ。借金をしてでも自らを飾り、フィリップ王子に見初めてもらおうと、みな大変な努力をされていますからね。大国の王子が養子に出てもいいとおっしゃられるのはまれなんです。だから必死なんですよ。もちろん、うちもそうでしたが」

「……ふうん」

　鳥の羽根をたくさんつけた変な形の帽子をかぶっていたり、太もものところがふくらんだズボンを穿いている人もいて、なんだか笑える。

「みかる様。みな、エレノア様に注目をされています。粗そ相そうのないように、お部屋まで案内してください」

「任せて、大丈夫」

　ホワイトの用意したダミーを案内する練習を何度もした。

　みかるは三時間しかエレノアの姿を保てないため、行き帰りのダミーが必要だったのだ。

　ホワイトが作ったダミーは人のような動きをするが、衣服の中身は空っぽ──正確には妖精が一匹入っている──なので、絶対にベールを上げさせないようにしなければならない。

　みかるはエレノア付きの侍女として行動し、必要に応じて変身することになっている。

　御者の席から降りて、みかるは打ち合わせどおり、馬車のドアを開けた。

　中にはダミーのエレノアがいて、みかるの差し出す手を取り、優雅な足取りで馬車から降りてくる。誰も中に妖精が入っていることには気づかない。

　エレノアのドレスは金糸を織り込み光り輝き、袖そでや裾すそが長い。腰紐の刺繡は手の込んだもので、宝石もちりばめられている。頭からかぶっているベールは足下まであり、エレノアの顔をすっぽり隠していて、もともとある神秘性をさらに高めていた。

　周囲の人々の視線はすべてエレノアに向けられ、みかるの肌はちくちくした。

「護衛はお一人だけ許可されていますが、武器のたぐいはすべて預けていただくことになります。どなたをお連れになりますか？」

　ノークレーブスの案内人が、表情のない顔でそう言った。

　みかるはダミーのエレノアにそのことを聞くフリをして答えた。

「ローラ・マーセットに護衛を」

　みかるがそう伝えると、なぜかディーンが面白くなさそうな顔をしたが、その理由はわからなかった。

　人の視線は本当に身体に刺さるものなのだと驚きつつも、みかるはダミーを連れて、ノークレーブスの案内人のあとを追った。

「王子様に会う順番って決まってるの？」

　案内された部屋に入って着替えなどの荷物を整理し、みかるはローラと二人きりになったのを確かめてから口を開いた。

「決まっていないわよ。向こうから呼びにくるから、優雅にくつろいで待っていたらいいのよ。そうだ、みかる。ありがとうね」

「え、何が？」

「私を護衛に選んでくれたこと。すごく嬉しかったわ。みかるは知らないと思うけど、ここで護衛に選ばれることは剣士としてとても名誉なことなのよ。他の国の剣士も来ているから、胸を張れるわ」

　ローラは興奮気味にそう言い、頰を紅潮させている。

「いつもは誰を指名してたの？」

「エレノア様はディーンを指名していたけど、今はちょっと無理なのよね」

「どうして？」

「いろいろね……」

　言葉を濁したローラはディーンだと無理な理由を教えてくれそうにない。たぶん、みかるのことが気に入らないから、護衛などしたくないのだろう。

「……じゃあ、次があってもまたローラにお願いするね」

「嬉しいわ」

「それで……向こうから呼びに来てから、変身したらいいのよね」

　客室はバルコニーのある部屋で、外に出ると中庭が一望できる。バルコニーは部屋ごとに柵で仕切られていて、隣とは仲良く話せないようだ。

「それがいいと思うわ。一人の華に対してだいたい三十分から一時間、二人きりで過ごす時間が与えられているから。みかるの変身時間を考えたら、呼び出しがあってから変身した方が安全だと思うのよ」

「そこへはローラは一緒に行けないの？」

「当然よ、私はここで待たされるのよ。もちろん侍女もね」

　ローラは部屋に用意されていた水差しからカップに水を注いで、みかるに差し出した。

　銀のカップはよく磨かれていて、触れた唇がひんやりする。

「そういえば……五人の華が顔を合わせる機会ってあるの？」

「二人きりの時間が終われば、お茶を楽しむ場所に案内されるわ。そこで他の華と話すこともできるし、そういったことを拒否することもできるの。みかるの場合は、やめておいた方がいいわね。あまり長い間話すとぼろが出る可能性が高いし、三時間を超えてしまうと大変だし」

「わかった。がんばる」

「そうそう、エレノア様はあまりご自身から話されない方だったから、くれぐれも聞く側に徹すること。そのあとで援助金の追加の件を話したらいいわ。向こうもこちらの財政状況をご存じだろうから、詳しく話さなくても大丈夫でしょう」

　ローラの言葉に、みかるは内心では驚いていた。

　もちろん母親はおしゃべりな方ではないが、無口でもない。

　陽気な父親につられるのか、母も楽しそうに話しているし、聞く側ばかりではないのだ。

　もしかすると彼らの知るエレノアと、みかるの知る母としてのエレノアとのずれが、父親を伴侶として選んだ要因だったのかもしれない。

　などと勝手に想像してみたものの、みかるは二人のなれそめを知らないのだ。

　帰ってから聞けばいい。だがまずはこちらをなんとかしなければならない。

「わかった」

「大丈夫。みかるはすごく度胸があるから」

「そう？」

「でも、熊みたいにうろうろしないで、少し座って落ち着きなさいよ。みかるなら大丈夫。上手くやれるって」

　ローラはみかるの両肩をぽんぽんと叩いた。

　意外なことにその仕草が高ぶっていた気持ちを少し落ち着かせてくれる。

「うん」

「そろそろお時間です。エレノア姫、ご準備をお願いします」

　みかるはローラと顔を見合わせ、頷いた。
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　何も怖くない。

　どれほど大きい国の王子であっても、相手はただの男だ。

　にっこり微笑んで、話しかけられたら頷いていたらいいのだ。

　みかるは案内されるまま回廊を抜けて、中庭に出た。

　城内なのに雑木林があり、樹間にはお茶を楽しむための小さな建物がある。所々に澄んだ小川が流れていて、城の中とは思えないくつろぎの空間になっていた。

　雑木林にはくねくねとした小道もあり、また、展望所へと向かう遊歩道も延びている。周囲には赤やオレンジの鮮やかな花が咲き乱れ、素晴らしい庭園を造っていた。

「こちらでお待ちください」

　みかるは赤い花が咲き乱れている場所に設置された椅子に座るよう促されて腰を下ろした。

　案内人は音もなく姿を消す。しばらくは自然が作り出す音だけが、周囲に満ちていた。

「エレノア姫、二年ぶりですね」

　その声に顔を上げると、今まで見たことのない、また想像をしたこともない美しい王子が立っていた。

　彫りが深く、目鼻立ちがはっきりとしている。優しげな青い瞳に、睫は長いのに女っぽくはない。腰まである金髪はサラリとしており、宝石が連なる髪飾りとともに揺れていた。

　均整のとれた体軀に優雅な身のこなし。

　想像上の王子様というのはこういう人なんだと思うほど、フィリップは美しい王子で、また高貴さを纏まとっていた。

「……は……はわ……いえ、はい」
















　フィリップはみかるの隣に腰を下ろし、椅子の縁を摑んでいるみかるの手に、自らの手を重ねてきた。

　男の人にこんなふうに触れられたことがないみかるの心臓は、今にも飛び出しそうなほど鼓動を速めているのに、身体は逆に硬直している。

「姫への想いは……時を重ねてもなお消えることなく、私の心を熱くさせておりました」

　言葉は耳に入ってきているのだが、その意味を理解するところまでいかない。

　祖父のジュリアンだって爽やかな笑顔と、凜りんとした高貴さがある。ホワイトは謎めいた雰囲気を纏い、静かな夜に浮かぶ月のような美しさを持ち、ディーンはがさつだが精悍でワイルドな男らしさがあった。ショーンは整った顔立ちをしていて、落ち着いた大人の魅力を感じる。

　みなそれぞれ綺麗だったり格好良かったりするのだが、フィリップは全く違うのだ。

　同じ人間のはずなのに、まともに目が合わせられない。もし目を合わせたらフィリップの容姿に魅入ってしまい、呼吸困難を起こしてしまうんじゃないかと思うほど、綺麗な王子なのだ。

「エレノア姫？」

「あの……わたくし……」

「大変だ。なんと顔色が真っ青ではないか。少し横になられた方がいい」

　あっという間に抱き上げられて、みかるは本気で息が止まりそうになった。

　これってお姫様だっことか言うんだよね？

　などと思いながら、その事実に身体が硬直する。

「いえっ……あの……大丈夫です」

　かろうじて出た声も無様にかすれていて、それが余計にフィリップを心配させた。

　いやもうどうでもいいから下ろしてほしいと思うのに、フィリップは樹間にある小さな建物の階段を上がって中へ入ると、みかるの身体を長椅子に横たえた。

「誰か、いないかっ！　ああ、姫のご気分がすぐれないようだ。毛布と医師の手配を」

　主の声を聞きつけてやってきた召使いに、フィリップは厳しい声を飛ばした。

　そんなフィリップに、みかるは焦りながらも身体を起こす。

「いえ……お医者様は必要ありません……しばらくこうしておれば、すぐによくなります」

　いや、このフィリップがいなくなれば、この変な気分もよくなるはずだ。

　彼が一番の問題なのだ。

　青く澄んだ瞳がじっとみかるを見つめている。

　その心配そうな表情に、ドレスの裾をまくり上げ、脱兎のごとく駆け出したくなった。

「姫、私は御身を何ものにも代え難いほど、心配しているのですよ」

　御身といわれても、みかるは答えに困る。こんなふうに熱っぽい目で見つめられたこともないし、告白にも似た愛の言葉を告げられたこともない。

「す……すみません」

「エレノア姫。婚約の華を継続している間は、一人を特別扱いにはできぬもの。だが、この二年もの間、私が幾たび眠れぬ夜を過ごしたことか、姫にはおわかりか？　姫に会えない日々がどれほど世界を灰色に変えたのか……私のこの胸を裂いて見せることができたなら……」

　フィリップはみかるの両手を自らの手で温めるように包み、鼻先が触れそうなほど、顔を近づけてくる。

　彼の青い瞳に映る人物はエレノアだ。

　高い鼻に、情熱的な唇はみずみずしい。

　もしかしてキスをしようとしているのだろうか。

　唇に唇が触れたらどんな感触がするのか。

　この美しい王子に抱きしめられたら、どんな感じがするのだろう。

　みかるは自分の想像に羞恥して顔を真っ赤に染め、横たわっていた椅子から身体を起こすと、フィリップから視線を逸らせながら、言った。

「……あの、王子」

「ええ、なんでしょう、姫」

　王子は五人の中でエレノアを愛しているのだ。

　もっとも母親がどれだけもてるのか、よく知っているみかるからすると、これが当然のことだと予想すべきだった。

　こういう相手からさらに金を援助してもらうわけにはいかない。

　エレノアはすでに結婚し、みかるという子供がいる。

　フィリップの気持ちを踏みにじるようなことは、決してしてはならない。

　きっと母親もそう思うはず。

「いただいた準備金はすぐにはとても無理ですが、分割して何年かかろうと、きちんとお返しします。だから私わたくしとの婚約の華を解消していただけませんか？」

　これがきっと正しい選択なのだ。

「……姫？」

「大切に思ってくださる方からお金をいただくなんて、とてもいけないことだと思います。本当に、本当にごめんなさい」

　みかるは椅子から飛び跳ねるようにして下りると、何度かフィリップに頭を下げて、彼が引き留める声にも振り返らず、一目散に逃げ出した。
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　どこをどう走って、部屋に戻ってきたのかわからないほど、みかるは興奮していた。

　エレノアの姿をしていることなどすっかり忘れ、大股で走ったかもしれない。

　髪を振り乱し、ものすごい形相をしていたかもしれない。

　けれど、すべてが真っ白になって、逃げ出すことしか頭になかったみかるに、そんなことを考える余裕などなかった。

「どっ……どうしたの？　フィリップ王子とは会ったの？　まだそれほど経ってないわよ」

「言っちゃった……」

　部屋の柱にしがみつき、みかるは呼吸を整えた。

　心臓はまだ早鐘を打ったように鼓動していて、落ち着く様子がない。

　ローラはみかるの前に回り、心配そうにのぞき込んでくる。

「援助してくれるって？」

「違うの」

「違う？」

　困惑気味に見下ろすローラにみかるは顔をしかめて叫んだ。

「婚約の華を解消してほしいって言っちゃったのっ！」

「はあ────っ!?　ど、どういうことなのよっ？」

「だって……フィリップ王子はママのこと好きなんだよ。そんな人からお金をもらうなんて……できないって」

　目も口も大きく開いて驚愕しているローラに、みかるはボソボソと告げた。

「でもね、みかる」

「国が大変なのはわかってる。借金のためになんでもしなくちゃならないこともよくわかってるのっ！　他のことならなんだってする。バナナのたたき売りだってするし、リンボーダンスもするわ。でも……だめだよ、相手の気持ちを踏みにじるようなことは。ママだって絶対にこうしてる。私だって嫌っ！」

　柱にさらにしがみつき、みかるは吐き出すように言った。

　みかるが婚約の華の解消を口にしたとき見せた王子の驚きと寂しげな顔は鮮明に脳裏に焼きついている。美しい王子にあんな顔をさせたことも罪悪感としてみかるの胸を締めつけている。

「……みかる」

「どうしてママは……ちゃんとフィリップ王子にさよならしなかったの？　そうしてくれてたらこんなことにならなかったのに……」

　何が悲しいのかわからないが、みるみるうちに目が潤み、頰を涙が伝った。

　ローラはそんなみかるの背に手を伸ばし、そっと撫で上げる。

「そうね」

「本当に……びっくりした。世の中にあんな男の人がいるなんて……私、思わなかったの。本当の王子様だった。好きなアイドルと握手したときでもこんな気持ちにならなかったのに……」

　目が合った瞬間、心臓を鷲づかみにされた。

　熱いフィリップの眼差しが、本当に自分に向けられているような錯覚に陥るほど、青い瞳に吸い込まれ、我を忘れた。

　問題はフィリップは目の前にいるのがエレノアだと信じて、自分の気持ちを告白したことだろう。

　みかるが聞いてはならなかった言葉。

　あれは母親に対して告げられた言葉だから。

　それをわかっていながら、キスをされたら抱きしめられたらと想像したのだから、もう穴があったら入りたい気分だ。

「そっか。わかった。もう泣かなくていいのよ。私たちも悪かったのね。あなたに甘えて、つらい役回りをさせてしまって、ごめんなさい。ジュリア様の言うとおりだったわね。ほんとに謝らなくちゃならないのは私たちの方よ。ほら、泣かないの」

　ローラは自らも両膝を折って屈むと、柱にしがみついているみかるをそっと引きはがす。

　みかるは床に座り込み、あとからあとからあふれる涙をぬぐった。

「……ごめんなさい。せっかくみんなでお膳立てしてくれたのに……私がめちゃくちゃにしちゃった。利子の返済があるのに……」

　この日のために、みんなはみかるに協力してくれた。

　あのディーンですらぶつくさ文句を言いながらも、手伝ってくれたのだ。

　それをすべてぶちこわしてしまった自分が情けなくて、涙が止まらない。

「ああもう、なんて可愛い子なの。いいのよ。いいの。みんなには私から話してあげるから、何も心配しなくていいのよ。ほら、立って。いつもの元気なみかるに戻ってちょうだい。じゃ、何か温かい飲み物を用意するわ。飲んだら落ち着くわよ」

「……うん」

　みかるは寝室に移動してベッドに座ると、ローラが用意してくれた温かいミルクを飲んだ。

　大変なことをしてしまったという後悔と、これでよかったという満足感が同時にある。

　こんな複雑な気持ちは初めてで、自分でももてあましていた。

「エレノア姫にお会いしたいと、フィリップ王子がいらしているわよ」

「だめっ……無理、今、会ったら悶絶死するっ！」

「悶絶死って……それもちょっと見てみたい気がするけど、今は会わない方がいいわね。顔が涙でクシャクシャだから」

　ローラはくすくす笑いながら寝室から出て行った。

　わずかの時間、しかもほとんど視線を逸らせて見ないようにしていたのに、フィリップ王子の姿はしっかりと心に焼きついている。

　おとぎ話の世界から出てきたような王子だった。

　煌びやかな衣装に負けない美貌と、優雅な物腰。

　穏やかに澄んだ青い瞳は、愛を語るときには情熱的に輝くのを知った。

　情熱的……。

　そんな目を誰からも向けられたことのない十五才のみかるには、刺激が強すぎた。

　外見になど絶対に惑わされないと誓っていたのに、フィリップ王子を見た瞬間、みかるは恋に落ちたのだと思う。

「明日、もう一度、こられるそうよ」

「……いいよ、もう。会ってもお金にならないもん」

　みかるは温かいミルクを飲み干した。

　考えたってどうにもならない。みかるは彼が愛するエレノアの娘で、それをフィリップに打ち明けたとしても、自分に気持ちを向けてくれるわけなどないのだ。

　そんなことを考えてみかるは思わず笑いそうになった。

　それこそホワイトが「身の程知らず」と言って呆れそうなことだったからだ。

　フィリップのことは忘れるのが一番だろう。

　彼が愛するエレノアはこの世界にいない。

　どれほど彼が想いを募らせようと、すでに結婚していてどうにもならないのだ。

　それに、みかるはみかる。どれほど似た姿に変身できても、彼の愛するエレノアではない。

　考えたってどうにもならないのだから、悩んだって無駄だ。

『婚約の華』を解消したら会うこともない。フィリップも諦め、違う相手を見つけるだろう。

　それでいい。

　みかるは借金を返す新たな手だてを考えることにした。

　これが今一番の問題だったから。

「ねえ、みかる。質問だけど」

「何？」

「バナナのたたき売りはわかるけど、リンボーダンスってなんなの？」

　ローラから生真面目に問われ、みかるにようやく笑顔が戻った。
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　夕食の集つどいも断り、早々に帰国したかったみかるだが、『華の宴』は二日に渡って行われるらしく、すぐには願いは叶えられなかった。

　ローラはショーンたちに説明しに行くと言って出かけたまま、まだ戻らない。

　エレノアの変身が解けたみかるはバルコニーに出て、中庭を見下ろした。

　夜の翼は世界を覆い、頭上には闇に砂をまいたような数の星空が広がっていた。

　中庭にはあちこちにかがり火が焚かれ、みかるが昼間身体を横たえた建物も、雑木林から浮かび上がって見える。

　夕食の集いは中庭で行われているらしく、丸いテーブルに四人の女性がついていて、先ほど会ったフィリップもそこにいた。

　顔まではわからないがみな楽しそうに雑談をしている。

「はあ……みんな怒ってるだろうなあ～」

　ローラがどんなふうに説明してくれるのかはわからないが、騒ぎになっているに違いない。ショーンくらいはもしかすると理解してくれるかもしれないが、ディーンやホワイトは辛しん辣らつな言葉を口にしていそうで、想像するだけでため息が漏れた。

「ここから逃げ出したいよ」

　嫌でも明日はもう一度、エレノアの姿になって、帰国の挨拶くらいはしなければならないのだ。それを考えるだけで気持が重く沈んでくる。

「ぶほっ！」

　聞いたことのある荒い鼻息に振り返ると、どうやって来たのかわからないが、ジャスパーがバルコニーにおり、せわしなく顔を上下に振って、前足を搔いている。

「何……どうやって来たの？」

「エルフの血を引く者の守護馬だからな。離れているのが嫌なんだろう」

　背後の闇からホワイトが姿を現した。どこにでも唐突に現れるホワイトには何度も驚かされているが、今は不思議とそうは感じなかった。

「あ、あの……ごめんなさい」

「何を謝っている？」

「せっかくお膳立てしてもらったのに……私が全部台なしにしちゃったこと」

　みかるが両膝に額がつくほど深く頭を下げると、ホワイトが首根っこを摑んで引き戻した。

「あいたっ！」

「少しは反省しているようだな」

「でも……でもさ、やっぱりこういう詐欺行為はよくないと思わない？　お金はやっぱり正攻法で稼いだ方がいいと思うし……」

　ホワイトはみかるの首から手を放し、ジャスパーの首筋を撫でた。別に怒っているふうではなかったが、ホワイトはいつもどおりの顔をしていて、よくわからない。

「嫌というほどローラから聞いた。偽りの言い訳を聞くほど暇じゃない」

「偽り……そうじゃないけど……でも……ホワイトさんは怒ってそう」

「なぜ、私が怒るんだ？　おまえが決断したことだろう」

　ホワイトは不思議そうな顔を向けて、みかるがもたれている手すりに近づいてきた。

　静かに滑るように。

「そうだけど……」

「私はおまえに言うべきことは言った。なすべきことも伝えた。その上で、おまえが判断したことだ。今後、どういう結果がやってこようと、それに満足するのも、後悔するのもおまえだ。私ではない」

　ホワイトはなんの感慨もないのか、淡々とした口調でそう言った。

　怒られると身構えていた分、少し拍子抜けだ。

「……そ、そっか。ホワイトさんって達観してるんだ～」

「一つ聞いていいか？」

「何？」

「それほどフィリップという男は男前か？」

　ホワイトは本当に疑問に思っているのか、珍しく首を傾げながら聞いてきた。

「は？」

「ローラが言っていたぞ。おまえはフィリップを見て一瞬のうちに恋に落ちたんだとな。好きな相手から金をせびるなんて、乙女にはできないのだとも。乙女心を云うん々ぬん言われると、どうしようもないだろうが」

　ローラがどういう説明をみんなにしたのか知ったみかるは、一気に背を駆け上った羞恥から声を上げていた。

「ぎゃ────っ！」

「何を叫んでいる？」

「ちっ……ちちち……違いますっ！　わ……私、そんなんじゃ……」

　たどたどしく否定すればするほど、ホワイトの眉間には皺が寄り、表情が不快なものへと変わる。

「別に、おまえが誰を好きになろうと私には関係ないが」

「だから、違うって言ってるでしょ！　や～め～て～違うんだからっ！」

「では、すかした男だと思ったか？」

　その選択肢はあまりも極端すぎる気がするのだが、ホワイトは真顔で聞いてくる。

　どう答えたらいいのかわからないみかるは、言葉を濁した。

「そ、そうじゃないけど」

「まあどうでもいい。孫の失態はジュリアンが負うだろうからな」

「そんな～」

「どうせ、すぐに向こうの世界へ帰るつもりなのだろう。ならこちらで何をしでかそうと、去っていくおまえに責任は問えん」

　みかるの失態を責めているわけではないのだろうが、突き放したような言い方に、みかるは腹が立った。まだおまえが責任をとれと詰め寄られる方がましだ。

「利子くらい……なんとかする方法を考えるわよ！　これでも私、商売人の子供だもん。自分がしでかした責任はちゃんととって帰るから、そんな言い方しないでよ！」

「ほう、なら期待しておこうか」

　ニヤリと口元を歪めたホワイトに、みかるの方が呆れそうだ。

　力になってくれる気があるのか、そうでないのか、よくわからない。

「……ホワイトさんって本当にママの味方なの？」

「ああ。だからといって、甘やかすためにいるわけではないからな」

　彼の精神構造の複雑さは今のところ理解できないが、一応、ホワイトは味方ではあるようだ。

　みかるは内心ため息をつきつつ、眼下に広がる中庭の景色を見下ろした。

　夕食の宴はつつがなく行われていて、それぞれ着飾った姫たちは、フィリップと談笑している。

　あそこに同席したかったような、そうではないような、複雑な気分だ。

「……あれ？」

　ふと食事の席から少し離れた雑木林の中に、兵とは違う服装の男の姿を見つけた。

「どうした」

「あれなんだと思う？」

　ちょうどかがり火から離れた場所で、男の姿は見えたり見えなかったりする。

　だが、弓を持っていることはわかった。

「誰かが狙われているようだな。あの位置ではフィリップを狙っているのかもしれんが、どうでもいい」

　ホワイトは大変なことをどうでもいいような口調で言い、視線を逸らす。

「え、どういうこと？」

「知らん。無視しておけ。人様の国内事情に首をつっ込む気はない」

　みかるは中庭から背を向けてしまったホワイトの腕を摑んで揺さぶった。

「ねえ、誰も気づいてないみたい。私たちでなんとかしなきゃ！」

「だから放っておけ」

　ホワイトは力になってくれそうにない。

　ではみかるがなんとかしなければならないのだが、ここから叫んだところで、遠すぎる。

　水差しを投げてみようかと考えたが、あそこまで飛ばす自信がない。

　そこでみかるはジャスパーのことを思い出した。鞍下には、弓や剣が装備されているのだ。

「何をする気だ？」

「ホワイトさんが何もしてくれないから、私がするしかないでしょっ！」

　ジャスパーの鞍下から弓と矢を引っ張り出して、みかるはその感触を確かめた。

　自分の使っている弓より小振りだが、使えそうだ。

「おまえは弓が使えたのか？」

「弓道部に入ってるの。これでも県大会で優勝したこともあるよ」

　革の弓ゆ籠ご手てを左手首に急いでつけると、みかるは矢をつがえて弓を引いた。

「ほう、それは面白い。腕前拝見といくか」

「黙ってて……っ！」

　一本目の矢は少し右に流れたが、すぐさま弓の癖を念頭に置いて、さらに矢を放った。

　薄闇を切り裂いて狙った場所へまっすぐ飛んでいく。

　手応えはあったのだが、男は闇に紛れて姿を消し、代わりにこの事態を全く理解していない衛兵が、地上からバルコニーにいるみかるに対し矢を放ってきた。だが弓矢からみかるを守るように、ジャスパーが手すりとみかるの間に身体を押し入れて、盾になった。

「……ええっ！」

「だから余計なことに首をつっ込むなと言ったのだ」

　ホワイトは呆れながらみかるを引っ張って、座るように促してくる。

「どうして？　私は助けようとしたのにっ！」

「そうは見えなかったのだろうな」

　みかるたちが手すりから離れて座り込み、地上から放たれる矢から身を隠していると、ジャスパーがすさまじい嘶きを一つして手すりを飛び越えた。

　この高さから飛び降りたら普通の馬なら死んでいる。

「ジャスパーっ！　ど、どうしちゃったの？」

「おまえに矢を放ってくる兵に切れたんだろう。あれはそういう生き物だ」

　心配で立ち上がったみかるだったが、ホワイトにすぐさま引っ張られ、また座らされた。

　一瞬しか見えなかったが、ジャスパーは戦車さながらに雑木林をなぎ倒し、兵を追いかけていて、下はパニック状態になっていた。

「怪我はしてなかったけど、あれじゃあジャスパーが殺されちゃうよっ！」

「あれの身体は鋼鉄だ。剣も矢もジャスパーの肉体を貫けない。安心していろ」

　ホワイトは座り込んだまま、頰にかかった髪を撫で上げ、なんでもないことのように言う。

「え……じゃあ……ジャスパーが追いかけていった兵はどうなるの？」

「命令がなければ殺すところまでいかないだろうが、痛い目にあわされるだろう。そういう習性だから、仕方ない」

　ジャスパーの足には鋭い爪が生えているし、口にも牙が生えている。

　どちらに攻撃されても、ひどい怪我を負いそうだ。

「ええっ！　じゃあ呼び戻さないと！」

「そんなことより、奴らに説明した方がいいぞ」

　ホワイトが部屋を指さすと、扉を勢いよく開けて、兵士が入ってくるのが見えた。

　ひげ面の男は臙脂の上着に太ももまであるブーツを履いていて、腰には大ぶりの剣を携えていた。背後には二人の若い兵士が立っている。

「私はこの城の警備隊長だ。今から貴様を拘束させてもらう。どのような理由があろうと、城内に武器を持ち込み、さらには我が国の王子に矢を向けるなどもってのほか。たとえ『華の侍女』であろうと、許されることではない」

「それは誤解ですっ！　王子様を狙っていた男が上から見えたから、そいつに向かって矢を放っただけです。王子様を狙うなんてとんでもないっ！」

　みかるは立ち上がると、大げさに両手を振って誤解を解こうとした。

　だが、ひげ面の警備隊長はあっさりとみかるの言葉を切り捨てる。

「特に今日のように厳しい警備を行っているときに、そのような不届きな輩やからが紛れ込んでいるとは、とても思えんな」

「なら今日の警備はお子様がやっているようだ」

　ホワイトは座ったまま嘲るように笑う。

「なんだと!?　おまえは何者だっ！　入室を認められた護衛は女性だったはずだ」

「私を知らぬ者に名を名乗るつもりはない」

「ふざけたことを言うなっ！　もういい、二人とも拘束しろっ！　嫌と言うほど尋問してやるからなっ！」

　ひげ面の警備隊長は忌いま々いましげに指さした。

　ホワイトは気怠げに立ち上がると、腹立たしげに髪を撫で上げる。

「罪など犯していないのにどうして拘束されなくてはならないのだ。なんだ、この頭の悪い警備隊長は。この国はもう少しましな人材がそろっていると思っていたが、落胆したぞ」

「ねえ、ちゃんと聞いてください。姫の婚約者の命なんて狙うわけないでしょっ！　王子様よ、王子様。私が狙ってどんな得があるっていうのよっ！」

　みかるは改めて誤解を解こうとしたが、ひげ面の警備隊長は取り付く島がない。

「ごちゃごちゃ言ってないで、さっさと来るんだっ！」

「きゃっ！」

　腕を摑まれ引っ張られたみかるだったが、その警備隊長の腕に何かが嚙みついていた。

「……え？」

　どこからやってきたのかわからないが、ポニーほどの大きさのオオカミが警備隊長の腕に嚙みついていた。

「……ぎゃ──────っ！　こいつはなんだ────っ！」

　黄金色の瞳をギラギラと輝かせた黒い毛のオオカミは警備隊長の腕に嚙みついたまま、しっぽを左右に振った。

　警備隊長の部下が剣を引き抜いたが、オオカミに振り上げたその手を、ホワイトが止める。

「よせ、騒がない方がいいぞ。おまえたちが手を出したら、こいつの腕が食いちぎられてしまうぞ。こいつは私の使い魔だ。気性が荒くてね。手を出したらこの男を殺したあと、君たちの首にパックリと嚙みつくだろうな」

　ホワイトが『使い魔』と言ったとき、なぜかオオカミは鼻に深い皺を寄せて、嚙みついている歯をむき出しにしたが、口は離さなかった。

　だがその威嚇が効いたのか、警備隊長の部下二人は剣を持ったまま、硬直してしまった。

「……血……血がすごく出てる……ホワイトさん、オオカミさんにやめるように言って……」

　みかるがそう言うのと同時に、オオカミは首を軽く傾げるように横に向けて、警備隊長の腕を嚙みちぎった。

「腕……腕がとれた────っ！」

　警備隊長は真っ青な顔でちぎれた腕をマントで押さえ、大きな身体に似合わず震えていた。

「あ～あ。とれてしまったか。ははは……これは面白い余興だ」

　ホワイトは鮮血を見ても平静な顔で笑い声を上げていたが、みかるはホラーは苦手だ。

　だいたい、嚙んだからといって腕が簡単にとれるなんて、とても信じられない。

「ぎゃ────っ！　ほほほ……ホワイトさんっ！　笑ってないで、なんとかしてよっ！」

　まるでマネキンの腕を銜くわえているようにしか見えないオオカミは、冷えた眼差しを警備隊長に向けている。

　あまりにも現実離れした状況に、みかるはさらに声を上げる。

「ちょ、マジで冗談じゃないってっ！　なんとかしてよ────っ！」

　ホワイトの腕を摑んで激しく揺さぶると、仕方なさそうな顔で言った。

「今なら無礼を許し、その腕をもう一度使えるようにつなげてやってもいいが、まだくだらないことを口にするなら、こいつを餌にするぞ」

「……な……な……な……」

「そのオオカミは食わないだろうが、マンティ・ゴーラは本来、肉食だ。もうすぐ戻ってくるだろう。マンティ・ゴーラは普段は草や果物を食っているが、時々、新鮮な肉を与えなくてはならないんだよ。血の滴るような新鮮な肉をな。ちょうど今こいつが口にしているようなものをだ。あれに食わせるためにこのままいただいておこうか」

　ニヤリと笑うホワイトにひげ面の警備隊長はすがるようにして這い寄る。他の部下は恐れおののき、近づこうともしない。

「かっ……返せ──────っ！」

「偉大なる魔導師ホワイト殿、どうか此こ度たびの非礼をお許し願いたい。この者は職務を果たそうとしただけで、悪気はなかったのです」

　聞き覚えのある声に扉の方を見ると、フィリップが立っており、ホワイトに向かって深々と頭を下げた。

　みかるは思わずフィリップに見とれそうになったが、顔を左右に振って、意識を今の状況に集中した。

「ももも……申し訳ございません。本当に無礼なことをいたしまして、お許しください。お願いです、私の腕を返してください。一生のお願いです」

　ひげ面の警備隊長は四つんばいになり、床に額をこすりつけ、泣きながら懇願していた。

　どれほど剛の者でも、自分の腕をもがれたら、謝罪するしかないだろう。

「仕方がない。フィリップに免じて許してやるか。次はないと思え」

　ホワイトは面倒くさそうにそう言い、ひげ面の警備隊長のちぎれた腕をあっという間に元どおりにくっつけた。警備隊長もちぎれた腕が何事もなかったように元どおりになっているのを見て、女のような悲鳴を上げると、這うように逃げ出した。

　問題を起こしたオオカミは血で濡れた鼻面を何度も舐めて綺麗にすると、カチカチと爪を鳴らして部屋の端に座った。ホワイトの使い魔だといったが、それにしても大きなオオカミだ。

　黄金の瞳はギラギラしていて、剝き出しの牙はやけに鋭い。ここの世界にはみかるが見たことのないような様々な動物がいるのだろう。

「おまえを助けたのは彼女だぞ」

　ホワイトはみかるの肩を摑んで自分の前に立たせると、フィリップにそう言った。

「あ……えっ……」

　フィリップをまともに見られないみかるはうつむき加減に頷く。

「先ほど、草むらに血痕と捨てられた弓があったと報告を受けた。確かに何者かがいたようだ。そなたが私を助けてくれたのか。ありがとう。エレノア姫の侍女だと聞いているが……名前はなんという？」

「み……みかる」

「そう。みかるという名か。とても愛らしい名前だ。エレノア姫の侍女は素晴らしい弓の腕を持っているようだね」

　微笑するフィリップに、何かを言いたいのに言葉が何も出てこない。

「……え……あの。ありがとうございます」

「ホワイト殿。相変わらずスタホードに仕えているのか。うちに来る気はないか？」

　フィリップはすぐさまみかるから視線を逸らせ、明らかにこの状況にうんざりしているホワイトに言った。

「今、この国を滅ぼしてやろうと真剣に考えたと聞いても、まだ言えるか？」

「なるほど、次までに礼儀を教えておく。無礼を許してくれ」

「私にではない。この子に言え。だいたい、お前の命を救ったのはみかるだ。この子に対して無礼をわび、感謝を形で示すんだな。形でだ」

　やけに『形で示せ』と強く言うホワイトが何を望んでいるのか、みかるはすぐさま気づいて、羞恥で顔を赤らめた。

「わかった、そうしよう。いろいろ失礼があったようだ。申し訳ない」

「いえ……いえ……いいんです。誤解が解けたらそれで」

　そっと顔を上げて様子を窺うと、フィリップの視線はみかるではなく、エレノアが休んでいるはずの部屋に向けられていた。

「エレノア姫はお休みなのか？」

「はい。ずいぶんお疲れのようで、すでに休まれています」

「そうか。……では君に聞きたいことがあるのだが、いいかい？」

　ホワイトに助けを求めるような視線を送ったが、ホワイトはまたバルコニーに出て行ってしまった。オオカミの姿もなく、王子の従者もいない、二人きりだ。

　心臓が口から出てきそうな状況に、冷や汗が浮かぶ。

「わっ……私でわかることでしたら」

　みかるは深呼吸をして気持ちを落ち着けると、まともにフィリップの顔を見ないようにしてそう言った。

　姿を見るから動悸息切れ目め眩まいがするのだ。

　平静になるには視線を逸らして、視界に入れなければいい。

「エレノア姫には誰か心を奪われている人がいらっしゃるのだろうか」

　すでに結婚し、娘までいますと打ち明けたいのだが、それはできなかった。

　だがみかるは、なんだかこの声に聞き覚えがあることに気づいた。

「それは……知りません」

「……実はエレノア姫に『婚約の華』の解消を告げられてしまったのだ。その理由があるのなら知りたい。それらしいことを姫から聞かされたことはないか？」

　視線を外しているのに声を聞いていると動悸息切れ目眩がしてくる。

　この声は……。

「……幸せ仮面」

　みかるがぼそりとそう呟くと、フィリップは微笑した。

「やっぱり気づいたね。私もびっくりしたよ。君がエレノア姫の侍女として来ていたなんて。気づかないならそっとしておこうと思ったんだが」

「幸せ────っ！」

　裂けそうなほど口を開いて叫ぼうとしたが、フィリップの手がみかるの唇を塞いだ。

「し～……大きな声で叫ばない。誰にも言わないでくれよ。もちろん、私が愛するエレノア姫にも秘密。これが一番重要だからね。わかったかい？」

　みかるは顔を上下に振った。

「本当に？」

　もう一度みかるは顔を上下に振る。

　フィリップは手を離すと、みかるの顔をのぞき込んできた。

　最悪なのは、まともに見るとやはり胸がギュッと摑まれたような甘い痛みが走って、一目惚れした反応が健在なことだ。

　フィリップが幸せ仮面だったのにだ。

　こんなことあり得ない。

「どっ……どうして王子様があんなことをしてるんですかっ!?」

「法律を上手くすり抜けてあくどく金を稼ぐ人間が許せないだけだよ」

「話し方がまるで違ったし……ずるい」

「王子と義賊はまるで立場が違う。そうだろ？」

　フィリップはとても楽しそうに笑っている。

　仮面のないフィリップの笑顔は、正体を知ってもなお、魅力的だ。

「……なんだかすごく複雑なんだけど」

「勘違いだと押し切ることもできたんだが、どうして白状したと思う？」

「……エレノア姫でしょう？」

「話が早いね。そうなんだ。エレノア姫は私をどう思っているのか、知りたくてね。まあ……君も奉公を始めたばかりでそういう話はできないだろうけど、いつかでいいから頼まれてくれないか？　私の方から答えを聞きに行くよ」

「……なんていうか……その……」

　そっちが白状したから私も……というわけにはいかず、みかるは言葉を濁した。

　だいたい、フィリップは正体を明かしたことに満足しているようだが、みかるは違う。

「頼んだよ。では、私もそろそろ失礼させてもらう。お休みのところ騒がしくしてしまって申し訳なかったと、後ほど姫に伝えてくれないか」

「え……あ、はい。お伝えします」

　王子として優雅な足取りで出て行ったフィリップのあとを、姿が消えてからもみかるはじっと見つめていた。もっと話したかったような、いや、早く出て行ってほしかったような、そんなどちらとも言えない複雑な気持ちをみかるはもてあましていた。

　だいたいフィリップと幸せ仮面がイコールでつながるなんて、詐欺だ。

　幸せ仮面にはときめきなど感じなかったのに、フィリップには感じた。運命の相手なら、姿が変わっても同じようにときめくはずなのに。

　ということはみかるの気持ちは単に見たこともない美しい王子の容姿に感動し、それを恋だと勘違いしたことになる。

　見た目で人を好きにならないと豪語してきた自分がちょっと情けない。

　だがこれでみかるの気持ちは偽物だったと自覚できたのだから、それでいいのだ。

「……見ほれるほどの男ではなかろう」

　戻ってきたホワイトは、気け怠だるそうに椅子に座った。

「見ほれてないけど……でも……」

「なんだ？」

「ホワイトさんからみてフィリップ王子は綺麗だとか格好いいとか、なんとも思わないの？」

「エルフは美男美女ばかりだ。こちら側の人間でどれほど綺麗だ、格好いいと言われても、本物の美を見た者からすると、あの程度の容姿など足下にも及ばん」

　ということは容姿に対する評価を全く持ち合わせていないわけではなさそうだ。

　ホワイトにとって美の基準はエルフということになる。

「ふうん。じゃあ、私のおばあちゃんって……すっごく綺麗だったとか？」

「そうだな」

　チラリとみかるを見て視線を逸らせたホワイトに、照れが見えたような気がした。

「……」

「なんだその目は」

「別に」

　みかるはマットに寝転がり、両腕を振り上げて身体から力を抜いた。

　利子の支払いの件はまだ解決していないが、とりあえず気にかかっていた『婚約の華』を解消できたのだ。

　それだけでもよかったと思えばいい。

「あのオオカミさんって凶暴なの？」

　もう一度部屋を見回し、やはりオオカミの姿がないことを確認してホッと胸を撫で下ろす。

　腕を食いちぎるような凶暴なオオカミには、あまり近づきたくない。

「たまに凶暴になるようだな」

「ホワイトさんの使い魔って言ったけど、私初めて見た。お城にいたっけ？」

「恥ずかしがり屋だからな。いつもは姿を隠している。夜にはこそこそうろつくようだが……ああ、婚約の華を解消するのはいいが、あとあと面倒だぞ」

　ホワイトは青銀髪をなびかせながら顔をしかめている。

「借金は分割でって頼んだけど、それ以外の面倒があるの？」

「そうじゃない。エレノアに群がる馬鹿な男が大挙すると言ってるんだ。ダミーもいつまでももたないぞ」

　ホワイトの言わんとしていることがすぐには理解できず、みかるは身体を起こした。

「え？　なんで？」

「婚約の華を交わしているからこそ、誰も横から手を出さなかった。それが解消されたと知られたら我こそはと、あらゆる男が会いにやってくると言ってるんだ」

　確かに結婚して娘もいるのに、それを知りながらも母親に求婚する男が絶えない。結婚していてもこれだ。未婚ならどうなるか、想像するのも恐ろしい。

「それは考えなかった」

「あと先を考えずに行動するとこうなる」

「じゃあ……わらわら来るの？」

「そうだ。掃いても掃いてもわいてくる」

「やっぱり解消しなかった方がよかったの？」

　みかるが言ってしまったことは間違っていたのだろうか。

　ならフィリップに謝罪し、これからも継続してもらう方がいいのだろうか。

「いずれはそういう決断をしなくてはならなかっただろうな。エレノアはこの世界にいない。しかも娘までいるのだからな」

「ほら、ね。やっぱりそうなるでしょ。じゃあ、いっそのこと、ばらしたら？　エレノア姫は別の世界に行ってすでに結婚しちゃってるってさ」

　その方が手っ取り早いだろうし、噓をつく必要もなくなって、みかるも悩む必要がなくなる。母親を慕う男たちも、別世界に行ってしまったのだから、諦めもつくだろう。

「別世界につながる道があることは、誰にも知られてはならない。スタホードのみに許された、緊急時に国の跡継ぎを一時的に逃がすため、エルフの王が許可したものだからだ。しかもおまえがしている特別なネックレスがなければ行き来することはできない。そんなことを知られたら、大騒ぎになるぞ。どこの世界でも特別な宝石、新しい世界というものを欲しがる愚おろかな権力者がいるものだ。そういうもめ事の方がやっかいだぞ」

　ホワイトの真剣な眼差しに、みかるも事態を理解できた。

「それも困る……じゃあどうしたら……あっ、ジャスパーっ！」

　蟻が砂糖に群がるのを想像し、ゾッとしているところに、ようやくジャスパーは戻ってきた。

　だが、その口には少年に見える男を銜えていた。

　背中から銜えられた少年は、空中に浮いた両手両足をぐったりさせて、気を失っている。

「奴らが捕まえ損ねた犯人をジャスパーが銜えてきたようだな」

「ぶふ──っ！」

　ジャスパーは少年を銜えたまま大きな鼻息を鳴らし、顔を上下に振っている。

　目をギラギラと輝かせ、今にもこの少年を食べてしまいそうな勢いだ。

「え、どうするの？　このまま食べる気でいるの？」

「褒めてやれ。そうすれば獲物を口から落とす」

「……ジャスパー、偉いね。だから放してくれる？」

　言われたとおり、ジャスパーの頭や鼻を撫でると、嬉しそうに目を細め、銜えていた獲物を放した。床に叩きつけられるようにして落ちた少年はぐったりを身体を伸ばした。

　太ももから血を流しているのは、みかるが放った矢がこの少年の肉体を貫いた証拠だろう。

「うわ～痛そう……あ、ホワイトさん？」

　ホワイトが部屋の外へ向かおうとするのを、みかるは止める。

「兵を呼ぶ。ゴミは引き取ってもらわないとな」

「ちょっと待って。理由を聞いてからにしない？」

　よく見るとまだ幼さが残る顔をしている。自分とあまり変わらない年齢に見える少年だ。もしかすると何か事情があったのかもしれない。兵に突き出すのはそれからでもいいはず。

「聞いてどうするんだ」

「わからないけど……ちょっと、起きなさいよ」

　ゆさゆさと少年の身体を揺さぶるものの、しっかり閉じられた瞼まぶたは開かない。

「こうすればたいていは目を覚ます」

　ホワイトは水差しを手に取ると、少年に向かって中身を空けた。

　さすがに頭から水をかけられたことで少年は飛び起き、同時に走った痛みに太ももを押さえる。

「……痛っ！」

「おまえはどこの国の者だ。なぜ、フィリップの命を狙った？」

「……な、なんのことかわからないなっ！」

　ぷいっと明後日の方向を向き、少年は怒鳴る。そんな少年の頭を摑んで、ホワイトは自分の方へと向けた。

「太ももの傷は弓矢のものだ。射ったのは彼女だが、しらを切る気か？」

「おまえがっ！　がふっ！」

　みかるに飛びかかろうとした少年をホワイトが首根っこを捕まえて床に座らせた。

「暴れるな。それよりなぜこんな馬鹿なことをしたのか、知りたいそうだ」

「僕は……死ぬ気でここに来たっ！　さっさと殺せっ！」

　真剣な顔でそう怒鳴っているが、幼い顔立ちが危機感を少し和やわらげている。

「殺せって言われても……」

「殺すのももったいないな。なら食わせるか」

「食わせる？」

「この子、馬みたいに見えるけど違うんだよ。しかも肉食なんだって」

　みかるはジャスパーの首を撫でながら少年に言った。

　ジャスパーは「ぶほっ、ぶほっ」と荒い鼻息を少年の顔に吹きかけて、長い舌で舐め上げた。

「人間も美味しくいただくぞ。ああ、鋭い爪でさんざん転がして弄び、弱ったところを生きたまま食うのが好きなようだ」

「……ひ……ひ～っ！」

「ひいひい言ってないで、肝心なことを話せ」

　ホワイトとジャスパーに詰め寄られ可哀想にも思えたが、事情を話してくれなければ、やはり兵に引き渡すしかない。

「そうよ、食われたくなかったら白状しなさいよ」

　ジャスパーに顔を舐め回されて観念したのか、少年はようやく口を開いた。

「僕は……クリミナにお仕えする馬番です。マイクといいます」

「クリミナ？　ああ、そこの姫はイザベル・カステルだったな。フィリップの『婚約の華』に選ばれていて、今日も来ているはずだ」

「はい。ですが、イザベル様は心に決めた方が他にいらっしゃるのです」

「クリミナって国も借金があって首が回らないとか？」

　みかるの言葉にマイクは顔を左右に振った。

「貿易などで密接に関わりがある立場上、こちらから解消を言いだせないようです」

「好きな人がいたなら、どうして最初に断らなかったの？」

「決めたのは国王です。イザベル姫ではありません」

　本当にこの世界はいろいろ面倒なしきたりがあるようで、聞けば聞くほど古くさい。

　嫌なら嫌だとはっきり言えばいいと思うし、好きな相手には……。

　そこまで考えて、みかるも顔を左右に振った。

「事情はわかった。だからってフィリップ王子を殺しても、どうにもならないじゃない。自然と解消されるのを待てばいいじゃない」

「イザベル姫はもう十七歳におなりです。このままあと約一年も『婚約の華』に拘束されてしまったら、心に決めた方と結ばれないでしょう」

　十八歳がどう問題で結ばれないのか、みかるにはわからない。

「別に問題ないと思うけど」

「ええっ！　一年経てば十八歳ですよ。十八歳！」

　マイクの口を塞ぎ、みかるは目を細めた。

　十五のみかるに十八歳で結婚する自分を想像するのは難しいが、婚期は延びているし、できればやりたいことをやりつくしてから、愛する人と結婚したいと思うのだ。

　もっとも自分の母親のようにたとえ若くても運命の人と出会えたのなら、結婚するのも素敵なことだろう。

　どちらにしてもみかるにとって十八歳という年齢は、まだこれからだというイメージしかないが、彼には違うようだ。

「それ以上言わなくていいよ。場所が違うと結婚適齢期が違うことがわかったから」

「……暗殺者がおまえだと知られたら、それこそおまえの守りたいもの……それ以上が焼きつくされていたぞ」

　ホワイトは恐ろしいことを淡々とした口調で言ったが、確かに一国の王子を狙った代償は大変なものに違いない。

「捕まったとしても、自決する覚悟はできています。それに僕がどこの国の人間かばれるようなものは何一つとして所持しておりません」

　さほど年齢が変わらないのに、自決なんて口にするマイクの気持ちをみかるは理解できない。

「そんなことしてもあなたのお姫様は喜ばないと思うけど……。だいたい、あなたにとってその理由は正当かもしれないけど、フィリップ王子からすると迷惑でしかないよ。殺される理由としては身勝手なことだし」

「わかってます」

「わかってない。殺すとか死ぬとか簡単に口にすべきことじゃないよ。あなたが狙われる立場だったら、そんなことで殺されたくないでしょ？　だいたい理不尽だよ。それにあなたの言うお姫様が本当に誰か他の人に心を奪われているかどうか、確証はあるの？」

「ありますっ！　僕は直接、相談されたんですっ！」

　マイクの言葉に、ホワイトは怪け訝げんな目を向けるが、何も言わなかった。

「じゃあさ。こうしない？　うちのお姫様に事情を聞いてもらうように頼んでみる。明日、フィリップ王子にお会いになるし。もしかすると他にいい方法があるかもしれないよ」

　唇を尖らせて両膝を抱えているマイクに、みかるはそう言った。

「うちのお姫様って……どちらの姫様なのでしょう？」

「エレノア姫」

　うつむき加減だったマイクの顔が上がり、みるみる青ざめていく。

「えっ……あのエルフの血を引く高貴なる姫のお部屋だったのですかっ！」

「そうだけど」

「おお……恐れ多いことで……申し訳ございません……」

　急に態度を変えたマイクは、四つんばいになって頭を何度も上下させる。

　本当にエレノアは有名人のようだ。

「べつに恐れ多いことなんてないから。それより、その様子じゃあ、逃げ道なんて作ってなかったんだよね？」

　みかるはマイクに聞いたが答えはなく、助けを求めるようにホワイトの方を向いた。

「ホワイトさん」

「私は知らん」

　ホワイトは面倒はごめんだというように、早足でバルコニーの方へと向かうと、あっという間に闇に溶け込み姿を消した。

「も……もう～。肝心なときに消えないでよっ！」

　みかるはしょんぼりうなだれているマイクを振り返り、声をかけた。

「そうだ。マイクっていくつ？」

「十五だけど。君は？」

　少し顔を上げたマイクは、額にかかった髪を撫で上げて、みかるの方を向いた。

　みかるはマイクの前に屈み、微笑む。

「十五。同じ年だね」

「……」

「少しは反省してるの？」

　みかるが顔をのぞき込むと、視線を逸らすようにそっぽを向く。

　何か言いたげに唇は少し開いているが、言葉は出なかった。

「それじゃあしてないよね。でもさ、もし私がイザベル姫の立場だったら、自分の想を叶えたいからって、誰かに人を殺してほしいなんて願わないよ。ううん、仮にもしそんなことをあなたに頼んだとしたら、お姫様の考えが間違ってると思う」

「そっ……そんなことはおっしゃいませんでしたっ！　殺してくれなんて……そんな。それは僕が勝手に思ったことだから……姫には関係ないんです」

　マイクが怒鳴ると、バルコニーにいたジャスパーが「ぶほっ！」と鼻を鳴らして部屋に入ってきた。

　ジャスパーはマイクをひと睨みすると、長いしっぽを左右に振った。

　きっとみかるを心配して入ってきたのだろう。

「……まだ僕を食おうって考えてるのかな？」

　自決すると言うマイクが、ジャスパーに食われることを怖がっている姿はなんだかおかしい。

「大丈夫。でも、大声あげない方がいいよ。でさ、話は戻るけどマイクがこんなことしたことを知ったら、イザベル姫はきっと悲しむよ。喜ぶなんて絶対にあり得ないって。それにさ、たとえどこの国の人間かばれないようにしてたとしても、クリミナの馬番だったってもしわかったら、クリミナの国にすっごい迷惑がかかるじゃない」

「……そうならないように僕は死ぬんです」

　ジャスパーの動きをちらちらと窺いながらも、マイクは真剣な顔でそう言った。

　同じ十五歳なのに、考え方が極端すぎてついていけない。

「なんでそう、死ぬとか殺すとか簡単に考えるのかなあ……。あなたの両親が知ったらすごく悲しむと思う。だいたい、そういう問題ってイザベル姫が自分で決めることだと思うけど。もちろん、大きな国のお姫様ともなるといろんな立場の問題もあると思うけど、それに流されるのを受け入れるのも自分だし、逆らってどうにかしようと考えるのも自分だよ」

「僕に両親なんていないからどうでもいいんだよっ！　だいたい、おまえ、男のくせに、女性の気持ちをわかったように説教すんなっ！　ぎゃ～っ！　ち、近寄るなっ！」

　マイクが叫ぶとジャスパーは大きな顔を二人の間に割り込ませ、鼻面をマイクの方へ向けて、息を吹きかけた。

「だから、大声を上げるからよ。ジャスパー……いい子ね。大丈夫」

　みかるが額から鼻先まで撫でると、ジャスパーは目を細めて、顔を上下に振った。

「僕は食料じゃないからな……」

「あのさ……断っておくけど、私は女だからね」

「え!?」

「……もう～なんでよ。スカート穿いてるのに」

　侍女の服はスカートだ。いくらなんでも男が女の格好はしないだろう。

　いや、ライオネルという例外はいるが。

「だって、弓を使えるって言ってたからさ。時々、侍女のフリをした男の護衛がいるんだ。それかなと思って」

「あ、そういう侍女もいるんだ。なら間違ったことを許してあげてもいいよ」

　みかるがマイクの前から移動して隣に腰を下ろすと、ジャスパーはまたバルコニーへ姿を消した。

「両親、いないんだ」

「別に不自由はないよ。それであ……フィリップ王子の本命は……こちらのエレノア姫だという噂があるけどさ。そうなの？」

「知らない。そういう話はされないから」

「エレノア姫がフィリップ王子と『華の誓い』を交わされるご予定はないの？　それが早ければ早いほど、イザベル姫にはいいんだけど……」

「だから知らないよ」

　みかるがため息をつきながら言うと、マイクはまた両足を抱えて、膝に顎を乗せた。

　寂しげに伏せられた視線の先には、きっとイザベルの姿が写っているに違いない。

「あのさ、何度も言うけど、そういうことはマイクが悩むことじゃなくて、当人が悩むことだよ。もちろん相談にのってあげるのはいいと思うけど。まあ……お姫様のために何かをしたいって気持ちはわかるけどね」

「気持ち？」

「マイクはイザベル姫が好きなんでしょう？　だからイザベル姫のために何かしたかったってことよね？」

　みかるがそう言うと、マイクは真っ赤な顔をして、大げさに手を振った。

「ちっ……違う……違うっ！」

「あはは。隠さなくてもいいって」

　みかるが笑っていると部屋の扉が勢いよく開けられ、ローラが大股で入ってきた。

「何があったの!?　フィリップ王子が狙われたって下じゃ大騒ぎになってるわよ。それにうちのジャスパーがここの中庭をめちゃくちゃにして……それ、誰？」

　ローラはしょんぼりとうなだれているマイクを見て、側にいるみかるに尋ねるような目を向けた。

「いろいろ……事情があって……」

「事情って？　あれは誰なの？　怪我してるみたいだけど……」

　みかるは立ち上がると、ローラを引っ張ってマイクから少し離れた場所に移動して、大急ぎで今までのことを説明した。

「みかる、何考えてるのっ！　どういう事情があったとしても、あの子はフィリップ王子の命を狙ったのよっ！　そんな子をここに置けるわけないでしょうっ！」

　ローラの怒りはもっともだ。

　だが、誰も死んではいないし、マイクの気持ちもわかるみかるには、とても兵に突き出すまねはできない。

「マイクはイザベル姫が好きなのよ。だから相談を受けた姫のために何かをしたかったの。でもちゃんと反省してるし、もう大丈夫だと思う」

「みかる……あのね。そういう問題じゃないのよ。これはうちがかばうことじゃないし、みかるが関わることでもないの」

　ローラは厳しい表情でそう言った。

「わかってるって。一国の王子の命を狙うって、きっと総理大臣の息子の命を狙うことに等しいと思うから、重大さはわかる。でも……でもね、これも『婚約の華』が悪いからだよ」

「みかる」

「お願い、ローラ。私がなんとかするから。少しだけ協力して」

「……ああもう……」

　ローラはせわしなくマイクとみかるを交互に眺め、髪を搔き上げている。

　心の中で葛藤しているのがよくわかる。

「だめ？」

「だめ……って言ってもきかないんでしょう？」

「うん」

「私は今からでもその子をとっつかまえて、バルコニーから落とすか、廊下に放り出すか、そのどちらかを考えてるんだけど」

　腕を組みつつも、右手の人差し指を上下に動かしながら、苛立ちを抑えているようだ。

「ほんっと、ごめん。力を貸して、ローラ」

　みかるが手を合わせて何度も懇願すると、深いため息をつきながらも、ローラは諦めたように少しだけ笑顔を見せた。
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　ローラは慌ててやってくると、ショーンやディーンがたむろしている馬房を、落ち着きを失った熊のように行ったり来たりして、状況を説明した。

「あんただって問題を起こしたんじゃないの。その姿で何うろうろしてるのよっ！」

　怒りはディーンにも向けられたが、鼻に皺を寄せ歯をむき出し、威嚇した。

「ま……なんだ。この姿のときの俺は切れやすいからな。あのおっさんにむかついて、気がついたら腕に食いついてた」

　ディーンはオオカミの姿で前足を組み、しっぽをばさばさと振った。

　ある呪いを受けたディーンは、昼間は人間の姿でいられるが、日が沈むとこの姿になってしまう。朝日を浴びるとまた人間の姿に戻るのだが。

「あのへっぽこ魔導師も、さすがにとれた腕をくっつけてくれたみたいだけど……これ以上、問題を起こさないでちょうだいよ。ま……みかるが心配だったんだろうけど」

「心配なんかしてねえよっ！　ちょっと夜の散歩に出かけただけだ。つうか、俺じゃなくて、問題はあいつだろ？　だいたいどうしてやっかいごとばっかり起こすんだ？　すぐに帰るから、引っ搔き回せるだけ引っ搔き回そうと思ってるわけじゃねえだろうな」

　エレノアがこの世界から姿を消してから、今までどれほど苦労して、そのことを隠してきたのか。もちろんずっと隠しておけるわけではないことを、みな、わかっていた。いつかフィリップ王子との『婚約の華』を解消しなくてならないことも。

　そのきっかけをみかるが作ってくれたことで、みなホッとしていたに違いない。

　だから『婚約の華』を解消したことについては、もういいのだ。けれど、フィリップの命を狙った男を匿かくまうとは、頭がおかしくなったとしか思えない行動だ。

「刺激のある日常の方が面白いぞ」

　ふらりと姿を現したホワイトは、平然とした顔でそう言った。

「何言ってやがるんだよ。おまえがさっさと兵士に突き出せばよかったんだろうが。つ～か、おまえ、誰が使い魔だっ！　俺はおまえのしもべじゃねえよっ！」

「なんだ、気に入らなかったのか。では、みかるに自己紹介してくるんだな。エレノアに恋した身の程知らずのオオカミが人間になりたいとがんばってます……とな」

　ホワイトは表情を変えることなく、触れられたくないことを口にする嫌な男だ。

「うるせえっ！　俺は元々人間だっ！　あんたがこの俺にかけられた呪いを解いてくれたらいいんだろうがっ！」

　事情も知っているくせに、いつだってホワイトはこの調子で、ディーンを玩おも具ちやにする。

「それじゃあ面白くない。だいたい、私がかけた呪いではない」

「まあまあ、そう喧嘩をしないで、これからどうするのかを考えましょう。まず僕ですが、姫の望まれることに協力したいと思います」

　エレノアの心酔者であるショーンは、娘のみかるに対しても同じ気持ちを抱いているのだろう。だから迷いなどかけらも見せないのだ。

　この男には何を言っても無駄かもしれない。

　ショーンはじ～っとディーンを見つめている。

　そこには紛れもない非難の色が浮かんでいた。

「そんなこと言ってねえだろ。で、ガキを一人にしていいのか？　なんなら俺が説教してやってもいいぜ。余計なことをすんなってな」

「その姿でですか？」

「……二足歩行のオオカミが説教するのもいいかもしれねえだろ」

「ほう、面白そうだな。やってみせろ」

　鼻で笑うホワイトの頭をかち割ってやりたい衝動に駆られるものの、敵わないことはよくわかっていた。

　そう、よくわかっているのに、玉砕覚悟で嚙みついてやりたい気になる。

「喧嘩してないで、ちょっと真剣に考えてよ。あれでみかるはエレノア姫の侍女だから、部屋から離れるわけにはいかないのよ。中身は空っぽでもね」

　本来なら一緒に悩んでもいいはずのローラが、やけにみかるの肩を持ち、達観しているのが腹立たしい。

「あああ……もう、どうすんだよ」

　今度はディーンが馬房の通路を行ったり来たりして、鼻の頭に皺を寄せた。

「だから、ディーンは反対なのね？」

「別に……反対してるわけじゃなくてよ」

　ただでさえエレノア姫が帰還したという話が近隣諸国を駆けめぐって困っているのだ。

　これからますます騒ぎになり、やっかいごとも増えるだろう。

　だからこそ、余計なことに首をつっ込むなと言いたいのだが、そうするとやはり「ディーンは反対なのね」と言われるに違いない。

「だったら何が問題なの」

「な、ローラ、もしフィリップを狙った男をうちが匿ったことがばれたらどうなると思ってるんだ？　うちみたいな小国は簡単につぶされるだろうし、だいたい生きて帰れやしねえぞ」

「あんた、自分のことを心配してるの？」

「俺？　俺じゃねえよっ！」

　ディーンはローラに嚙みつかんばかりの勢いで怒鳴った。

　自分のことを心配しているのではない。みかるだけでなく、国のことを考えているのだ。

　本来この心配はショーンの役目で、ディーンのキャラではない。

「……そうよね～。私も思ってたのよ。みかるはやっぱりエレノア様の子供だって。困っている人を放っておけないところとか。何事も一生懸命なところとか……ちょっとお馬鹿で、天然なところとか」

「エレノア姫は馬鹿でも天然でもねえよ。つうか、みかるとは全然、似てねえだろうが！」

「姫の願いですからどんなことでも協力いたしますが、どうやってこの城から出すつもりでいるんです？　ホワイト様がお力を貸してくださるというのなら、簡単なことでしょうが」

　ショーンはそう言い、ホワイトに話を振った。

　だがホワイトはどうして自分に声をかけるんだという表情でジロリと睨んでくる。

「私が？　どうしてだ」

「……ほら、これだよ」

「だから、あんたはへっぽこ魔導師って言われるのよ」

「そう評価しているのは君だけだ。私はくだらないことに手を貸す暇はない。では」

　ホワイトはあっさりと背を向けて、闇に紛れて姿を消した。

　いつだって面倒を投げるだけ投げて、自分は知らぬフリをする。

「なあ……あいつが手を貸してくれたことはあったか？」

「ありましたよ」

「あったわね」

　ショーンとローラの言葉に、ディーンは過去の記憶をたどってみた。

「あ～……ああ、あれか。切れてジューン国の軍隊を一瞬にしてカエルにしちまったやつな。そんな話を聞いたのを思い出したぜ」

　ホワイトはなんの力にもなってくれないわけではなく、やるときはやる男らしい。

「極端なんですよ、あの方のすることは」

「王妃様が侮辱されたからホワイトが切れたって話よね。でもそのおかげでうちの国スタホードは侵略を退けられてるのよ。武力でエレノア様を奪おうとする輩からもね」

　過去の恐ろしい出来事。

　それは時間とともに尾ひれがついてさらに大きな話となり、兵や武器を持たないスタホードという小国の守りとなっている。その噂があるからこそ、武力でエレノア姫を奪おうと考える輩が出てこないのだ。

　それはとてもいいことだ。だが日常の問題はそれだけではすまない。

「俺は、そんなでかいことより、日常のごたごたをなんとかしてほしいんだけどなっ！」

「使えないへっぽこ魔導師はちょっとおいて、みかるが一つ面白い方法を考えたんだけど……協力してほしいそうよ」

　ローラがにっこりと微笑み、ショーンとディーンを交互に見つめた。
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　翌日、みかるは朝早くに起きた。

　昨日のうちに、イザベル姫の侍女から、姫は朝食前に中庭を散策する習慣があるという話を聞きつけていたからだ。だが、みかるの身分では話などしてもらえないだろうから、エレノア姫に変身して会うことにしていた。

　マイクは一睡もできなかったのか、窓際の隅にうずくまったまま、一夜を明かしたようだ。

　気になっていたマイクの傷は夜中に戻ってきたホワイトが珍しく跡形もなく治療してくれたが、それを終えるとまた姿を消した。

　ジャスパーといえば、バルコニーで一夜を過ごし、朝になるといつの間にか中庭に下りて、生えている草木を食べていた。勝手に人様の庭の草木を食べるなど、怒られるのではないかと思ったが、マンティ・ゴーラという生き物はエルフの守護馬と呼ばれていることから、その行動を止めたり、縄をかけたりするのは禁忌とされていて、できないらしい。

　それを知ってか知らずか、ジャスパーは我が物顔で草を食べている。

　側で庭師たちが恐る恐る働いているのも見えた。

　庭師たちは朝早くから必死に木々を起こして、庭を元どおりにしようとしていた。

　昨日、ジャスパーが兵を追いかけ回したことで、木があちこち倒れていたからだ。

　みかるが心配しているのは、中庭の現状復帰のためにかかる費用がどれだけ請求されるかだった。ジャスパーはエレノアの馬だから。

　今のところ請求書は来ていないが、いずれくるだろうと予想され、気分が滅め入いる。

「ほんっと……借金ばっかり増えて困るよ～」

　深いため息をつきつつ、それでもみかるは中庭を注意深く眺めていた。

　イザベルが朝の散歩に姿を現すのを待っているのだ。

　赤いドレスを好んで着るらしいので、バルコニーからでもすぐ目にとまるだろう。

「みかる……ちょっと」

　朝からディーンたちと打ち合わせに出かけて戻ってきたローラが、また難しそうな顔をしてやってきた。

　みかるはその理由を一つしか知らない。

「もしかして請求書がきた？」

「請求書？」

「ジャスパーがめちゃくちゃにした中庭の修理代」

　みかるの言葉に、ローラはハッとした顔をして、頷いた。

「あっ、そうね。すっかり忘れてたけど、それ……ありそうだわ」

「じゃあ、ローラの話は違うの？」

「実は変なことになってるのよ……」

　ローラはみかるがもたれている手すりまでやってくると、同じように手を置いて、ため息をついた。

「え？」

「私たちがあのマイクから聞いた話では、イザベル姫には心に決めた人がいるけど『婚約の華』が邪魔をして、あと一年は自由になれないってことだったでしょう？　だからマイクはフィリップ王子がいなくなれば『婚約の華』が自然に解消されると、短絡的に考えたのよね。でも、下で聞いた話は違うのよ」

　中庭を見下ろしながらローラは困惑気味にそう言った。

「それが、どう違うの？」

「マイクが……というか王子の命を狙った男は、イザベル姫に身分違いの恋をして、恋ライ敵バルであるフィリップ王子を亡き者にしようとしたって言われてるわ」

「……はあ？　マイクの話と全然違うんだけど」

　振り返って部屋にいるマイクの様子を窺ったが、彼は侍女の格好をした自分を姿見に映して、身なりをチェックしている。

　一見、滑稽に見えるものの、その姿は真剣だ。何より昨日、マイクと話した限りでは、無鉄砲なところがあるものの、噓をついているようには思えなかった。

「私にもどっちが正しいのかわからないわね。マイクは昨日知ったばかりで性格を理解できるほど一緒に過ごしたわけでもないし、イザベル姫がどういう性格かというのも、わからないからね。どちらが正しいのか見極めるための判断材料が少なすぎるわ」

　確かにローラの言うとおりだ。

　会ったばかりのマイクを信用しすぎるのも危険なことかもしれない。

「でもやっぱりマイクが噓をついてるようには見えないんだよね……」

　相変わらずマイクは髪を撫でつけてみたり、スカートを広げてみたりと、せわしない。

　よほど侍女の格好が気持ち悪いのだろう。

「わからないわよ。可愛い顔をして策士の人間もいるし、クールで何事もそつなくできそうに見える人間が、実はだらしなかったということもあるし」

「どうしたらいいと思う？」

「さあね。どちらかが噓をついてるんだろうけど、どちらにしてもやっかいよ。ね、今からでも遅くないわ。彼を兵に突き出したらどう？」

「それはだめだよ。とりあえずイザベル姫に会ってみる。会って話してみないとどういう人かわからないからさ」

　マイクにイザベルと会って話をすると約束したのだ。

　それにこんなことに巻き込んだイザベルはマイクのことをどう考えているのかも知りたい。

　もしかするととても後悔していて、マイクのことを心配している可能性もあるのだ。

「みかる」

「何？」

　ローラは意味ありげな表情でみかるをじっと見下ろし、何か言いたげに艶やかな唇を薄く開いた。だが、待っている言葉はいつまでたっても落ちてこない。

「……なんでもないわ……さあ、イザベル姫が庭にお出ましよ。みかるも準備をしないとね」

「わかった」

「エレノア姫をちゃんと意識してよ。それにマイクにもばれないように」

「大丈夫だよ」

　ローラは何を言いたかったのだろう。

　みかるは一瞬言いよどんだローラのことが気になったが、帰りに聞くことにした。

　今は、エレノア姫になりきることを意識しなければならないからだ。
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　エレノアに変身したみかるは、護衛のローラと、侍女に扮したマイクを連れて、中庭に向かった。マイクは小柄で身長もみかると変わらなかったことから、見た目の違和感はなかったが、それでも顔がわからないよう、帽子を深々とかぶらせた。

「……本当に……いろいろ……ありがとうございます」

　マイクはエレノアを正視することなく恐る恐るそう言い、一歩後ろをついてくる。彼は当然、みかるとエレノアが同一人物であることには気づいていないし、気づかれてはならない。

「事情はすべてみかるから聞いています。何も心配をしなくて、いいのですよ」

　自分で自分に聞いているというのも気持ち悪いのだが、仕方がない。

　確かこのあたりだったけど……。

　バルコニーから見つけたイザベルは、聞いていたとおり赤いドレスを着て、白いショールを羽織っていた。ジャスパーが荒らした場所を避け、人工的に作られた小川にかけられた橋を渡っているところだった。

　すぐに出会えると思ったが、小川の周りには木々が立ち並んでいて視界を邪魔しており、なかなかイザベルを見つけられないでいたのだ。

「エレノア姫、あちらから声が聞こえます」

　ローラの言う方向に耳を澄ませると、小川の流れる音とともに、女性の声が聞こえてきた。

　みかるは声のする方へ向かって歩いた。

「……マイクがまだ捕まらないのはどういうことかしら」

「申し訳ございません。今、血ち眼まなこになって探しておりますが、どこにも姿がないのです」

　イザベルは背の高い男と話していた。

　一ひと重えで目の細い三さん白ぱく眼がんの男。イザベルの護衛なのだろう。

　みかるが声をかけようとすると、ローラの手が肩を引っ張り、阻止をする。

　驚いて振り返ると、ローラは人差し指で唇を押さえていた。

「あなたがフィリップ王子を狙うマイクを捕まえる予定だったはずよ」

「ええ。計画では」

　二人の会話に、みかるは目を丸くした。

「マイクが私のことを他の人間に話す前に捕まえてもらわないと、大変な恥を搔いてしまうのよ。フィリップ王子に知られでもしたら……とても困るわ」

「姫。大丈夫です。この私が必ずマイクを捕らえて、口を塞ぎます。貴方様は当初の予定どおり、フィリップ王子に怖かったと、甘えられたらよろしいのです。お美しいイザベル姫がおすがりになられたら、フィリップ王子も放っておけないでしょう」

　もしかすると、マイクは恋の駆け引きに利用されたのだろうか。

　とはいえ、ここでイザベルと話すことは問題を大きくしてしまう可能性があった。

　知らないふりをしてマイクを逃がした方がいいかも……。

　そんなことを考えつつ、みかるが一歩下がるのと同時に、マイクが飛び出した。

「イザベル姫っ！　どういうことなんですか？　僕は……貴方のために……僕は……」

「マイクッ！」

「エレノア様っ！」

　マイクを止めようとみかるが駆け出し、みかるを止めようとローラが前のめりになる。

　結局、三人はイザベルの目の前に唐突に飛び出す形になった。

「マイク!?　……エレノア姫!?　どうしてここにいらして？」
















　明らかにイザベルの表情は、驚きと不快なものが混じったものになっていた。

　みかるも一瞬、言葉を失ったが、すぐさま背筋を伸ばして、微笑んだ。

「こんにちは、イザベル姫。実は……」

「衛兵っ！　ここにフィリップ王子のお命を狙った男がいるっ！　衛兵っ！」

　三白眼の男がマイクの腕を摑み、後ろへねじり上げた。すかさずみかるが止めに入る。

「待ってください……誤解です。彼を放してあげてください」

「フィリップ王子のお命を狙った不届き者を、かばい立てされるおつもりか？」

　男と睨み合った状態になったが、みかるは一歩も引くことなく、向けられる視線を受け止めたまま、微動だにしなかった。

　この場をどう取り繕えばいいのか、そればかり考えている。

　不意にイザベルの背後から三白眼の男の声を受けて二人の兵士が現れ、さらにフィリップが姿を見せた。

「このような早朝に何事だ？」

「フィリップ王子。恐れ多くも貴方のお命を狙った者を、わたくしの護衛が捕らえたのですが、スタホードの姫が邪魔をされるのです」

　イザベルはよどみのない口調でそう言った。

　その言葉を受けてイザベルの護衛が、想像もつかないことを言いだした。

「ああ、わかりました。そういえばフィリップ王子が狙われた日、イザベル姫のお席は王子のお近くでしたが、もしやこの男はフィリップ王子ではなく、イザベル姫を狙ったのか？」

「……え？」

「誰か逆らえない者の命令で……」

　みかるは男が何を言わんとしているのかすぐには理解できず、目を丸くさせた。だがローラが烈火のごとく怒り、みかるの前に立つ。

「無礼者っ！　我が姫を愚ぐ弄ろうする気かっ！　マイク、おまえは誰に助けられた!?　事実を話してやるがいいっ！」

　だが、マイクはうなだれ唇を嚙んだまま、一言も発しない。

　本当のことを言えば、イザベルに迷惑をかけることになる。だからといってイザベルの護衛の言うことに頷けば、エレノアの立場が悪くなる。

　マイクが何も言えない気持ちはとても切ないものでみかるも胸が痛んだ。

「今、このような姿をさせているのは、もう一度、ライバルとなるイザベル姫の命を狙おうとしていたのではないのか？」

　さらに追い打ちをかけるように三白眼の男が言うと、マイクはようやく声を上げた。

「違いますっ！　僕が一人で勝手に……誰に頼まれたわけではありません」

「どちらのお命を不届きにも狙ったのか、私がこの手で白状させてやる。よろしいでしょうか、王子」

　フィリップはチラリとみかるを見て、マイクに視線を落とす。

　だが、みかるは誰よりもイザベルとその護衛に腹を立てていた。

　彼らは一体、どういう神経をしているのだ。

　イザベルが本当に高貴な身分だというのなら、人の気持ちを思いやれる優しさを持ち合わせていてもいいはず。

　もちろん、フィリップの命を狙ったのは許されないことだが、マイクはイザベルのために大変なことをしでかしたのだ。

　それを知るイザベルくらいはかばってやってもいいのに、誰もマイクをかばう人間はいない。

「その手を離しなさい。彼はわたくしの馬番です」

　みかるは怒りを抑えながらも、凜とした態度でそう言った。

　そういう反撃があるとは思わなかったのか、イザベルの護衛はやや身体を引いたが、マイクを離すまではいかなかった。

「ではエレノア姫がこのたびのことを計画されたとおっしゃるのか？」

「いいえ。ただ、犯人にはわたくしの侍女が放った弓の傷跡があるはずです」

　みかるはそう言い、マイクの側に膝をつくと、スカートの裾をたくし上げ、傷のない太ももを露わにした。

　そこは昨夜、ホワイトが跡形もなく治療してくれたのだが、こんなところで役に立つとは思わなかった。

「このように、どちらにも傷跡はありません」

「……失礼ですが、スタホードにはどんなことでも可能にする魔導師がいるそうですね。そのような傷、簡単に消せるのではありませんか？」

　あくまでマイクを捕らえたいのか、男はせせら笑うようにしてそう言った。

　みかるはスッと立ち上がり、男を見つめた。

「逆に問わせていただきますわ。仮にライバルを減らしたいとわたくしが願ったとしても、どんなことでも可能にする魔導師がいるのですから、このような稚ち拙せつで愚かな手など使いません」

　三白眼の男は今度こそ言葉を失ったのか、何か言いたげに口を開いたものの、腹立たしい言葉を耳にすることはなかった。

　これで解決だと思った矢先、イザベルが余計なことを言い出した。

「フィリップ王子、わたくしは見ましたわ。彼が逃げていくところを」

　自分がエレノアの姿をしていなければ、みかるはすぐさまイザベルに飛びかかり、「あんた、いい加減にしなさいよっ！」と、怒鳴っていただろうが、今はできない。

　腹立たしい気持ちをぐっと抑え、母親なら何を言い、どう行動するのか、それを考えた。

「それほどお疑いでしたら、わたくしをまず処分なさいませ。彼はうちの馬番です。彼の不始末は主人であるわたくしが負うべきこと。そうでしょう？」

「なりません、姫っ！」

　ローラが青い顔で叫ぶのを、みかるはいさめた。

「黙りなさい。これ以上のあなたの発言はわたくしが許しません」

「姫……」

「ローラ。この者を早く連れ出しなさい」

「ショーン、てめえが連れ出せよ。あんたがちゃんと教育しねえから、うちの姫がえれえことになってんだろうが」

　その声に振り返ると、ディーンがショーンとともに立っていた。

「あ……そうですね。すみません、私の監督不行届です。ほら、来なさい」

　ショーンは腰低くやんわりとマイクを男から奪うと、そそくさとその場をあとにした。

　どういうわけか、三白眼の男もイザベルもショーンを止めることはなかった。きっとあっという間にショーンが連れ出したので、言葉をかける暇がなかったのだろう。

「あんたらに言っておくけどな、どんな事情があったとしてもうちの姫に手ぇ出す奴は、王子だろうが王様だろうが、許さねえからな」

　ディーンはまるでやくざが脅しでもかけているように、男やイザベルを交互に見下ろし、フンと鼻を鳴らす。

「……ディーン。あなたも黙っていなさい。フィリップ王子に、城内を騒がせた責任をわたくしが取りますと申し上げたのですから」

　そう言ったみかるにフィリップは青い目を細めて微笑する。

「この騒ぎについては、みな私に一任してくださるか」

「ええ。もちろん」

　と、イザベル。

　フィリップは優雅な足取りでみかるの目前までくると、右手を取った。

　王子の姿をしているフィリップはやはり素敵で、別の顔を持つことを知った今でも、しっかり気を引き締めていないと見ほれてしまう。

「では、エレノア姫。そなたが私との『婚約の華』の解消したいと告げられたことを、撤回していただきたい」

「……え」

「その上で、そなたの愛馬が庭を駆けめぐったことも不問といたそう」

　ジャスパーが庭を荒らしたことを不問にしてくれる……。

　請求書は来ないってことよね？

　せっかく解消した『婚約の華』を継続することには気が進まないものの、みかるの頭には請求書のことしかなかった。

「……フィリップ王子がそうおっしゃってくださるのでしたら……そのように。寛大なご処分、感謝いたします」

「おお、姫よ。その言葉を待っていた。朝食はいかがなされるおつもりか？」

　フィリップの喜びようとは正反対に、イザベルは恐ろしい視線をみかるに送ってきた。そんなイザベルに、ローラやディーンが鋭い目を向け、また対抗するように三白眼の男が恨みのこもった顔をしていた。お互いのためにも、この場にあまり長居はしない方がいいだろう。

「大変申し訳ありませんが、このまま帰国の途につくつもりでおります。実は今、国がとても大変なのです」

「……姫」

「フィリップ王子、イザベル姫、ごきげんよう。みな様にはご健康とご繁栄を」

　みかるは軽く頭を下げると、フィリップやイザベルに背を向け、できるだけゆっくりとした歩調で中庭から建物へと向かった。

　みかるは絶えず身体を動かなくしようとする相当な緊張から、途中で倒れそうになったが、それでもなんとか部屋まで戻ることができた。
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「ああ……よ……ようやく戻ってきた。身体がガチガチに緊張した……」

　みかるはカクカクとした足取りで寝室にあるベッドに腰をかけ、腕をもんだ。

　フィリップが幸せ仮面だとわかっていても、王子独特の雰囲気は、すさまじい存在感を発していて、目の前にしていると身体が焦こげそうな気分になるのだ。

「私はハラハラしたわよ。もう……あんなこと言いだすとは思わなかったわよっ！　でも、途中、大笑いしそうになったわ。ねえ、あのイザベル姫の顔、覚えてる？」

　ローラは楽しそうに笑い、目の端に涙をためていたが、みかるにそんな余裕はなかった。

「そんなの見てないよ。エレノアを演じるのに精いっぱいだったから……何度、台詞を嚙みそうになったかわからないよ。上手くできてた？」

「ええ、もちろん。びっくりするくらいエレノア姫だったわよ。それに……フィリップ王子もいいところあるわよね」

「どうして？　せっかく『婚約の華』を撤回したのにまた継続させられたし……。私はジャスパーのやったことで借金が増えるのが嫌だったから、頷くしかなかったけど」

　結局、『婚約の華』の重要さより、これ以上の借金を増やしたくない気持ちの方が勝ってしまったのだ。

「……あら、みかるはジャスパーの後始末のことを考えて、頷いたの!?　なんだ……気づいたのかと思ったわ」

「気づいた？」

「あそこでフィリップ王子が『婚約の華』の解消を撤回してほしいと言ったから、エレノア姫は無実だと証明したことになるのよ。よく考えてみて。フィリップ王子と『婚約の華』を解消した姫に、ライバルの姫を亡き者にする理由なんてないでしょう。最初っからイザベル姫が小細工しなければ、ライバルが減ってたのにね。いい気味だわ」

　言われてみればそうだ。

　てっきりみかるは、エレノアを愛するフィリップが『婚約の華』を継続したくて、チャンスだとばかりに、拒否できないあそこで提案したのだと思っていた。

　そんな自分の思いやりの欠片かけらもない考えを恥じるとともに、フィリップの優しい心遣いに改めて感心した。

「気づかなかった。なんだか……すごく申し訳ない気分……」

「私はてっきりそれに気づいたから、みかるは『婚約の華』の解消を撤回したんだと思った」

「……私は中庭の修理代を請求されると困るからだったんだけど……そっか。フィリップ王子って本当にいい人なんだね」

　聡明で誰もがその出で立ちに目を奪われる美しい王子は、幸せ仮面として義賊に扮しながらも、心も外見に違わない素晴らし人物なのかもしれない。

　こういう王子は、どういう女性と結ばれるものなのか、みかるには想像すらできない。

　そんな女性に羨望の気持ちを持ってしまうのは、なんだかんだ自分に言い聞かせつつも、フィリップが気になる証拠なのだろう。

「やっぱり言っておくべきだったわ」

「何？」

「さっき言おうと思ってやめたことだけど、あくまでアドバイスとして聞いてね」

　ローラは軽く咳払いをして、生真面目な顔で言った。

「え、どうしたの？」

「エレノア姫以外に、四人の華がいるわ。それはわかるわね」

「わかってるけど」

「みんなそれぞれ、フィリップ王子に見初めてもらえるよう、様々な努力をしてる」

「普通のことだと思うけど」

「そうじゃないの。中にはずるい手を使う華もいるってことよ。全員がそうだとは私も思わないけど、そういう華も中にはいることは知っていてほしいの。今回みたいな嫌な目にあうこともあるってことよ」

　みかるは、一国の姫というのは小さな頃から厳しい教育を受け、人格もそれにふさわしい女性だと想像していた。

　だが、現実は理想のように綺麗なものではないようだ。

「……わかった」

「ごめんなさいね。こういうことは言いたくないけど、エレノア姫はその美しい容貌だけでなく、エルフの血を引いていらっしゃることで、他の華からの羨せん望ぼうと嫉しつ妬とがすごいのよ。意地悪なこともされると思うわ」

「ママもそうだったの？」

　みかるの問いにローラは微笑する。

「エレノア姫は儚はかなげに見えるんだけど、実はとても芯の強い方なの。だから何かあったとしても、そういう愚痴は口にされなかったわ」

　ということは陰ではいろいろあったのかもしれない。

　でもみかるも知っている。母親は確かに傷つきやすく見えるが、とてもしなやかに様々なことを受け流す女性なのだ。

「大丈夫。私も打たれ強いから」

「ならいいの。でも嫌なことがあったらちゃんと話してね。私でよかったら相談に乗るから」

「ありがとう。私はママみたいに立派な人間じゃないからローラに愚痴を聞いてもらうね」

　みかるは母親のように人間ができているわけではない。

　腹が立ったら愚痴りたいし、むかついたらぶつぶつ文句を言って、ストレスを解消する。

　聞いてくれる相手がいてくれたら嬉しい。

「それがいいわ。そうしてよ。でも。みかる、マイクをどうするつもり？」

「うち、馬番いなかったじゃない。ちょうどいいから、彼を雇っていいと思う？　もちろん、無料奉仕させるけど」

「……どうかしらね」

　難しい顔をしてローラが腕を組むのは、マイクのことをあまり快く思っていないからだろう。

「だってもうクリミナの馬番には戻れないしさ。ううん。クリミナ自体に戻れないでしょう？」

「そうね」

「可哀想だと思わない？　マイクはイザベル姫のことが好きだったから、あんなことをしでかしたのに……。もう国には帰れないし、両親だっていない。マイクは一人ぼっちなの」

「違うわ。イザベル姫はマイクにフィリップ王子を狙わせるように上手くたきつけたのよ。フィリップ王子を狙っているところを、あの狐目の男に捕らえさせて、イザベル姫は『私を愛しすぎてフィリップ王子を狙ったのです。恐ろしい』なあんて言って、しなだれかかるつもりだったんでしょう。ま、当て馬にしてはしょぼかったけどね」

　ローラは腹立たしさを抑えるような口調でそう言った。

「……じゃあイザベル姫はマイクをどうするつもりだったの？」

「マイクが本当のことを白状する前に殺すつもりだったのよ。道ならぬ恋の結末は……というところかしら」

「えええ……っ！　そ、そんなことまでするわけ？」

「だから狐目の男がやたらマイクの処分を自分に任せてくれと言ってたじゃない。本当のことを吐かせるつもりなんてなくて、余計なことを口にされる前にさっさと殺すつもりだったのよ。ほんと、最低な手だわ」

　みかるにはとても理解できない手だ。これではまるでサスペンス劇場だ。

「王子の心を奪いたいからって、そこまでするの？　殺すって……無茶苦茶じゃない」

「そこまでするのよ。特にクリミナはノークレーブスに次ぐ大きな国なの。だから国同士にとってもいい縁談になるだろうし、成就させるためにこれからもあらゆる手を使ってくるでしょうね。はしたない行為だわ」

「……フィリップ王子の妻に、あんなことをするイザベル姫なんて似合わないよ」

　誰がフィリップの妻になるのか想像もつかないが、だからといってイザベルがその座につくなんて、考えるのも嫌なことだ。

「じゃあ、みかるが狙ってみたらどうなの？」

「私はみかるだもん。エレノア姫じゃない。だから花嫁レースには関係ないんだからね。でもどうしよう……せっかく『婚約の華』を解消できたはずなのに……」

「でも、今すぐそれをさらに撤回したら……フィリップ王子の顔を潰すことになるわ。それだけはやめてね」

「わかってる……」

　もう一度断るにしても、それ相応の理由が必要だろう。

　だがどれほど考えても納得できるような理由は今のところなかった。

「エレノア様の娘がみかるでよかったわ」

「ほんと？　本当にそう思ってくれる？」

　パッと顔を明るくさせたみかるに、ローラは頷き、言葉を続ける。

「ええ。イザベル姫に啖たん呵かを切ったときは、すかっとしたわ。さすがうちの姫ってね」

「ちょっと言いすぎたかな……って思ったけど」

　腹が立ったのもあって、自分でも驚くほど自然に言葉が出たのだ。

　まるで本当に自分がエレノアになった気分だった。

「みかるはそのまま大人になってね」

「そのままはちょっと……胸は出てほしい」

　みかるが自分の胸を見下ろしてため息をつくと、ローラは声を上げて笑った。

「やだ～あはは。でもね～。遺伝っていうのがあるから……だめならパンを詰めたらいいのよ」

「……すっごく現実味のあるアドバイスありがとう」

「さ～って、そろそろ帰る準備をしましょうか。それとも変身が解けてからにする？」

「ううん。ここにいると落ち着かないから、もう帰りたい」

　これ以上ごたごたに巻き込まれたくないし、周囲を気にせずベッドに身体を伸ばしたい。

「わかった。じゃあ、支し度たくをしましょうね。では、エレノア姫は準備を終えるまでここでくつろいでいてくださいませ」

　姫を強調し、ローラは寝室から出て行こうとした。

「ローラ。マイク……大丈夫かな？　ショーンに連れられていったけど……あとからディーンも合流してるだろうし……」

「馬房まで引きずられていって、殴なぐる蹴るの暴行を受けてるかもね。ショーンって穏やかに見えるけど、あれで怒ったら怖いのよ。ディーンは手加減ないしね～」

　そう言ってローラは笑ったが、みかるは気が気ではなかった。
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「……いろいろ……申し訳ありませんでした……本当に……僕……」

　泣きはらした真っ赤な目をしながら、マイクは馬車に乗ろうとするまだエレノアのみかるに言った。

　心配していたような暴行は受けなかったようだが、こっぴどく説教されたようにみえる。

　もっともどういう理由であれ、人の命を狙ったのだから、心から反省をしてもらわなくてはならないだろう。

「何も言わなくていいのよ。それより、私の国には馬番がいないから、誰かに来てもらいたいと思っていたの。マイクにお願いしていいかしら。でもお給料は出ないの。それでもいい？」

「給料なんてとんでもない。いただけません。でも……エレノア姫……僕……僕のような者を……本当に？」

「ええ。来てほしいの。あなたが必要だから。さあ、ショーンの隣に乗せてもらいなさい」

「……ありがとうございます」

　マイクはいそいそと御者台に座る。みかるはローラに扉を開けてもらい馬車に乗り込んだ。

　緊張しすぎてもう、くたくただった。

　みかるは深々と椅子にもたれて、目を擦る。

　かしこまった慣習もうんざりだし、ずるずる長い衣装を着て優雅に歩くのも疲れた。

　ダミーの役目をする妖精はみかるの前のソファで眠っていて、次の出番を待っている。

　ドアについた窓のカーテンを引き、外からのぞかれないようにして、みかるは目を閉じた。

　しばらくすると馬車が動きだし、心地のいい振動が伝わってきた。

　街を離れて人けがなくなったらホワイトと合流することになっている。そこで来たときと同じように、スタホード国に一瞬にして戻る道を作ってもらうのだ。

　普通は港から船で移動していたらしいのだが、今は海賊が陣取っていてそれができない。

　だが、他の国に簡単に行き来できるこの方法なら、夕方には自由に身体を伸ばせるようになっているだろう。

　問題は明日。例の金貸し屋であるライオネルがやってくる。

　一番の問題は利子をどこからひねり出すかだ。

「……利子……利子だよ～利子」

　他に借りるあてがないかジュリアンに聞いて、それこそエレノアの姿でなんとかできるのならやるしかない。利子さえ払ってしまえば、今年は豊作だろうとディーンが言っていたし、少しは借金を減らすこともできるはず。

　借金が少しでも減れば、使用人や兵を呼び戻せるだろうし、ジュリアンも畑に出る必要もなく、城のメンテナンスもできるかもしれない。

　ノークレーブスでは、城は隅々までメンテナンスをされていて美しかったし、呼べばすぐに兵が飛んでくる。すました使用人や馬番も何人もいたし、庭師だってこんなに必要なのかと思うほどいた。

　あれが城の本来の姿なのだ。

　あそこまで人を雇うことはできないだろうが、もう少しなんとかしたい。

　みかるは、ジュリアンに王らしく、ホールの奥の一段上がった場所にある玉座にふんぞり返っていてほしいのだ。

　そのためには、何か金に替わるものが必要だ。

　みかるは城の中や周囲を思い出し、めぼしいものがないか、探してみた。

「あ……一つあった！　あるじゃない」

　一つだけいい方法を見つけたみかるは、今すぐにでもみんなに言いたかったが、ぎりぎりまで黙っておいた方がいいだろうと思い直した。

　下手をすると大反対にあう可能性があるからだ。

　利子はなんとかなりそうだが、まだ本体の借金が残っている。これを減らさなければ、いずれまた利子の催さい促そくにライオネルがやってくるだろう。

　もっと恒久的に返済できる方法を考えなくてはならない。

　父親ならどうやって金を儲けようとするだろう。

　……あれ。

　みかるはふと重大なことを思い出し、眠気が吹っ飛んだ。

　どうしてこの世界のことを自分の問題のように考えているのだ。

　本当は一日で帰るつもりだったし、これほど長居をする気などなかった。

　しかも、まるで自分がずっとここにいるような会話をローラたちとしていたことに、ようやく気づいたのだ。

　みかるはずっとエレノアのフリをすることはできないし、元の世界に戻って学校に通わなくてはならない。

　ただ、借金で大変な母親の実家の状況を知りながら、帰るのも気が引ける。

「あ、そっか。時々、遊びに来たらいいんだよね」

　また来れば済むことだ。

　今後の借金返済に関しては、商才に長たけた父親に相談するか、父親にネックレスをさせて手っ取り早くここに送り込んでもいい。

　そうしよう……。

　みかるはもっとこの世界を知りたくなっていたのだ。

　日に焼けた顔で手を振る人々。

　自分たちもそれほど裕福ではないのに、エレノアのために捧げ物として果物や花を城に我こそはと持ってきた。そんなエレノアの帰還を喜ぶ人たちを、噓はいけないことだとわかっていても、また悲しませたくなかったのだ。

　問題はエルフの血を引く者がいると、国は繁栄すると言われていることだった。

　どうにか、自然にエレノアの存在が消せたらいいのだが、いい案は全く思い浮かばない。

　それでもゴトゴトと相変わらず規則的に揺れる馬車が、みかるの気持ちを落ち着けていく。

　一度に何もかも解決しなくてもいいのだ。

　時間はたっぷりある。

　みかるが目を閉じて心の中の整理をしていると、唐突に馬車が止まった。

「エレノア様……よろしいでしょうか」

　ローラの尋ねるような声が外から聞こえてきた。

　言葉遣いはあくまでエレノアに対するものだったので、みかるもそのように答えた。

「ええ、どうしたのです？」

「すでにノークレーブスの城は出たのですが、ある方が少しお話しになりたいと、馬をとばしてこられました」

「どなたです？」

「フィリップ王子です。お会いになりますか？」

「……え」

「どうしてもお話がしたいそうですよ」

　ローラの声は、会った方がいいと言い含めているように聞こえた。

　変身が解けるまでにまだ少し時間はある。だから会って話すこと自体、別に構わないのだが、気が進まない。

「どうされます？」

「少しなら……」

　みかるがそう言うと、馬車の扉がローラによって開けられた。

　こちらから探すまでもなく、フィリップ王子が自らの乗る馬の背にこぼれ落ちんばかりのピンク色の花を載せ、誰もを魅了する笑顔を浮かべていた。

「姫、これを。可憐な貴方にとても似合うだろうと思ってお持ちしたのです」

　フィリップは白い馬から下りると、抱えるようにして花を手に取り、みかるに差し出した。

「……あ、ありがとうございます」

　受け取った花束は腕からこぼれそうなほどだ。

　御者台に座っているマイクがじっとこちらを見つめていて、隣に座るショーンに引っ張られていた。馬に乗ったディーンは面白くなさそうにそっぽを向いている。

　ジャスパーはフィリップの方を向いて、相手を見定めるように、顔を上下に振っていた。

「今度は私の方から遊びに窺います。姫に招待していただきたい」

「もちろん、いつでもいらしてください。でも……」

「でも？」

「いらっしゃるときは……先にお知らせくださるとすごく助かるのですが……王子をお迎えするのにわたくしどもの国は……その……準備が必要になりますので」

「愛しい姫がその小さな心を翳かげらせ憂うれえることなど何もないのです。ありのままの貴方であってほしい」

「……」

「私が姫に焦がれ、力ずくで奪おうと決心する前に……またお会いしよう」

　フィリップは情熱的な目をこちらに向け、みかるの手を取ると、その甲に軽くキスを落とした。この人は幸せ仮面だと言い聞かせているのに、心臓が飛び出しそうだ。

　とにかく不思議な気持ちなのだ。

「名残なごり惜おしいが、ここで」

「は……はい。素晴らしいお花を……ありがとうございました」

　王子が去っていくのをずっと目で追っている間に、ジャスパーが横から鼻面を向け、花束をもしゃもしゃと食べていた。

「姫、ジャスパーが花を食べていますよ」

「あっ……だめよ、ジャスパー」

　花束を引っ張ると、どこかに挟まっていたのか、白い封筒がぽろりと落ちた。

　ローラがそれを拾って、みかるに差し出す。

「フィリップ王子からのお手紙ですよ」

「あ……ありがとう」

「そうそう、花言葉は『永遠の愛を貴方に』です」

　そんなことを教えてもらっても、みかるは困るのだ。

「……そろそろ、行きましょう」

　みかるは真っ赤な顔で手紙を受け取り、馬車の扉を自ら閉めた。

　心臓がいまだにばくばくと鼓動している。

　どんな言葉も、プレゼントも、みかるに対する想いからではないとわかっているのに、フィリップ王子の行動はみかるの気持ちをかき乱す。

「落ち着け、落ち着くの……」

　みかるは花束をそっと脇に置き、手紙を目の前に持ってきた。

　何が書いてあるのかわからないが、これは母親宛でみかるのものではない。

　それを理解していながらも、みかるは震える手で封筒を開くと、中の手紙を取り出し広げてみた。

「………………あれ？」

　みかるは手紙に書かれた文字が読めなかった。
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　日が海の向こうに沈む頃、フィリップはスタホードの港に降り立った。

　当然、仮面をつけた上でフード付きのマントを深々とかぶり、自分の身分を隠している。

　……急がないと。

　あとから下ろされた馬の手綱を取り、男に金を渡す。

　スタホードは切り立った険しい山に囲まれた国であるから、訪れるには本来海に面した湾が出入り口となる。

　だが、スタホードの港は現在、常識の通じない海賊や、不法に貿易をしている少しばかりやっかいな人間たちによって占領されていた。

　それでもちょっとしたつてを使った上で、割増料金を払えば船で行き来できる。

　フィリップは馬に跨ると、かかとで腹を蹴り、早足から駆け足へと一気にスピードを上げた。

　朝のうちに帰国したエレノアを追ったのは、嫌な予感がしたからだ。

　中庭で見た、イザベルの側にいた男の目は暗くよどんでいた。

　エレノアの侍女であるみかるが彼の計画を邪魔しただけではなく、イザベルの前で恥を搔かされ、相当プライドが傷ついたに違いない。

　ああいう男は陰いん鬱うつで心が狭く、人を許す度量に欠けている。また誰よりも頭が切れ、自分が優れていると勘違いしているため、失敗を認められず、人のせいにしてプライドを守ろうとする傾向があるのだ。

　あの男は必ず何らかの報復に出る。

　フィリップはそれを危惧して、エレノアが誰に追われることもなく無事に帰るのを確かめた。

　それでも安心できず、信頼できる部下に男を見張らせた。

　昼過ぎにイザベルを含む四人の華たちが帰国するのも見届け、それで問題は解決したと思っていた。

　心配しすぎだったかと苦笑していたフィリップに、部下の知らせが届いたのだ。

　例の男が、自国に戻る船ではなく、スタホード行きの船に紛れ込んだことを。

　フィリップは自分の国から出る前に、あの男になんらかの警告を与えるべきだったと後悔しながら、慌ててあとを追ったのだ。

　どれほど腹を立て、復讐心に駆られたとしても、クリミナという大国の品位を最後は守ってくれるだろうと、楽観していたのが悪かった。

　フィリップの馬はスタホードの城へと続く、なだらかな坂を駆けていた。

　主人であるフィリップの焦りを感じてくれているのか、いつもより歩幅が広い。

「ご褒美をあげるから、もう少し急いでくれ」

　二年ぶりに会ったエレノアは、変わらぬ美しさを持っていた。

　その声に応えるように、馬はスピードを上げる。

　記憶が過去を美化し、時として再会は残酷な結果に終わることもあるが、エレノアは違ったのだ。

　凜とした美しさは、朝露をたたえてきらめくバラにも似ている。

　心地のいい声や、優雅な物腰、何よりあの笑顔は、誰もを魅了するだろう。

　外見だけの見かけ倒しの美女は山ほどいるが、内面もそれに違わないエレノアは、慈悲の心を持っている。見ず知らずの少年をかばおうとするエレノアの姿は、あまりにも印象的だった。

　エレノアの心にフィリップの居場所はあるのだろうか。

　フィリップがどれほどエレノアを愛しているのか、気づいてくれているのだろうか。

　心の中で思いを巡らせている間に、スタホードの城に到着した。

　いくつか明かりが灯っているが、騒ぎになっていないところを見ると、あの男はまだ行動に移していないようだ。

　普通、こっそり敷地に入るのなら、裏口からになるだろうが、この城は本当に無防備なのだ。

　正門は閉まっているが、城に入る跳ね橋はいつも下りているし、脇の扉は鍵が壊れているらしく、出入り自由だ。

　もっとも、金目のない城に泥棒は入ろうとしないだろうし、ここを守るホワイトという魔導師の存在が、悪意あるものを寄せつけない。

　ただ、あの男は別だ。

　フィリップは林に馬をつなぐと、裏口から城の敷地へと入った。敷地内は手入れをする余裕がないからか、雑草がずいぶんと生えていて、低木と一緒になって、絡まっている。

　目をこらすと風も吹いていないのに、がさごそと雑草が揺れた。

　……見つけた。

　男は弓を手に持っているがまだ狙いを定めてはいなかった。

　矢を放ったあと、素早く逃げ出すために、月が翳るタイミングを見計らっているのだ。

　男の視線の先にはこの国の王であるジュリアンと、みかるがバルコニーで話している姿が見える。彼らは当然だが庭に潜む男の存在には気づいていないようだった。

　フィリップは素早く男の背後に立つと、短刀を首に当てた。

「今すぐ弓を下ろせ。さもなくば私の短刀が貴様の首を切り裂くことになる」

「……お前は……誰だ？」

「それは今、問題ではない」

　男は持っていた弓をゆっくりと下ろすそぶりを見せたが、抵抗のきざしも見せた。

　フィリップは男の振り上げた腕を摑んで後ろでねじ上げると、塀に身体を叩きつけ、再度、短刀を突きつけた。

「いいか、二度とここへは近づくな。この城の人間を二度と狙わないと誓え。私は血なまぐさいことが嫌いだから、一度目はチャンスを与えるが、次はないぞ」

　男を強く塀に押しつけて言ったフィリップの言葉に、男は恨みのこもった目を向けるばかりで返事をしない。

「言葉を理解するのに、痛みが必要か？」

　さらに塀に押しつけると、男はうめくように答えた。

「……いや」

「では、理解したな」

「あ……ああ」

「それに、一つ忠告をしておく。この国にはホワイトという魔導師がいてエレノア姫を守護している。彼を怒らせない方がいい。貴様の身勝手な行動で、魔導師の怒りを買えばどうなるか……愚おろかな貴様でも帰る国をなくしたくはないだろう？」

「わ……わかった。わかったから……離してくれっ！」

　男はようやく自分がやろうとしていたちょっとした復讐が、あとでどれほどの後悔を伴う結果を生むかに気づき、顔を青ざめさせた。

　フィリップは内心ため息をつきつつ、男を拘束する手を解いた。

「振り返らず、さあ、行けっ！」

　男は言うとおり、振り返ることなく一目散に去っていった。
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　スタホードの城に戻ったみかるは、夕方までマイクの世話を焼き、みんなで夕食を終えたあと、誰にも相談することなく、そっとジュリアンの部屋を訪ねた。

　そこでライオネルに対して支払う利子の件で、ジュリアンに一つの提案をしたのだ。

　だめだと拒否される可能性もかなりあったのだが、ジュリアンは嫌な顔一つ見せることなく、笑顔で許可してくれた。

　みかるは部屋に戻ると、帰る準備をしていたが、以前にも聞いたコツンという石ころの音に、顔を上げた。

「……もしかして？」

　みかるは窓に駆け寄って下を見ると、幸せ仮面に扮したフィリップが手を振っているのが見えた。どうしようかと思ったが、みかるはカンテラを手に、階段を下りると、フィリップの佇む庭に出た。

「やあ」

「やあ……って。ちょっと待って。そんなに簡単に移動できる距離じゃないよね？　こっちはホワイトさんの力で移動させてもらってるけど……」

　港が使えないため、ホワイトの力で道を開いてもらっているから、ノークレーブスへ簡単に行き来ができるのだ。

　だが、普通は山を越えなければならず、ゆうに数日はかかる。

「船で移動すればすぐだからね」

「海賊が占領していて港は使えないはずなんだけど……」

「つてがあるんだ」

「……実は仲間？」

「まさか」

　フィリップは手を左右に振って、すぐさま否定する。

　王子としてではなく、義賊としていろいろ横のつながりがあるのかもしれない。

「あ、そうだ。金貨。返すつもりだったんだけど……いろいろ入り用で使わせてもらったから……借りたことにしてほしいの。今すぐは無理だけど、返す気満々だから」

「あはは。わかった。みかるは借りを作るのが嫌いなんだ。でも無理をしなくていいから」

　フィリップはそう言ってくれたが、お金というのはわずかでも間違いがあってはならないと、父に厳しく躾けられて育ったみかるだ。

　だから、はいそうですかと、簡単に頷けないのだ。

「ううん。そういうのだめだと思う」

「その考えはエレノア姫ととても似ているね。あの方の下に仕えていると、いい影響を受けるんだろう。とても素晴らしいことだ」

　フィリップは感心しているが、みかるとエレノアが同一人物なのは知らない。

「……あ……そう、そうかも」

「もしかして少し、緊張してる？　王子ってばれたからかな。仮面をつけているときは、ただの泥棒だと思ってくれるといいんだけど」

　視線を逸らしがちなみかるに、フィリップは怪け訝げんな顔を向けてくる。

　確かにみかるの口調や行動は挙動不審に見られても仕方ないのかもしれない。

「幸せ仮面さんだよね」

「そうだよ」

「でも、姫の様子を聞けたらいいなあ……と思ってきたんだよね？」

「今日はみかるにきちんとお礼をしたかったんだよ」

　フィリップの言葉にみかるは驚いた。

「お礼？」

「素晴らしい弓の腕に助けてもらったからね。ありがとう、みかる」

「別に……たいしたことじゃないよ。偶然だし」

「お礼の品を受け取ってくれるかな？」

　フィリップは鞍下のバッグからまた革の袋を取り出したので、みかるは手を後ろに回して、後ずさった。

「いっ……いらないよっ！　そういうつもりじゃないからっ！　あ、ホワイトさんがなんだか変な言い方してたけど、何か欲しくてやったわけじゃないから……。それに……私が王子様から何かをもらったらエレノア姫にしかられますっ！」

「みかるって本当に一本芯が通っているね。素敵なことだよ。じゃあ、これくらいは受け取ってくれるかな？」

　次に取り出されたのは手の中に入るほど小さなオルゴールだった。手の込んだ繊細な彫りに、みかるは思わず声を上げ、魅み入いっていた。

「わ～可愛い！」

「さあ、どうぞ。手に取ってくれないか」

　どうしようかと一瞬悩んだものの、何もかも拒否するのも申し訳なくて、みかるはオルゴールを手に取った。

「あ……ありがとう」

「いいんだよ。ようやく受け取ってもらえてホッとしたよ。じゃあね」

　フィリップが嬉しそうにしている隣で、みかるはオルゴールのふたを開けようとした。

　が、どういう仕掛けかわからないのだが、ふたを持ち上げても、なぜか開かない。

　簡単に開けられないことがちょっぴり恥ずかしくて、みかるは笑顔を取り繕いながら、手に力を入れていた。

　そんなみかるにフィリップが横から手を回してきた。

「この小さなボタンを押してふたをあけるんだよ。ちょっとわかりにくかったね」

　フィリップの左手は、オルゴールを持ったみかるの手を包むようにして添えられ、右手はふたの側にある小さなボタンを押す。

　するとふたは簡単に開いて、澄んだ音色が響き、同時に木彫りの小鳥がくるくる回り出した。
















「このオルゴール、ノースグレープの町で、おみやげとして流は行やっているんだ。これは小鳥が回るタイプだけど、他にリスやウサギといったいろいろな種類がある」

　フィリップはそう言って説明しているが、みかるは、彼の密着している手や触れている肩に、羞恥で顔が染まって、声など聞いている状況ではない。

　きっと耳まで赤く染まっているはずだから、それを隠せる夜でよかった。

「……そんなに凝視するほどオルゴールは珍しいかい？」

　フィリップにドキドキしているなどと返事はできないみかるは、とりあえず頷いた。

　こんな気持ちになるのも、手や肩が触れているからだ。

「次、来たときは、ゆっくり滞在して、あちこち見て回るといいよ」

「そっ……それって、エレノア姫とゆっくり時間を取りたいからなんでしょ？」

　笑いながらみかるは、自然に見えるようフィリップの手から逃れて距離を取ると、密かに深呼吸をして、息を整えた。幸せ仮面だと思えばなんてことないはずなのに、正体を知ってしまった今では、どうも調子が狂ってしまう。

　だが、少し距離を取っていれば、ましだ。

「わかる？」

「見え見え」

「それは認めるしかないね」

　そう言って城を見上げるフィリップの目には、きっとエレノアの姿が映っているに違いない。

　再会したエレノアの正体がみかるだと気づかずに。

「……」

「ああ、そろそろ私も帰らないと」

「え、あ。オルゴール、ありがとう。もう遅いし、気をつけて帰ってね」

「私は大丈夫だよ。じゃあね、みかる。お休み」

　爽やかな笑顔とともに去っていったフィリップを、みかるは複雑な気持ちで見送った。

「みかるっ！　そこで、なにしてるの？」

　ローラの声に、みかるは慌ててオルゴールをポケットに入れた。

「え……ううん。ちょっと散歩してたの」

「どうしちゃったの？　何か悩み？」

　うつむき加減のみかるに、ローラは心配そうに覗き込んでくる。

「そういうわけじゃないんだけど……さ」

「わかった。フィリップ王子のことでしょう？」

「えっ……あ……違うよっ！」

　わかったような笑みを浮かべるローラに、みかるは慌てて手を振った。

　だが、ローラはみかるの動揺などお構いなしに、言葉を続ける。

「確かに複雑よね。フィリップ王子はエレノア姫にぞっこん。でも、エレノア姫はみかる。で、みかるはフィリップ王子に一目惚れだものね」

「だっ……だから……違うって……そんなんじゃ……」

「悩んでないでさ、みかるが奪っちゃえばいいんじゃないの？」

　ローラは驚くべきことをサラリと言って、ウインクをする。

「は？」

「だいたい、みかるも一目惚れする魅力的なフィリップ王子から、あなたのお父さんがエレノア姫を奪ったのよ。それって、考えるとすごくない？」

「……それは……うん。すごいと思うけど」

　父がエレノア姫を自らの妻にしたことは、フィリップを知ってから、さらに驚くべきことなのだと、みかるは再認識したほどだ。ディーンがばかにしたことで話すことはできないが、暑い日はパンツ一丁で、扇風機の前で寝ている。そういう姿はあまり格好よくはない。

　なのに、母はそんな父が大好きだ。

「みかるはさ、そんなすごいお父さんの子供よ」

「確かにそうだよね」

　最初から諦めたりするのはみかるの性格に合わない。

　もしチャンスがあるのなら……。

「そうそう、奪っちゃいなさいよ」

「……待って。私、帰らなくちゃならないんだから……そんなのできない」

　みかるは、明日にも帰ろうとしていて、この世界でずっと過ごすつもりはない。

　諦めるとか、諦めないとか、そういう問題ではないのだ。

「なんだ、気づいちゃった。面白くないわねえ～。さあ、もう部屋に戻りましょ」

　あっさりと話題を終えたローラに、みかるは目を丸くさせた。

　ローラはみかるを引き留めるために、フィリップのことを出したのだと気づくと、急に笑いがこみ上げてきた。

「あはは……も～、やだ～……」

　みかるはローラの腕につかまって、しばらく笑っていた。
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　ライオネルが取り立てにやってきたと知らせを受けたみかるは、昨日ようやく思いついた案を実行すべく、エレノアに変身して、ローラたちを呼んだ。

「ええっ！　それは……だめよ。何を考えてるの……」

「王様はママのものは全部私が好きにしていいって言ってくれたの。でも、あの部屋の家具を売る気はないの。だけど服は別。たくさんあっても全部着ることはできないしさ。それに着る物はいつかまたお金が入ってきてから、流は行やりのものを買えばいいと思う」

　みかるは数え切れないほどあるエレノアの衣装を、少しだけ残して、すべて売ることにしたのだ。どうせ着ることのできるエレノア姫は実質はもういないのだから、いいだろう。

　その話は昨夜、ジュリアンにもして、許可を得ていた。

「……俺は……いいぜ。姫が決めたことなんだろうからな」

　珍しくディーンは真っ先に賛同してくれた。次にショーンが「いい案だと思います」と言った。ローラは最後まで反対していたが、みかるが何度も頼むと、渋々、衣装を運ぶことに同意してくれた。

　みかるにはどれも初めて見る衣装だから思い入れはないのだが、ローラたちはそうではないのだろう。

　けれど金に換えるものが他にないのだから仕方がない。母親もきっと許してくれるはず。

　ライオネルはホールに運ばれるエレノアの衣装を見つめながら、驚きに目を丸くさせていた。

「エレノア姫の衣装を売って利子にするって言うの？　ちょっとあんたたち、それでいいの？」

　ライオネルの言葉に、ディーンは「姫の命令だからな」と答えた。

「王はどうなの？　貴方の娘は大変なことをしているわよ」

　にこにことした顔で状況を眺めているジュリアンには、寂しさも後悔も見られなかった。

「いいんだよ。エレノアが決めたことだからねえ。私の服も以前ライオネルが引き取ってくれたじゃないか。そうだろう？」

「そうだけど。なんだか……私がすごく悪者になった気分だわ」

　そう言いながらも、ライオネルは衣装箱に入った衣服を一つずつ丹念にチェックし、値段をはじき出している。

　これで利子はなんとかなるだろう。

　そうしてすべての衣装の値段をはじき出すと、ライオネルは分厚い台帳を取り出した。

「聞いてもよろしいかしら」

　みかるはライオネルの側に近づいて言った。

「何かしら？」

「これでいくら返済できたことになるの？」

「そうねえ……」

　聞かされた金額にみかるは目を細めた。

　どう考えても引き取り額が安すぎる。

「わたくしの衣装を引き取るには一つ約束をしてください」

「なんなの？」

「わたくしが着た、もしくはわたくしの持ち物だったという名目で衣装を売る場合は、売値の十パーセントを、肖像権使用の料金として支払っていただきます。売れた段階で発生する金額なので、借金の総額からその都つ度ど引いてくださればいいわ」

　みかるが満面の笑みで告げると、ライオネルは予想したとおり、小さな目をめいっぱい開いて怒鳴った。

「肖像権って、なんなのよ。これは私が買ったものよ。どう売ろうと私の勝手じゃない」

「では、この取引はなかったことにしていただけるかしら。このホールでわたくしの持ち物を欲しいとおっしゃる人間を近隣諸国から集めてオークションを行います。そのあと、改めて返済しますわ」

　たぶん、オークションを自ら開催した方が、売り上げは見込めるだろう。ただ、そうするとライオネルの機嫌を損ねてしまう。

　それはきっと得策ではない。

「……わかったわよ。そうしてあげる。でも売値の十パーセントだからね。……全くいつからお姫様は腕利きの商売人になったのかしら……。まあいいわ。とりあえず今日は、利子の支払いと、本体の借金も一部返済できるわよ。私は残念だけど……」

　何枚かの借用書をジュリアンに渡し、ライオネルはエレノアに変身したみかるのもとへやってくる。

「貴方がただの箱入りお姫様でなくてよかったわ。あとね、これも利子の一部として計算させてもらうけど、その上で私から貴方にプレゼントさせてもらうわね」

　そう言ってライオネルは衣装箱から真っ白のドレスと長いベールを取り出し、みかるの胸に押しつけてきた。

「……え？」

「あのね、これに相当な高値がつくのはわかってるけど、花嫁衣装まで引き取るつもりはないからね。こんなことがばれたら国民から袋だたきにされるわ。それに……王妃様もこれを着たはずよ。そうでしょう？」

「ああ……そうだよ。その衣装はエルフが編んだものだ。この世に一つしかない、花嫁衣装だよ。ライオネル、悪いねえ」

　ジュリアンは今頃思い出したようにそう言った。

　そんな大切なものまで売ろうとしたことを申し訳なく思いつつ、知りながらもみかるが売ろうとしていたのを認めてくれていたジュリアンに、みかるは胸が熱くなった。

「ほんっと、親子で私を悪者にしないでよ」

「あの……ありがとうございます」

「いいの、私は金貸し屋だから、好かれる気はないわ。結婚式のときはそれを着てちょうだい」

「……もう一つ、お願いがあります」

　みかるの言葉に衣装箱を閉じているライオネルが顔を上げた。

「なんなのよ。まだ言いたいことがあるの？　さっさと言いなさいよ」

「よかったら、スタホードの復興大臣になってくださらないかしら」

　その言葉に驚きの声を上げたのは、ライオネルではなく、ローラやディーンだった。

　ジュリアンはやっぱり笑っているだけ、ショーンは困惑している。

「お姫様、頭どうかしちゃったの？」

「いいえ。借金返済のためにいろいろ提案していただきたいの。フルタイムじゃなくていいので、週に何日かいらしてくださらないかしら」

「大臣ねえ……」

「国のお墨付きの肩書は貴方にとっても悪いものではないのではなくて？」

　昨日みかるは、父親が言っていたことを思い出したのだ。

　金を稼ぐには、稼ぐ方法を知っている人間をブレーンに引き込むことが大切だと。

　みかるが知るそういう人間はライオネルしかいないのだ。

「わかったわ。王妃の座は諦めるしかないわね。……ほんっと、あんた、エルフの国に戻って、世間の勉強をずいぶんしてきたようねえ。いいわよ。お姫様が頭を下げてくれるんだから、私が借金返済の計画を立ててあげる。だからといって私にしている借金は減らないわよ」

「ええ。よろしくお願いします」

「今朝もお姫様の結構な噂を耳にして、実は鬱うつ陶とうしく思っていたところだったのよね。嫌なのよ、ああいう噂は。たいてい大噓だってわかっているから。でも……違ったわ。貴方は本当に立派なお姫様よ。私、嫌いじゃないわ」

　ライオネルはウインクをして、腰をくねらせる。

　だが、みかるには結構な噂がどういうことなのかわからない。

「え……？」

「でも、ジュリアンはどうなの？　いいの、私が復興大臣になっても」

「もちろん賛成だよ。君は金を稼ぎ出すことには才長けているからね。アドバイスをしてくれると私も心強いよ」

　ジュリアンは嬉しいことにみかるの提案を受け入れてくれていた。

「褒められたら悪い気がしないものね、で、今日のところはこれで帰るけど、これから朝の会議には顔を出させてもらうわ。いいこと、私は甘くないわよ」

「そのように、他の大臣にも伝えておくよ」

　ライオネルはご機嫌な顔で、部下たちに衣装箱を運ばせて、帰って行った。

　普通に男性の格好をすればいいのに、何が彼を変えたのか興味があるものの、いずれまた聞く機会があるだろう。

「ジュリアン様……よろしいのですか？」

　ショーンは今も不安そうな顔をしていたが、ジュリアンは鼻歌でも歌いだしそうなほど陽気だった。

「素晴らしい案じゃないか。今まで思いつかなかったことが悔やまれるよ。彼なら借金を返すいい提案をしてくれるに違いない」

「とりあえず利子はなんとかなったことだし……。私、自分の世界に帰ります」

　そのみかるの言葉に、ジュリアンは本当に寂しそうな表情を浮かべた。
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　昼食をみんなで囲み、楽しい時間を過ごしてから、みかるは帰路につくことになった。

　向こうの世界に帰る扉は来たときの湖ではなく、ホワイトの神殿にあるそうだ。

　その神殿がまた一見の価値がある建物らしく、山の真ん中をくりぬいたところに建てられていて、そこへ行くにはトンネルをくぐらなくてはならないらしい。

　帰ることは寂しいが、それを見るのがすごく楽しみだった。

　みかるは来たときと同じようにジャスパーに乗り、両親へのお土産でいっぱいになった鞄は背後にいるショーンが自らの馬に乗せてくれていた。

「そういえば、ライオネルが言ってた、お姫様の結構な噂って何だったの？」

　城を出てくるときも、何人もの民にすれ違った。

　彼らはみな満面の笑顔で花束や果物を手に持って、城へと向かっていたのだ。

「ああ、あれね。今朝からある噂で国民は大騒ぎしてるのよ。月に一度の『華の宴』に参加したエレノア姫が、自分には縁もゆかりもない侍女の失態を、御身を挺ていしてかばった。身分の低い者の命も大切にされる、本当にお優しい姫だという話よ」

　真横で馬を歩かせているローラが笑いを堪えるようにして、そう言った。

「はあ？　何それ」

「さらにこんな噂も出回ってたわよ。自らの国に大変な借金がある姫は、そのことで迷惑をかけることができず、愛するフィリップ王子との『婚約の華』を解消したものの、そのいじらしい気持ちにいたく感動されたフィリップ王子が、自ら姫に解消の撤回を申し出た……という話。うちの姫は本当に素晴らしい方……ですって」

　ローラは嬉しそうだ。自分が仕える姫の評判が上がることが、誇らしいのだろう。

　だが、みかるは複雑だ。

「……どうしてそうなるのかなあ」

「まあでも、エルフの血を引くのもそうだけど、身も心も美しくお優しい姫の存在があるからこそ、スタホードの民は誇りを持てるのよね。姫がいるから苦しい生活を強しいられても、他の国へ移住しないの」

「誰が噂を流したのかな？」

「きっとフィリップ王子についていた警護が噂を流したんでしょうけど。私はちょっと嬉しいわ。今頃、イザベル姫が地団駄踏んでるわよ」

「あんまり本人とかけ離れた噂が一人歩きすると……怖いよ」

　噂が勝手に一人歩きをして、エレノアの実像より離れた人物像が広まるのは、困る。

　とはいえ、みかるが噂を流したわけではないので、どうしようもないのだが。

「噂ってそんなものよ。でもみかる。ほんっとうに借金返済が上手よね。まあ方法は……びっくりさせられることばっかりだけど」

「借金返済の秘訣、第十五条。借金が自分に何をもたらしたのか考えるな。借金のために自分に何ができるのかを考えろ。……っていうのがあるの。だからなんでもいいから一円でも返すことのできる方法を考えるだけだよ。といってもパパが考えた秘訣なんだけどね」

「みかるのパパって本当に尊敬するわ。一度、会ってみたいわね」

「いつかきっと会えるよ」

　いろいろ話しているうちに、いつしか獣道を抜け、ホワイトの住まいのある庭に出た。

　そこにはしばらく姿を消していたホワイトが立っていた。しかめ面は相変わらずだったが、みんながここにやってくることをわかっていたようだ。

「ようやく来たか」

「なんだ、ホワイト。てめえ、やっと姿を現しやがったか。ったくよ、おまえほど適当な奴はいねえよ」

　ディーンが馬から降りて、ホワイトに嫌みを口にした。だがホワイトは全く気にもとめていないのか、ディーンを無視してみかるに言った。

「帰るのか？」

「はい。でもまた遊びに来るね」

「実は問題が発生した」

　ホワイトの言葉にみなが顔を見合わせる。

「問題とはなんです？」

　ショーンがそう言うと、ホワイトは背後の山を指さした。

　一斉に、みなの視線がそこへ向かう。

「あ────っ！　あれは何────っ！」

　山の斜面が崩れ、トンネルらしきものなど影も形もなかったのだ。

　みかるはすぐさまジャスパーから下りて、近くまで駆け寄った。

　大きな岩や細かい砂利があちこち転がっていて、トンネルなどあるように見えない。

　一体、どうしたらこんなことになるのだろうか。

「昨夜はずいぶんと雨が降ったからな。そろそろまずいとは思っていたが、崩れたようだ」

　ホワイトは悪びれる様子もなくそう言った。

「雨？　雨だって？　おい、雨なんて降ってねえだろうがっ！」

　ディーンが怒鳴ってもホワイトの表情は変わらない。

「なに、山地の天気は崩れやすい。城のあたりは降ってなかったのかしらんが、ここは相当降ったぞ。地滑りもあちこちあったはずだ」

「とぼけてる場合ですか……」

　ショーンは呆れた顔をしていた。

「じゃあ、どうやって帰ったらいいの？　人の手があったらすぐに元どおりにできるの？」

　崩れてしまったことは仕方がないこととして受け入れるつもりだ。その上で、どうやって山の中にある神殿に向かうのかが、問題だ。

「このあたりは私の張った結界の存在もあって、普通の人間は足を踏みれることすらできん。何よりこの山は聖なる山。人間が手を入れることは許されんのだ」

「このへっぽこ魔導師。聖なる山なんてね、どうでもいいの。じゃあ、誰がここを元どおりにできるわけ？」

「穴掘りはドワーフの仕事だ。もっとも……先立つものがなければ引き受けてくれんが」

　チラリとみかるを見てホワイトは顎を撫でた。

　もう金の話はうんざりなのだが、なんだっていつも先立つものは金なのだろう。

「あのさ……私、今日、家に帰るつもりなんだけど……他に方法はないの？」

「だから無理だと言ってるだろう」

「それ絶対、わざとだよねっ!?　そうでしょう？」

　みかるが本気で怒鳴っているのに、ホワイトは涼しい顔をしている。

　こんなことをしたのはどうせホワイトなのだとわかっているのだが、本人は知らぬ存ぜぬで通す気なのだろう。

「なぜ私がそんな面倒なことをしなくてはならんのだ。私にとっても大事な神殿へのトンネルだぞ」

「じゃ……じゃあ、ドワーフさんたちってどうやって雇うの？」

「ドワーフは珍しい鉱石や、宝石がお気に入りだ。手に入れて交渉するしかないだろう」

「そんなのお城にある？」

「あの城にめぼしいものが残っていると思ってるのか？」

　ホワイトの言うとおり、ただ一つ残っためぼしいものも今日、処分したのだ。今更現金をつくるネタはない。ということはみかるはこの世界で今しばらく生活をしなくてはならないということだ。

「ええええっ！　じゃあ……私、帰れないの？」

　おろおろするみかるに、最初は怒鳴っていたみんなが、急に笑顔で言いだした。

「そうですね……もう少し、滞在されてはいかがです？」

　と、ショーン。

　現状を把握し、それを受け入れる早さは天下一品だ。

「仕方ないじゃない。どうしようもないもの」

　と、ローラ。

　みかるほど悲愴感はない。

「わはははは……たまにはいいことやるじゃねえか……じゃないんだな。いや、ホワイトは悪い奴だよな。おまえも可哀想に……でもまあ、どうしようもねえしよ」

　と、ディーン。

　彼は論外だ。

「そんな～……あっ！」

　ホワイトはひょいとみかるの身体を抱き上げてジャスパーに乗せると、無愛想な顔のまま言った。

「ジャスパー回れ右だ。城に向かって戻れ」

「え～……！　ホワイトさんなんとかしてよ！　今すぐ珍しい鉱石を作ってよ～！」

　歩きだしたジャスパーを止めることもできず、みかるは背後を振り返りつつ、叫んだ。

「言ったはずだ。私はおまえの味方だが、甘やかさないとな。この程度の問題は、自分でなんとかしろ」

　ホワイトがそう言いつつニッと笑ったのをみかるは見逃さなかった。

　──ママ、パパ。

　もう少しこちらで過ごすしかないみたい。

　城に向かって歩くジャスパーの足取りだけは、やけに軽かった。
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■あとがき■






　はじめましての方も、以前からご存じの方も、こんにちは。

　あすかと申します。

　今回は『刻ときの王国キングダム』を少しお休みして、新しいお話を書かせていただきました♪

　実は以前からこのお話を書かせてほしいと担当さんに訴えていたのですが、ようやく願いを叶かなえていただき、本当に嬉うれしく思います。

　そのせいか、やけに力が入ってしまって、ああでもないこうでもないと、他がやばくなるほど本当にギリギリまでこの作品とにらめっこしました。

　改稿回数もかつてないほどでした（汗）。

　自分でもびっくりです。

　一番悩んだのは、義ぎ賊ぞくの別名。

　カサブランカの君……とか、白バラの君、月下の君……とか。

　煌きらめき仮面とかラブリー仮面、黄金仮面なんてのもあり。

　これでかなり真面目に、まあいろいろ考えました。夢でうなされるほど。

　インパクトのある、一度耳にしたら絶対に忘れられないような、名前をつけたかったんです。

　で……○○仮面。

　担当さんに伝えたときの第一声、「……う～ん」でした。

　結局、さんざん悩みつつ他にぴんとくるものがなく、そのままいくことに（笑）。

　でも実は、気に入ってます。○○仮面。はは。

　これからみかるとフィリップの恋愛を軸に、様々な騒動を起こそうと企んでいます。

　上う手まくラブラブになればいいんですが……イザベルもこのまま引き下がらないでしょうし。

　だいたい、ディーンも謎だし、ホワイトも謎。

　さらに謎なのは実はショーンだったりして。ふふ。

　借金で大変なのに、一番脳天気なのはジュリアンかもしれません。

　イラストは香こう坂さかゆう先生です！

　実はもうずいぶん前から先生のサイトへこっそりと通っていて、イベントでも画集や便せんを買うほどのファンなんです。

　しかもこの作品に手をつけたときから、イメージは香坂先生の描かれる女の子。

　どうしても香坂先生に描いていただきたいと思っていましたので、先生に決まったときは、すごく嬉しくて、担当さんにひれ伏したほどです（笑）。

　さらには表紙のカラーを担当さんからいただいたときはもう、誰もいないのに、パソコンに向かって「そうそう、みかるってこういうイメージ！」と声に漏もらしたほどです。

　みかるだけではなく、どのキャラもイメージどおりで、この作品のキャラを香坂先生に描いていただくことができて本当によかったです。

　これからもどうぞよろしくお願いします～♪

　編集部宛にご感想＋80円切手同封の方に、こちらの番外ショートストーリーをお送りする予定にしております。

　お送りするのに少し時間がかかりますが、よろしければ皆様のお声を聞かせてくださいね。

　わくわくしながらお待ちしております。

　この作品を少しでも楽しんでいただけたことを心から願いつつ、また皆様にお会いできることを楽しみにしています。

　ここまで読んでくださって本当にありがとうございました。








あすか　拝












※この「あとがき」は２００７年11月に書かれたものです。








著者

あすか

Asuka




奈良県在住。７月３日生まれ。蟹座のＡ型。

ずっと海外ドラマにはまってるんですが、なかなか周囲で同じようにはまっている人がいなくて、寂しい限りです。

熱く語れる仲間が欲しい、今日このごろ。










イラスト

香坂ゆう

You Kousaka




８月生まれ熊本在住

ファンタジー感あふれる世界をこよなく愛しています。

今回、王子様とかお姫様とかトキメク言葉いっぱいの作品に関われて嬉しく思います。
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